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令和７年第４回知名町議会定例会議事日程  

令和７年１２月１６日（火曜日）午前 10時 00分開議  

 

 

１．議事日程（第１号）  

 ○開会の宣告  

 ○開議の宣告  

 ○日程第１  会議録署名議員の指名  

 ○日程第２  会期の決定  

 ○日程第３  諸般の報告  

       （議  長）  

 ○日程第４  行政報告  

       （町  長・教育長）  

 ○日程第５  一般質問  

       ①田尻  博樹議員  

       ②西   文男議員  

       ③髙風  勝一郎議員  

       ④窪田   仁議員  

 ○散会の宣告  

 

 

１．本日の会議に付した事件  

 ○議事日程のとおり  
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１．出席議員（ 12名）  

議席番号     氏    名   議席番号     氏    名  

  １番   田  尻    博  樹  議員     ２番   長  山    美  香  議員  

  ３番   原  﨑    幸  雄  議員     ５番   西      □ 信  議員  

  ６番   髙  風    勝一郎  議員     ７番   福  川    勝  久  議員  

  ８番   窪  田      仁  議員     ９番   根  釜    昭一郎  議員  

 １０番   西      文  男  議員    １１番   福  井    源乃介  議員  

 １２番   川  畑    光  男  議員    １３番   外  山    利  章  議員  

 

１．欠席議員（０名）  

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名  

藤  田   孝  一  議会事務局長   元  榮  聡  子  議 会 事 務 局 主 事
 

 

１．地方自治法第 121条の規定により説明のため出席した当局職員の職氏名  

氏   名   職   名    氏   名   職   名   

今  井   力  夫  町 長   赤  地   邦  男  副 町 長  

田  中   幸太 郎  教 育 長   成  美   保  昭  総 務 課 長  

西     富士 雄  総務課長補佐   永  野   道  也  企画振興課長  

岡  越     豊  農 林 課 長   田  邊     栄  農 業 委 員 会 事 務 局 長  

英     敬  一  建 設 課 長   下  田   浩  治  耕 地 課 長  

中  山   昌  昭
 会 計 管 理 者

兼 会 計 課 長
  井  上   修  吉

 
税 務 課 長  

元  栄   吉  治  町 民 課 長   中  村   里佐 子  保健福祉課長  

根  元   幸  治  保 健 福 祉 課 参 事   久  永   裕  一  上下水道課長  

原  田   孝  二  子 育 て 支 援 課 長   池  沢   由美 子  教 育 委 員 会 事 務 局 長  

上  原   美穂 香
 教 育 委 員 会

事 務 局 参 事
  東     里  樹

 学 校 給 食

センター所長
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△開  会  午前１０時００分  

 

○外山利章議長  

 議場におられる皆様、ご起立ください。  

 おはようございます。お座りください。  

 ただいまから令和７年第４回知名町議会定例会を開会します。  

 直ちに本日の会議を開きます。  

 

△日程第１  会議録署名議員の指名  

 

○外山利章議長  

 日 程 第 １ 、 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま す 。 会 議 録 署 名 議 員 は 、 会 議 規 則 第

１２７条の規定によって福井源乃介議員及び川畑光男議員を指名します。  

 

△日程第２  会期の決定  

 

○外山利章議長  

 日程第２、会期決定の件を議題とします。お諮りします。  

 本定例会の会期は、本日から１２月１９日までの４日間としたいと思います。ご

異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、会期は本日から１２月１９日までの４日間と決定しました。  

 

△日程第３  諸般の報告  

 

○外山利章議長  

 日程第３、諸般の報告を行います。  

 報告事項はお手元に配付してありますが、若干申し上げます。  

 初めに、１０月８日から９日にかけて、鹿児島県離島振興町村議会議長会の行政

視察として、副議長が沖縄県石垣市及び竹富町を訪問いたしました。国民保護に関

する避難実施についての調査が行われ、航空機や船舶を組み合わせた広域避難計画
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や、消防分団、自主防災組織による住民単位での対応などについて説明を受けまし

た。本町における有事を想定した避難を検討する上で、大いに参考になる内容であ

ったと報告を受けております。  

 続いて、１０月８日、９日にかけて、東京都奥多摩町において、第３２回日本観

光鍾乳洞協会総会及び第３７回日本鍾乳洞サミットｉｎ奥多摩が開催され、これに

出席をいたしました。インバウンド対応やオーバーツーリズム対応、自然資源の保

全と観光振興の両立について活発な意見交換が行われました。鍾乳洞を有する本町

にとって、多言語対応や科学的データに基づく保全管理の重要性を再認識する機会

となったところです。こうした全国的なネットワークを今後の観光振興や地域づく

りに生かしていきたいと考えております。  

 次に、１０月２１日に、沖永良部高校において、高校１年生を対象とした主権者

教育の出前授業が知名町・和泊町議会並びに両町選挙管理委員会の協力の下、実施

されました。投票を決める基準をテーマとしたワークショップでは生徒一人一人が

自ら考え意見を交わす姿が見られ、将来の地域社会を担う主権者を育てていくこと

の重要性を改めて実感する機会となったところです。議会としても、こうした取組

を継続していきたいと考えております。  

 続いて、１１月２日には、兵庫県神戸市において神戸沖洲会創立１００周年記念

式典及び芸能大会が開催され、６名の議員が参加をいたしました。各地の沖洲会関

係者が一堂に会し、島からは正名ヤッコ、国頭ヤッコが出演するなど、郷土沖永良

部島を強く感じさせる式典大会となりました。ふるさとを遠く離れた地においても、

互いに支え合いながら１００年にわたり親交を深めてこられた歩みに深い敬意を表

するものであります。人口減少が進む中、島外に暮らす方々との関係性をいかに保

ち力に変えていくかは、今後の地域づくりにおける重要なテーマであり、議会とし

ても連携を大切にしてまいりたいと考えております。  

 次に、１１月９日、法政大学キャンパスにおいて行われた全国地方議会サミット

２０２５に出席をいたしました。ＳＮＳ、ＡＩ、ＤＸ、主権者教育、議会改革をテ

ーマに議論が行われ、本町議会からは、町民意見を起点とした政策提言、いわゆる

政策サイクルの取組について発表をいたしました。限られた条件下でも議会が主体

的に政策形成に関わる姿勢について、一定の評価をいただきました。今後も、議員

で協力しながら議会改革を進めてまいります。  

 続いて、１１月１２日、渋谷のＮＨＫホールで開催された第６９回町村議会議長

全国大会に出席をいたしました。大会では、防災・減災対策、地方創生、議員の成

り手不足など、町村が共通して抱える課題が提起され、関係要望が満場一致で採択
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されました。これら要望は全国町村からの要望を集約したものであり、本町議会と

しても、地域課題を丁寧に把握し、国へ届けていく役割の重要性を改めて認識した

ところであります。  

 １２月８日は商工会役員との意見交換会、１２月１０日には区長会との意見交換

会を開催し、人口減少対策や地域課題について貴重なご意見をいただき、全議員で

共有をしたところです。今後も、このような各種団体との意見交換会を通じて地域

の課題を把握し、議会として町政へ反映できる取組を進めてまいります。  

 なお、これら当該出張等の詳細につきましては、復命書を議会事務局において公

開しておりますので、ご参照をください。あわせて、町内の各種行事、会合等にも

出席をしております。  

 さらに、地方自治法第１２５条の２第１項に基づく例月出納検査の結果について、

同条第３項の規定により、また、地方自治法第１９９条の第４項の規定により、委

託料に関する定期監査の結果について、それぞれ監査委員より報告があり、お手元

に配付のとおりです。  

 以上で、諸般の報告を終わります。  

 

△日程第４  行政報告  

 

○外山利章議長  

 日程第４、行政報告を行います。まず、今井力夫町長の報告を求めます。  

○今井力夫町長  

 議場内におられる皆様、そしてネット中継をご覧の皆様、改めましておはようご

ざいます。  

 議場内で傍聴されている皆様におかれましては、師走のご多用の折にもかかわら

ず、こうしておいでいただきましたことに対しまして、誠にありがとうございます。

お礼を申し上げるとともに、今後とも町政に対するご理解、ご支援、ご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。  

 行政報告に入る前に、少し時間をいただきまして、去る１２月７日投開票されま

した知名町町長選挙におきまして、町民の皆様からの信任をいただきました。改め

てその職責の重さを厳粛に受け止め、これからの４年間、知名町民の福祉向上と知

名町発展に向けて粉骨砕身取り組み、町民の負託にお応えする覚悟でございます。  

 知名町は、歴代の町民、そして歴代の町長の皆様が心血を注ぎ、知名町の礎を築

いてこられましたことに尊崇の念を抱くものでございます。この積み重ねられまし
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た基盤をベースに、まちづくりのビジョンであります「子や孫が誇れる潤いと活力

のある持続可能な知名町」を目指し、町民全体の奉仕者として初心を忘れることな

く、誠心誠意職務を全うしていく所存でございます。  

 まちづくりの基本姿勢といたしましては、みんなで考える「協考」、そしてみん

な で 共 に 働 く 「 協 働 」 、 そ し て み ん な で つ く り 上 げ て い く と い う 「 協 創 」 、 こ の

３つを基軸に、公正・公平な町政運営に取り組んでまいります。町民の皆様、知名

町議会の皆様と共に、まちづくりビジョンの実現に向けてワンチームで取り組んで

まいりますので、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。  

 それでは、私の行政報告を行います。  

 まず、９月１８日の木曜日、九州沖永良部土地改良事業所跡地活用について、提

案がございました３団体からの提案プレゼンを聞き、その審査を行いました。  

 まず１番目に、知名町社会福祉協議会から、現協議会施設の老朽化により天井の

一部崩落や漏電があり、旧知名保育所に一時移転したというような経緯もあり、安

心・安全な施設で地域福祉の向上に努めたいという提案がございました。  

 生涯学習係からは、中央公民館が昭和３９年に落成し、４７年に増築され、現在

の展示施設が完成しておりますが、老朽化による天井の爆裂、展示スペースが手狭

であるということ、今後、町の文化財的財産を未来に保存する拠点として、また、

町民や観光客が集い交流できるスペースとして活用していきたい。また、群島内の

他市町村は展示室や収蔵庫を一定の面積を有しているということ、本町は収蔵室を

有していないという理由から、文化財の展示スペースとして国営跡地を活用したい

という提案がございました。  

 ３番目に、子育て支援課からは、子育て支援拠点でありますそら・ＳＯＲＡから

は 、 令 和 ４ 年 度 開 設 時 に は 子 育 て 広 場 、 一 時 預 か り 場 所 な ど の 利 用 者 が

２，７１１人であった。ところが、令和６年度には３，６７７人に増加し、子育て

世代に必要不可欠な施設であるということ、また、利用していただいた利用者たち

の数もどんどん１．５倍に膨れ上がっているということ、それから乳幼児の安全が

確保されにくいということ、議会や保護者からも、もっと施設の整備充実をする必

要があるという要望が多数寄せられておりましたので、移転させてほしいという声

が上がっているということで提案がございました。  

 そこで、審査会においては、移転の緊急性、安全上の緊急度、２番目に、移転の

必要性として移転しなければならない理由は何か、３つ目に、移転に伴う改修費用

については、移転に伴い町が負担する改修費用がどの程度必要なのか、４つ目に、

事業の社会的責任として、町民サービスや福祉としての必要性、５番目に、行政上
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の価値という視点からは、町施策の重要度及び他市町村との比較などの観点から総

合的に判断をした結果、そら・ＳＯＲＡの移転が適切であるという判断が下されま

した。  

 ９月１９日、大津勘字から要望がありました教職員住宅建設につきましては、字

から提供のあった土地について、教員住宅を４棟計画する予定でございましたが、

入居者のプライバシーの保護や車の出入りの利便性を考えると２棟建設が最適であ

るという判断から、字区長や近隣住民と、また住宅設計者との最終打合せを行い、

設計の最終確認を行いました。その結果、２棟を建設するという方向性が示されま

した。  

 ９月２２日の月曜日、１８９０年９月２２日に知名町の沖合で遭難したカナダの

帆船リジー・Ｃ・トゥループ号の犠牲者を追悼する式典が１１０年目に当たる今年、

芦清良字有志の皆さん主催で実施され、参加してまいりました。芦清良字の先人た

ちが遭難した異国の人々を救助しお世話した事実は、今後も後世に語り継ぐべきこ

とであるとともに、困っている人たちに手を差し伸べるという人道支援のすばらし

さは、子供たちに生きた教材として最適である。今は観光地としての役割も果たし

ており、字と協議をしながら、周辺整備についての必要性も感じたところでござい

ます。  

 同じく９月２２日、知名町ふるさとワーキングホリデー事業審査会がございまし

た。本町の移住定住を視野に入れた関係人口創出を目的に、総務省のふるさとワー

キングホリデー事業を活用し、島出身者の大学生やルーツを持つ若者や島暮らしに

興味のある若者が島で一定期間滞在をし、農作業などに従事し収入を得ながら、町

民との交流や字の行事への参加・協力を通して島の生活への理解を得ることを目的

とした事業業務に当たる事業所を公募し、プロポーザル方式で審査をいたしました。  

 ９月２９日、青年農業者会議があり、農業青年クラブ員が日頃から農業技術や経

営課題を解決するために取り組んできたプロジェクト活動計画や成果及び自らの経

営や農業に対する意見発表を行い、クラブ会員の相互の農業経営に役立てるととも

に、地域農業の活性化を図ることを目的に開催されております。  

 この中の個人プロジェクトの発表においては、和泊町の有川輝政さんが汚泥堆肥

におけるサトウキビ生育試験を行い、今後の有機肥料の生産と活用に大変有効な研

究発表でありました。今後の実証計画を期待していきたいと考えております。  

 共同プロジェクトにおいては、知名町の４Ｈクラブが新規品目の検討といたしま

して、ライチやパッションフルーツの栽培に取り組んでいることについての発表が

ございました。ふるさと納税品目の拡大や夏場の農家の収入源に活用できるもので
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はないかと期待を感じました。  

 １０月４日、上下水道課の男性職員が前日の午後７時から飲酒した後、自家用車

を運転し、町道の街路樹に衝突し、住民の通報により駆けつけた警察官の取調べを

受け、飲酒運転が発覚した事案がございました。事故発生後から本人への聞き取り

を行い、臨時課長会での情報共有を行うとともに、各課において職員への服務指導

の徹底を、指導を行いました。  

 １０月９日には、その事案の審査会があり、処分について検討を行い、弁護士と

も処分内容を相談の上、後日ウェブにて弁護士の指導を受けながらその処分内容を

決定し、１０月１６日付で本人や直属の上司に対して町長名による懲戒処分を通知

いたしました。  

 今回の事案は、極めて悪質で重大な飲酒運転事故であり、社会的影響も非常に大

きい。法令を遵守し、全体の奉仕者たるべき公務員としてあるまじき行為であり、

町及び町職員の信用を著しく失墜させたものであると。改めて町を預かる者として、

町民の皆様におわびを申し上げます。大変指導が至らなかったことに対しましてお

わびを申し上げます。  

 １０月７日から１１日まで、先ほど議長のほうから鍾乳洞サミットがありました

ので、私のほうでは、一部皆さんに報告をさせていただきたいと思います。  

 このサミットの中で基本講演がありまして、「鍾乳洞から日本列島の成り立ちを

観光する」ということで、カルスト学・洞窟学の専攻理学博士であります日本鍾乳

洞学会評議員の浦田健作氏による講演がございました。講演によりますと、各鍾乳

洞の石灰年代、それから鍾乳石の石灰岩からできる場所について、鍾乳洞生成の時

期や今後数万年にどのように変遷していくかということを分かりやすく説明をして

いただき、そこで、本町の昇竜洞においては日本の鍾乳洞の中では非常に若い鍾乳

洞であるということ、そして、大体２６０万年前の新生代第四紀に知名町の昇竜洞

は形成されたということでございました。驚くべきことは、この昇竜洞は今後数百

万年たつと天井部分がさらに侵食を受けて天井部分がなくなっていくであろうとい

うようなことを推測されるということでございました。  

 サミットの後に、私は山梨県の丹波村の役場の視察に参りました。丹波村役場は

本町の役場と同じようにＮｅａｒｌｙ  ＺＥＢで造られておりまして、ワンルーム

形式であるだけではなくて、この議会議事堂がふだんは村民に開放されており、各

種講演会や各種講習会などに活用されており、また、災害時には避難場所ともなっ

ているということでございました。私が訪問したときも村民の方々が利用しており、

非常に村民に親しまれる役場としての様子に感心をいたしました。本町においても
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視覚障害者の研修会に活用したことはありますが、町民がさらに利用しやすい役場

としての在り方を考えていく必要があると感じました。旧役場庁舎の今後の活用に

ついても質問しましたところ、まだ利用可能な築年数なので、利活用していくのか、

解体するのかということは今まだ課題として残っているということでございました。

山奥の小さな村ではございますけれども、奥多摩観光地に隣接しており、非常に観

光客が多いということには驚かされました。  

 １０月１０日には、１２日開催予定の町民スポーツ大会について、台風接近によ

る降雨により、グラウンドコンディションや会場設営など困難な状況と判断し、各

団長を招集し、大会開催の有無についての協議をしていただき、その結果、中止賛

成多数ということによりまして、中止を決定いたしました。選手・関係者の皆様に

は、これまでの練習や準備等に取り組まれていた中での大会中止になったことにつ

きましては、おわびを申し上げたいと思います。  

 １０月１５日、沖永良部公共交通活性化協議会におきまして検討してまいりまし

たデマンド型バス運行の出発式をあしびの郷駐車場で行いました。町民が利用しや

すく、交通空白地域解消を図る目的に、新たな運行形態としてのデマンドバス運行

実証実験を来年の２月まで行うことにしております。  

 実証実験開始後は、デマンドバスとこれまでの路線バスの区別がつかず、手を挙

げてもバスが止まってくれなかったという苦情も多数寄せられたということでござ

いました。受付のオペレーターは運転手にしていただいておりますが、パソコン操

作に不慣れな方もおり、戸惑いもありますが、運行状況には非常に精通しているた

め、利用者への対応や運転手同士の連携には功を奏しているということでございま

した。まだまだ島民に周知できていないことも多く、多くの問題点や修正点もあり

ますので、活性化協議会等でさらに検証をしながら改善を進めていかなければなら

ないことだと感じたところでございます。  

 １０月１５日、大島支庁との地域行政懇談会がありまして、本町の抱える問題に

ついて５項目ほど質問をしました。その件につきましては、大島支庁からいろいろ

な指導助言をいただいたところでございます。  

 １つ目は、県有地に植樹されております樹木の管理についてでございます。現在、

畑総地区において創設された防風垣に植栽されているモクマオウが道路に隣接して

いるため、倒木による車両の通行止めや通行車両が破損するなどの２次被害が懸念

されていると、これについての大島支庁の見解を聞いたところでございます。  

 ２番目には、園芸産地の活性化プランの目標設定についてでございます。面積拡

大や生産拡大品目についての数値目標の緩和ができないかと、あるいはまた、面積
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や生産量の増加を必ずしも要件としないような重点品目の区別の設定をお願いした

ところでございます。  

 ３番目には、死亡獣畜の処理における課題についてでございます。焼却灰の有効

活用について、現段階では焼却灰は産廃扱いであり、島内で処理できないため、薩

摩川内市の産廃事業者へ運搬をし、処理をしているために、多額の輸送費や処理代

が重荷になっているので、これを島内で焼却灰の農地還元、資源化なども含めて検

討できないかということをお尋ねしたところでございます。  

 また、新しい施設の整備に活用できる事業や補助金等についての質問をさせてい

ただき、死亡獣畜の処理施設の整備に活用できる補助金が現行ではメニューがない

状況であるということから、既存事業の拡充または新規の事業化ができないかとい

うお願いをしたところでございます。  

 ４番目には、農薬の廃液処理施設、し尿畜尿処理施設への施設・設備の新設や更

新の事業化について質問しました。本町においては、平成４年に有機物供給センタ

ー、平成１１年には農薬廃液処理施設を整備して運用しております。しかしながら、

施設整備からそれぞれ３３年、２８年が経過し、施設の老朽化で機械設備の修繕、

さらに新設に多額の費用がかかり、維持管理に苦慮しているということ、利用可能

な補助金についてのアドバイス等を伺ったところでございます。  

 最後に、５問目に、沖永良部空港における夜間照明の設置についてであります。

使用機材の遅れにより、鹿児島空港を離発着する時間が遅くなり、欠航の判断が下

されます。飛行機が欠航すると、フローラルホテルをはじめ多くの旅行関係機関に

おいては支障を来しております。そのことによる経済損失というのもかなり大きく

生じているのが現状でございます。空港の照明施設などの充実に向けて取り組んで

ほしいというような要望をさせていただきました。  

 １０月２２日に、国土交通省の天野審議官や熊谷特別地域振興官が来島し、本町

にあります地下ダムの施設や水道水の硬度低減化事業の進捗状況の視察がございま

した。令和８年度で完成できるように、令和７年度の補正予算の確実な確保や、町

内の農業施設や観光施設の視察をしていただき、課題解決に向けての支援を依頼し

たところでございます。  

 １０月２９日に、奄美群島農村整備事業について中央要請活動を行ってまいりま

した。主な内容は、畑地帯総合による国営附帯地区の畑地かんがい整備事業や、圃

場整備などの生産基盤づくりに関する事業予算の確保について、それから県選出の

国会議員への挨拶を行ったり、農業農村整備事業関連の国会議員への要請活動、そ

して農林水産省、国土交通省、財務省への要請活動を行ってきたところでございま
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す。  

 １０月３０日に、本町の進めております脱炭素事業について、環境省の大臣官房

審議官、それから地域政策課長にこれまでの本町の進捗状況の説明をしたり、事業

推進の遅れが出ている課題等について説明をし、今後の支援についての理解を依頼

してきたところでございます。  

 １１月２日につきましては、神戸沖洲会の１００周年記念、先ほど議長のほうか

らるる説明がございましたので、私のほうでは省かせていただきます。  

 １１月５日に、国営沖永良部土地改良事業完工式が農林水産省の農村振興局青山

次長をはじめ、九州農政局、寺田副知事、県農政関係者及び本事業関係者が一堂に

会して盛大に挙行できました。本事業は、平成１９年度から３６２億円国家予算を

投入し、１，４９７ヘクタールの農地に農業用水を配水し、沖永良部の農業の発展

に大きく寄与するものでありました。ダム工事は終わりますが、国営附帯の県営畑

地帯かんがい事業を今後推進していくように、農水省の農村振興局次長に改めてお

願いをしたところでございます。  

 １１月９日に、第２回の職員採用試験に１次試験を通過した一般事務の３名と学

芸 員 、 そ れ か ら 消 防 職 を 希 望 し た 皆 さ ん の 作 文 と 面 接 試 験 が 行 わ れ て お り ま す 。

１１月２８日には、採用委員会において、これらの希望者について慎重に審議され、

後日、私のほうに採用委員長からの採用候補者名簿が提出されました。  

 １１月２８日には、令和７年度の補正予算と令和８年度奄美群島振興開発の振興

に対する要望活動を自民党奄美振興特別委員会と関係省庁に要望活動を行ってまい

りました。  

 初めに、参議院会館におきましては、奄美群島振興開発関係議員であります野村

哲郎氏や窪田哲也議員ほか１２名の参議院の事務所を訪問し、現年度のお礼と次年

度奄美群島振興開発交付金についての要望書を手渡してまいりました。  

 次に、自民党奄美振興特別委員会への要望活動におきましては、森山委員長、西

銘事務局長、あと県選出国会議員等々と議員会館の会議室で要請活動を行ってまい

りました。この中では、奄美群島振興交付金予算２８億２，２００万円、対前年度

比で１．９倍の予算要求をお願いしたところでございます。それから、自立的発展

に向けて振興開発の推進といたしましては、奄美群島における航路・航空運賃の軽

減についての要請を行いました。あとは産業基盤や社会基盤の整備、それから保育

人材の確保に関する予算要求、重要病害虫、特殊病害虫及び不快害虫等の対策の充

実強化に向けてお願いしたところでございました。会議の最後に、森山委員長のほ

うから、知名町の水道に関する補正については十分理解しているという言及があり、
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改めて感謝を申し上げたところでございます。  

 午後からは、環境省において石原大臣、農林水産省においては鈴木大臣、財務省

においては三反園財務大臣政務官、総務省においては出口自治財政局長、黒瀬政策

統括官に奄美群島振興への予算確保の依頼をしました。財務省においては、私から

は、離島におけるふるさと納税に関する課題について説明をし、理解を求めました。

その内容といたしましては、離島における輸送費は本土よりも経費が高くつくこと、

また、台風などにより船が欠航すると、マンゴーなどは納税者の手元に届く頃には

鮮度が落ちることがあり、苦情をいただくことがあると、そのようなときには再度

自治体で送り直すこともあり、返礼品の５０％以下という決まりを超えてしまい、

今回指導を受けているということ、このように不可抗力の場合には特別に配慮をし

ていただきたいというお願いをしたところでございます。奄美群島に勤務した県、

国、関係機関の奄美出身者８０名余りとＴＩＤＡネシア交流会を行い、奄美群島に

おける様々な課題についての協力依頼をしたところでございました。  

 １２月８日、１１月３０日をもって退任されます６名の民生委員や児童委員の皆

様に感謝状、新たに信任されました５名の皆様に委嘱状の伝達を行いました。社会

情勢の変化により、字機能の弱体化が指摘されている今日、地域では、認知症高齢

者、社会的な孤立、貧困、ひきこもり、虐待など、複雑多岐にわたる課題が山積し

ております。こうした問題解決に地域住民が抱える生活課題を早期に発見し、適切

な支援につなげるために、地域全体で支える仕組みの構築が重要になります。民生

委員や児童委員は常に地域住民の身近におり、見守り、相談活動、援助を行ってい

ただいております。行政とタイアップした取組の最前線で活動していただいており、

誰もが安心して暮らすことのできるまちづくりに共に取り組んでいただいていると

ころでございます。民生委員や児童委員の皆様には深く感謝を申し上げるとともに、

今後のご協力をお願い申し上げたところでございます。  

 最後に、１２月１２日、人権擁護委員として長年ご尽力いただきました園田公子

様には、鹿児島地方法務局長からの感謝状の伝達を行いました。園田氏は、役場在

任中から社会福祉活動に積極的に取り組み、令和２年度から知名町人権擁護委員と

して３期務めてこられておりましたが、ご自身の体調不良から職務を全うしにくい

ということで任期途中の辞任の申出がございましたので、国・県の担当者と協議を

いたしまして、退任と同時にこれまでの活動への表彰をしたところでございます。

これまで本町における人権意識の高揚に多大なる貢献をしていただきましたことに

感謝申し上げるとともに、園田氏の健康、ご多幸をお祈りしたいと思っております。  

 以上で、私の行政報告を終わります。ありがとうございました。  
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○外山利章議長  

 これで、今井町長の行政報告は終わりました。  

 次に、田中教育長の報告を求めます。  

○田中幸太郎教育長  

 閉会中の教育行政について、主なものを抜粋して報告させていただきます。  

 ９月１８日、教育長室において、各学校の校長を対象に、人事評価記録書に基づ

いた前期業績評価に係る中間面談を実施し、各校長から前期の取組状況の説明を受

けた後、具体的な指導助言及び評価を行いました。  

 午後からは、音楽主任等研修会に出席し、来年秋に予定されている知名町町制施

行８０周年記念式典で発表する児童生徒の合唱について各学校に周知しました。  

 ９月２１日、あしびの郷・ちなの開館２５周年を記念し、シマ唄サミットｉｎお

きのえらぶが行われました。当日は、奄美群島の各島々や沖縄本島の唄者による島

唄が披露され、島内外から訪れた大勢の観客は島唄の調べを楽しんでいました。  

 ９月２５日、この日から２日間、教育委員会による学校訪問を行いました。今回

は、主に施設設備の管理状況や改修要望、来年度の予算要望について各学校の意見

を聞きました。今後、優先順位等を総合的に検討し、適切に対応してまいります。  

 ９月２８日、好天の下、町内の小学校で運動会が行われました。どの学校でも子

供たちは各競技に一生懸命取り組み、保護者等から盛んな声援や拍手を受けていま

した。また、中学生の協力や地域連携も図られ、学校と地域との一体感を感じまし

た。  

 １０月８日、午前は委員会室において第２回町文化財保護審議会を開き、まず本

年度上半期の事業報告、昇竜洞入り口の高倉撤去の報告、国営事務所跡地利用に関

するプレゼン報告を行いました。その後、６月及び９月議会で一般質問に出された

沖永良部芭蕉布の件について協議していただき、その中で、沖縄まで行かれて技術

を学んでおられることには敬意を払うが、沖永良部島全体を調査した上で経過を体

系的に整理する必要がある。現段階では保存・継承体制が不十分と言わざるを得な

いなどの意見が大勢を占めました。  

 午後からは、第２回町図書館協議会及び読書活動推進協議会を開き、これまでの

活動報告の後、読書ポスターコンクールの審査を行いました。  

 １０月１４日、沖永良部警察署において、イラブ・ユンヌ被害者支援ネットワー

ク総会が開かれました。このネットワークは、沖永良部及び与論の３町の関係者が

集い、犯罪被害者のニーズに対応した各種支援活動を関係機関や団体と緊密に連携

して行おうとするものであります。当日は、想定事例の討議を行った後、県警本部
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総務課被害者支援室長及びかごしま犯罪被害者支援センター事務局長の講話があり、

被害者支援の在り方について理解を深めることができました。  

 １０月１５日、町総合グラウンドにおいて町小学校陸上記録会が行われました。

参加した町内の小学５・６年生は、１００メートル走などのトラック種目や走り幅

跳びなどのフィールド種目に精いっぱい取り組み、保護者や地域の方々から盛んな

拍手を受けていました。本年度から走り高跳びの記録を取り直したことから、３つ

の新記録が生まれ、充実した大会となりました。  

 １０月２０日、大会議室において第３回知名町史編さん委員会を開催し、事業経

過報告の後、通史編のページ割当ての変更や巻頭、巻末の構成等について協議しま

した。今後とも、計画的に編さん業務を推進してまいりたいと思います。  

 １０月２３日、南さつま市立金峰学園において、県小中一貫教育及びコミュニテ

ィ・スクールフォーラムが開催されました。小中一貫教育やコミュニティ・スクー

ルの実践発表、鹿児島大学教育学部原田義則准教授による「ウェルビーイングを実

現する鹿児島の『地育』」と題した講演などがあり、学校運営協議会を中心とした

学校、家庭、地域の連携の在り方を学ぶ貴重な機会となりました。  

 １０月２６日、あしびの郷・ちなにおいて町ＰＴＡ研究大会が行われました。田

皆 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ の 研 究 発 表 の 後 、 学 校 法 人 武 町 学 園 武 幼 稚 園 豊 永 藤 浩 園 長 に よ る

「一期一会が教えてくれたこと～たくさんの出会いに感謝！～」と題した講演があ

り、共感的な子供理解の重要性を再認識しました。  

 １０月２８日、ウェルビューかごしまにおいて県教育委員会との意見交換会が行

われました。県市町村教育長会がまとめた人事及び指導に関する質問に対し、県教

委から回答が示され、理解を深めることができました。  

 午後からは、県行政庁舎において地区教育長研修会及び総務福利課面接が行われ、

該当者の状況について説明しました。  

 １０月３０日、喜界町自然休養村管理センターにおいて地区教育委員会連絡協議

会研修会が開催されました。ＮＰＯ法人喜界島サンゴ礁科学研究所山崎敦子所長が

「サンゴ礁から地球を学ぶ」と題して講演され、子供たちの探求学習に取り組む姿

が印象に残りました。その後、宇検村と和泊町の事例発表があり、教育委員相互の

資質向上に資する研修会となりました。  

 １１月１日、この日から２日間、町民体育館及びあしびの郷・ちなにおいて生涯

学習フェスティバルが開催されました。町民体育館では、町民が作品展示を楽しん

だ り 、 各 種 相 談 コ ー ナ ー 等 を 利 用 し た り し て い ま し た 。 あ し び の 郷 ・ ち な で は 、

１日目の夜は文化協会による舞台発表、２日目は式典及び公民館講座生による舞台
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発表が行われ、充実したフェスティバルとなりました。  

 １１月４日、委員会室において、町長の施政方針を踏まえ、学校の在り方検討委

員会設置に向けた準備委員会を開きました。この会は、議会代表と町長部局、教育

委員会事務局の３者で組織し、当日は主に検討委員会委員の候補者について協議し

ました。今後、年度内は毎月１回開催し、次年度の学校の在り方検討委員会の設置

に向けて準備を進めてまいりたいと思います。  

 １１月５日、町議会による学校訪問に同行させていただきました。しらゆり保育

園、知名小学校、知名中学校、認定こども園すまいる、下平川小学校の順で訪問し

ましたが、子供たちは園では楽しそうに活動し、学校では落ち着いて学習に臨んで

いました。授業参観後に意見交換の時間を設けた学校もあり、議員の皆様にとって、

子供たちの実態や学校経営について理解を深める貴重な機会となったことと思いま

す。  

 １１月１３日、あしびの郷・ちなにおいて町小・中学校音楽発表会が行われまし

た。各学校の発表前に全体合唱として知名町町歌を歌いましたが、この町歌は各学

校でかなり浸透し、子供たちは明るい声で伸び伸びと歌うことができました。各学

校の発表ではそれぞれ特色が見られ、音楽のよさや楽しさを味わうことができまし

た。特に本年度は島唄を発表した学校もあり、伝統文化のよさを改めて感じるとと

もに、それを後世に伝承しておられる地域の皆様方に深く感謝したいと思います。  

 １１月１７日、県行政庁舎において第２回人事異動連絡会が開催されました。令

和８年度の人事異動の標準や重点等について、総務福利課及び教職員課から詳細な

説明がなされ、理解を深めることができました。今後、人事異動の標準や重点等を

踏まえ、適切な人事業務を推進してまいりたいと思います。  

 １１月２１日、龍郷町りゅうがく館、りゅうゆう館において第４回地区教育長会

議及び第３回地区校長研修会が行われ、令和８年度人事異動の概要について、大島

教育事務所から説明がなされました。今後、適切に人事業務を推進していきたいと

思います。  

 １１月２４日、あしびの郷・ちなにおいて全島ヤッコ踊り大会が開催されました。

本町からは、正名ヤッコ、田皆ヤッコ、瀬利覚ヤッコが躍動感あふれる踊りを披露

し、町内外から訪れた多くの観客から盛んな拍手を受けていました。また、メンバ

ーの中に小・中学生を加えた団体もあり、郷土に伝わる伝統芸能が着実に受け継が

れていることをありがたく感じました。  

 １１月２９日、あしびの郷・ちなにおいて子ども芸能祭ｗｉｔｈ沖永良部音楽発

表会が開催されました。音楽発表会として５名の児童がピアノ演奏をした後、文化
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協会加盟９団体の島唄や琉舞、日舞、エイサー等が披露され、会場からは温かい拍

手が送られていました。平素から熱心に指導してくださる皆様に、改めて感謝申し

上げます。  

 １２月９日、会議室において、えらぶゆりの島留学希望者のオンライン面接を行

いました。今回は東京都に住む１家族が対象で、学校や家庭での状況等について、

本人と保護者から話を聞きました。その後、協議会を開き、留学の決定がなされた

ことから、今後適切に事務を進めてまいります。  

 １２月１１日、宇検村元気の出る館において地区弁論・ショートスピーチ大会が

開催され、本町の代表として、弁論の部に田皆中学校３年村山優依さん、ショート

スピーチの部に同じく田皆中学校２年福留紬花さんが出場しました。２名は緊張の

中でも堂々と自分の考えを発表し、会場から温かい拍手を受けていました。  

 なお、本大会は隔年開催となっており、２年後の令和９年度は本町で開催される

ことが決定しております。  

 １２月１４日、町民体育館においてスポーツ少年団卓球大会が行われました。出

場した子供たちは、仲間や保護者、地域の方々の声援を受け、各コートで精いっぱ

いプレーしていました。団体戦には男子６チーム、女子３チームが出場し、男子は

西目チーム、女子は田皆Ａチームがそれぞれ優勝しました。  

 以上で、教育行政報告を終わらせていただきます。  

○外山利章議長  

 これで、田中教育長の行政報告は終わりました。  

 以上で、行政報告を終わります。  

 

△日程第５  一般質問  

 

○外山利章議長  

 日程第５、一般質問を行います。通告に従って、順次発言を許可します。  

 通告１番、田尻博樹議員の発言を許可します。  

○田尻博樹議員  

 議場の皆さん、そして傍聴席の皆さん、そしてインターネット中継をご覧の皆さ

ん、うがみやぶらー。通告１番、田尻博樹が次の３点について一般質問を行います。  

 大きな１番、子育て支援について。  

 ①国営かんがい排水事業沖永良部地区が終わり、年度内で閉鎖する農業農村整備

事業管理事務所に子育て支援拠点そら・ＳＯＲＡを移転し、屋内遊び場も併せて整
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備ないかお伺いいたします。  

 ②令和６年１２月議会で、手ぶら登園については１年間の調査を行い、令和８年

度より実施するか判断するとの答弁であったが、しらゆり保育園では、おむつでの

実証を行い、保護者からの継続の要望があり、令和７年度中は実施をするとのこと

である。また、令和８年度以降も継続の要望があるが、認定こども園すまいるでの

調査はどうだったのかお伺いいたします。  

 ③おむつと同じく、毎週のお布団の準備が大変という声があり、お昼寝用コット

についても導入を検討できないかお伺いいたします。  

 ④令和８年度から始まるこども誰でも通園制度について、実施に当たり保育士の

負担や在園児への対応に支障が出ないのか、課題についてお伺いいたします。  

 大きな２、農業経営について。  

 近年の大雨や高温、大型台風といった異常気象に備えるために、収入保険及びサ

トウキビ共済への加入推進について。  

 ①収入保険への加入者数は少ないと思われるが、加入推進及び周知はどのように

行っているのかお伺いいたします。  

 ②収入保険への加入要件に青色申告があるが、青色申告の申込みはどのように行

うのかお伺いいたします。  

 ③農家の高齢化が進む中、ＪＡあまみ知名事業本部青色申告会では、現在、ＪＡ

の職員２名で毎年２月頃に農家の決算書、申告書の事前準備を支援されているが、

役場からも支援ができないかお伺いいたします。  

 ④近年サトウキビ共済加入者数が減少しているが、その原因についてお伺いいた

します。  

 大きな３番、畑地帯総合整備事業、知名・屋子母地区について。  

 ①令和１０年度運用に向けて工事が始まりましたが、農繁期中の工事に伴い、ス

ケジュール及び町民への周知はどのように行っているのかお伺いいたします。  

 ②議員と語る会で、町民から、知名・屋子母地区より散水器具等の受益者負担分

については町で負担軽減に向け検討すると聞いたが、その後どのようになったのか

お伺いいたします。  

 以上で終わります。  

○今井力夫町長  

 それでは、田尻博樹議員のご質問に順を追って回答してまいります。  

 １番目の子育て支援につきましてのご質問でございますが、①番、屋内遊び場の

整備につきましては、暑い日や雨の日においても親子が安心して活動できる重要な
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場所であるということは認識をしております。  

 現在、フローラルパークで開設しております子育て支援拠点につきましては、利

用者アンケートや過去の議会において広さが不足しているというご意見をいただき、

課題となっておりました。そのため、今年度末で閉鎖する農業農村整備事業管理事

務所跡に来年度中に移転を行い、子育て広場の面積を拡充することで、保護者と子

供が安心して過ごすことのできる施設になるのではないかと考えております。議員

ご指摘の子育てしやすいまちづくりということについては、しっかりと対応してま

いることができるのではないかと考えております。  

 続きまして、②番目、認定こども園すまいるでは、今年度１学期に実施した保護

者へのアンケートにおいては、手ぶら登園につきまして意見を聴取しました。その

回答内容からは、保護者から手ぶら登園について多くの要望はありませんでした。

限られた財源の中で、より緊急性と重要性の高い事業を優先すべきと考えておりま

すので、すまいるで来年度からの手ぶら登園についての実施は、現在のところ予定

はしておりません。  

 ③保護者の皆様からは、コット導入に関する具体的なご要望は特段寄せられてお

らず、現状の運用にご理解をいただいているものと認識をしております。限られた

財源の中で、より緊急性と重要性の高い事業を優先すべきと考えておりますので、

保護者と保育者双方にとって負担軽減へとつなげることができるよう、導入の有無

につきましては、今後も様々な視点から検討が必要だと考えております。  

 ④番目、こども誰でも通園制度につきましては、現在、来年４月からの開始に向

けて準備を進めております。先行実施している市町村から現場の対応の方法や施設

の運営費等に関する課題なども報告されており、国による説明会などでもその内容

が共有されているところであります。町といたしましては、施設の混乱を少なくし、

スムーズな事業開始につなげられるよう、事前説明や他自治体での事例などの情報

共有を引き続き行っていきたいと考えております。  

 本町における実施形態といたしましては、定員に空きがある場合に受け入れてい

こうという余裕活用型を予定しており、受入れ可能な日時や人数につきましては、

各園が現場の状況や職員体制に応じて柔軟に設定できる仕組みとする予定でござい

ます。これにより、無理のない範囲で受入れが可能となり、保育士の過度な負担や

在園児の保育環境への支障は生じにくいものと考えております。  

 子供の育ちを応援し、生育環境の整備のため、本事業を施設の協力をいただきな

がら実施し、運営の中で出てきた課題については、解決に向けサポートを行ってま

いりたいと考えております。  
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 農業経営につきまして、①番、知名町における収入保険の加入状況につきまして

は、収入保険を所管する農業共済組合南大島支所沖永良部事務所へ問合せを行った

ところ、昨年度末時点で４４戸の加入戸数となっており、毎年若干名ですが、少し

ずつ加入者数は増加傾向にあるということです。  

 加入推進及び周知につきましては、農業共済組合の取組として農業共済新聞及び

鹿児島県農業共済広報誌等で広報を行い、各種会合での制度説明を行い、新規就農

者の把握と推進等を行っております。  

 また、本町の取組といたしましては、認定農業者連絡協議会の総会などにおいて

も、農業共済組合から講師を派遣していただき、制度の説明など加入推進を行って

いるところでございます。  

 続きまして、②番目、青色申告を行うには、管轄する大島税務署へ所得税の青色

申告承認申請書を提出する必要があります。ｅ－Ｔａｘでの電子申請や郵送による

書面申請も可能となっております。申請書の様式につきましては、国税庁のウェブ

サイトからダウンロードをすることができます。また、提出期限につきましては、

青色申告書による申告をしようとする年の３月１５日までに申請をする必要がござ

います。  

 ③番、農林課におきましては、新規就農者及び認定農業者に対し、青色申告に向

けた農業パソコン簿記研修を、大島支庁沖永良部事務所農業普及課のご指導を賜り、

経営改善に向けた指導の一環として、毎年６月から翌年の２月まで定期的に入力会

を開始し、支援を実施しております。  

 ご質問のＪＡあまみ知名事業本部青色申告会への農林課職員の支援につきまして

は、税理士法第５０条において、税理士以外で申告等の相談に応ずることが許可さ

れる者には「地方公共団体の職員」もございますが、その職員は地方税の賦課や徴

収に関する事務を担当する者を指すとされております。農林課の職員が支援を行う

ことは不適当であると考えております。農林課といたしましては、実施している農

業簿記研修において支援を行っていきたいと考えております。  

 ④番目、サトウキビ共済につきましては、議員ご指摘のとおり、平成１０年度の

加入率が９９．６％に対し、令和６年度では５０．４％と大幅に減少しております。

近年、台風等による自然災害やメイチュウ等の被害が少なく、保険の必要性を感じ

ていないことや、大規模農家の収入保険への移行、また、畑かんの普及により安定

した収量が確保できていること、物価高による経費削減などが加入率の低下の背景

にあるものではないかと考えております。  

 ３番目に、①番、畑地帯総合整備事業知名・屋子母地区は、令和５年度に事業採
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択され、昨年測量設計を終えて、現在、支線配水路工事を行っております。農協出

荷場周辺における工事は、町道が来年２月末まで、農道が３月末までを当初予定し

ておりましたが、議員おっしゃるように、農繁期を考慮し、農協と協議を行った結

果、町道知名アギナ線と知名シャ原線の交差する農協出荷場北側十字路付近につい

ては、来年５月から９月に工事を着工する計画に変更しております。  

 周知につきましては、広報ちなへの掲載や農協出荷場及び営農販売課などでの図

面掲示や個別図面配布を行っており、また、農協のＳＮＳを通じて各振興会員への

周知もいたしております。  

 ②番目、散水器具設置が導入費用の高騰などを理由に進まない現状でありますの

で、議員がおっしゃるように、知名・屋子母地区から末端散水器具の導入に係る受

益者負担の軽減に取り組んでまいります。具体的な要件は現在調整中でございます

が、県営事業地区の受益者であることに加え、土地改良事業の分担金や町税の滞納

がない方を対象に、一部末端散水器具の導入経費を町が負担する方向で考えており

ます。  

 以上で、私の回答を終わります。  

○田尻博樹議員  

 大きな１番から順を追って再質問をしたいと思います。  

 まず最初に、子育て拠点のそら・ＳＯＲＡの移転についてなんですけれども、事

前に図面も総務課のほうから頂いて、非常に広いなという印象がありました。面積

についても５９０平米と、倉庫も２つあるということで、非常に広いスペースだな

ということなんですけれども、今、町長の答弁で、来年度運用を目指しているとい

うふうな話だったんですけれども、来年は８０周年が１１月に式典があるというこ

となんですけれども、それに間に合わせるために運用を予定されているのか、そこ

をちょっとお伺いいたします。  

○原田孝二子育て支援課長  

 運 用 の ほ う は 、 １ １ 月 ま で 設 計 を し て 改 修 と い う こ と に な る ん で す け れ ど も 、

４月以降、その設計改修のほうを進めて、極力早くしたいなというところで考えて

いるところです。１１月まではもちろん何とか遅くても合わせることができないか

なというところで、現在、計画の段階ではありますが、考えているところになりま

す。  

○田尻博樹議員  

 今、そら・ＳＯＲＡのほうをいろいろ見てみると、いろいろなイベントをしてい

るということで、私も今回、質問の中で屋内遊び場も併せて整備できないのかなと
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いうふうに言っているんですけれども、実際、今体育館の開放事業というのを行っ

ているそうで、１０月には知名町の町体の体育館を開放して行ったと、ＥＬＯＶＥ

さんの協力で。１１月にも知名中学校の体育館も開放して、ＥＬＯＶＥさんがこの

ときにはキックバイクの体験も行ったということで、また、キックバイクについて

はＪＡあまみ知名事業本部の寄贈があったということをお聞きしています。  

 そこで、知名町の町体のほうを、私、そのときちょっと用事があったので、顔だ

けは見せたんですけれども、１４０名と非常に多い方が参加されたということで、

１１月の知名中学校の体育館も、非常に天気もよくて外で遊べる環境もあったんで

すけれども、やはりそれでも屋内で遊ぶ方が多いということで、整備も確かに必要

かなと思うんですけれども、実際に利用する人があまりにも結構多いなということ

で、町長の今先ほど行政報告でもあったんですけれども、やっぱりそら・ＳＯＲＡ

を利用されている方が非常に多いということなので、この屋内遊び場については整

備して以降をちょっと考えていただければなと。  

 また、広場を広くするということで、今、５月にはそら・ＳＯＲＡのミニ運動会、

町長もそれは様子を見学したということを聞いております。また１２月にはそら・

ＳＯＲＡまつりということでありますので、そういった、そら・ＳＯＲＡが今やっ

ているイベントをできるような形で整備していただければなと、その以降にまた考

えていただければなというふうに思いますので、また、ちょっと聞いたら、企画振

興課でふるさと納税を使って遊具も新しく新調するというような話も聞いています

ので、まず、ぜひ皆さんに愛されるような整備をしていただければなというふうに

思います。  

 あと１点、ちょっと聞きたいんですけれども、今、フローラルパークにそら・Ｓ

ＯＲＡはあるんですけれども、そのときに一時預かりというのを加算で始めたんで

すけれども、私、今度このほうに移転したら、子育て援助活動支援事業、通称ファ

ミリー・サポート・センター事業というのがあると思うんですよ。今、町の第３期

子ども・子育て支援事業計画の中に、地域子ども・子育て支援事業という１３事業

があると思うんですよね。今、町がそれで時間外保育事業であったり放課後児童健

全育成事業、放課後児童クラブであったりとか、地域子育て支援拠点事業、一時預

かり事業と様々な事業に取り組んでいるんですけれども、その中でまだ幾つか取り

組んでいない事業の中にファミリー・サポート・センターという事業があると思う

んですけれども、この事業をどうにか導入できるような検討はできないでしょうか、

課長のお考えをお聞きしたいと思います。  

○原田孝二子育て支援課長  



― 22 ― 

 ファミリー・サポート・センターの、通称ファミサポと言われているんですけれ

ども、本事業については、過去の導入のときに、今やっている子育て支援拠点事業

を始めるか、ファミリー・サポート・センター事業を始めるかというところで検討

したときに、今やっている田尻議員もおっしゃった一時預かりの利用のほうがメイ

ンになるんじゃないかと。ファミリー・サポート・センター事業のほうでも預かり

のことはできるんですけれども、そら・ＳＯＲＡでしているものは保育士さんとか

子育て支援員さんとかそういった方が一時預かりで預けることができるというとこ

ろがありまして、その導入時期は今している児童拠点、そら・ＳＯＲＡのほうを活

用することになりました。  

 今後につきましては、跡地のほうに移転を予定しておりまして、ファミリー・サ

ポート・センターの開始についても、現在、実施のところをやれればもちろんやり

たいところなんですけれども、一番の課題としては、大体多くのところではもちろ

ん委託をして団体が受けるところがあってされるんですけれども、その受け先のと

ころが課題であるのかなと考えております。これをまた実施すると、現在、フロー

ラルパークのほうではそら・ＳＯＲＡが月曜日から金曜日まで預かりができるんで

すけれども、ファミサポが始まると土日の預かりもまた可能になってくるという可

能性もありますので、受けていただける事業者さん、そして事業料とかそういった

のも検討しながら、また調整をしていきたいなと思っております。  

○田尻博樹議員  

 課題は確かにあると思うんですよ。何をやっても新しいことをしようと思ったら

課題というのは必ずあるんですけれども、このファミリー・サポートというのがど

ういうものなのかといったら、今、子育て、そら・ＳＯＲＡが行っている一時預か

りも月曜日から金曜日までしかできないということで、土曜日、日曜日、祝日とい

うのは、これ全国の自治体でもこのファミリー・サポート・センター事業というの

が普及しているのは、やはり土日であったりとか、あと送迎であったりとか、保護

者のそういう支援というのをやはりより充実していくための事業、そして、またこ

れを受ける人、もちろん課長がおっしゃるように、課題はあると思うんです。児童

の預かりを援助する、受けたい人と行う人のマッチングだと思うんですけれども、

なぜ私はここでファミリー・サポート・センターをと思って言ったかなんですけれ

ども、スペースが広いわけですよね、今度の移転先というのは。やはり場所という

のを提供できると思うんですよ。例えば土曜日、日曜日の預かりの場所をこの場所

で預かりができるんじゃないかなと思って、本町でも実施してもいいんじゃないか

なと思って今回提案していただいたんですけれども、結局この計画の中にもサポー
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トセンター事業というのがありますので、１３事業の中にも。ここをただあるだけ

じゃなくて、やっぱりどうやって実施していくかというのを今後検討課題として要

望して、もう終わります。  

 次に、②のほうにいきたいと思います。  

 手ぶら登園についてなんですけれども、なかなか思ったとおりの町長の答弁だっ

たのかなというふうに思って、私も。  

 この手ぶら登園については、私もこの１年ずっとしらゆりさんが実証を行ってい

た様子を見ながらやっていたんですけれども、すまいるさんのほうでは園児数も多

いということで、いろんな保護者に対応していかないといけないということで、な

かなか難しいということだったんですけれども、私もこの手ぶら登園については、

しらゆり保育園とすまいると両園へ足を運んで、それぞれの園長さんにも話を聞い

て、現状どうなんでしょうかということを聞いたんですけれども、今、町長がおっ

しゃるように、もうすまいるのほうでは、なかなか話を聞いても前向きな意見とい

うか、保護者からのそういうのがあまりなかったというのが実際だったんですけれ

ども、逆に、しらゆりさんは逆なんですよね。もうほとんどの方々が手ぶら登園を

やってもらいたいということで、ちょっとしらゆりさんの今の現状を聞いてみたと

ころ、大体おむつ１か月当たり４，６００円から４，７００円、大体６枚から７枚

ぐらいと。月に大体５万円ぐらいですので、年間６０万円ぐらいになる見込みだな

と。今、おむつについては全部しらゆりさんのほうで負担しているということです

ので、保護者がもうゼロでやっているということで、これも大きいのかなと思って

います、実際は。経済的な負担というのを軽減できるということで、非常にこれも

あっての多分７年度中はずっとやって、８年度以降も要望があるのかなというふう

になっていて、次の③にもなるんですけれども、コットもやっているんですよね、

実際しらゆりさんでは。  

 そこで、ちょっと提案なんですけれども、恐らく私もこれ調べてみると、やっぱ

り園児数が多いとどうしても保護者の意見というのが賛否両論あって難しいですの

で、私、これ事業化してほしいなと思っているんですよ。事業としてやれば、やる

園、やらない園それぞれあると思うんですよ、取り組む園、取り組まない園と。こ

れ実際はきらきらさんからも、やはりしらゆりでやっているのであれば、きらきら

でも実際やってほしいという要望もいただいていますので、そうしていただければ

園と保護者とで話合いを行って実施するかどうかやっていければなと。  

 １つ課題としてあったのが、両園で出たのが在庫管理。おむつの在庫管理と、あ

と配送について、すごい両園から、もしやるにしてもこれをどうするんだというこ
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とで、私も考えたところ、この前、先日、商工会のほうに足を運んで、商工会の方

にちょっとこれについて相談してきました。そしたら商工会も、もし手ぶら登園を

行うのであれば、在庫についても管理も商工会でやりますとは言いませんけれども、

前向きに検討しますと。配送についても商工業の皆さんと協議をして前向きに検討

したいと、やるということは即答はできませんでしたけれども、子育てのためであ

れば商工業の皆さんも前向きに検討したいということですので、ぜひ事業化して一

度やってみてもらいたいなと思うんですよ。  

 町長の答弁でありましたように、やはり財源というところの話なんですけれども、

無償であれば確かに、しらゆりさんがやれば６０万円ぐらいの費用になりますけれ

ども、そこにもし６０万円出せないのであれば、１，０００円ぐらいでも保護者負

担でもあってもいいのかなと私は思うんですよ。いかがでしょうか、課長。このあ

たり、もう一回検討して、もう一回調査をしてやっていただいてもいいのかなと。

商工業の皆さんにもこのあたり、私も話ししたら、やるんだったら前向きにしたい

ということですので、事業化について前向きな答弁をいただきたいと思うんですけ

れども、お考えをまず課長から。  

○原田孝二子育て支援課長  

 事業化のお話でしたけれども、先ほど来あります手ぶら登園、仮に一回試算をし

てみました。すると、全町内の児童をゼロから１歳まで満額にすると１４０万円ぐ

らいの予算が必要になってくるというところです。  

 もちろん手ぶら登園のところでという話になりますけれども、先ほど田尻議員が

おっしゃった提案のところの負担ですね。半額ぐらいにすればまたそれが７０万円

ぐらいになるというところで、事業負担、町の財源負担というところはそういった

金額にはなるかと思います。子育てしやすいまちとして、もちろんそういったとこ

ろの検討も、手ぶら登園になることによって子育てしやすいまちになるなという話

ももちろん理解のほうはできます。  

 ただ、手ぶら登園、コットの導入ももちろんなんですが、町としましても、過去

これまでも、この近年、旅費助成も船の旅費助成だったのを飛行機に変えるとか、

放課後児童クラブの助成も昨年度から始めましたというところで、子育ての応援き

っぷのほうも増額したりとか、子育てしやすいまちづくりということで、保育園の

ものだけではなく、全体的というところで拡充のところもしているところでして、

そこのところで、先ほどの町長の答弁がありましたとおり、来年度は先ほどあった

そら・ＳＯＲＡの移転改修もございまして、優先順位、重要度等を検討した結果、

今回導入のほうを見送ったところであります。  
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○田尻博樹議員  

 もちろん財源というのは、もう私も重々承知しているんですけれども、例えば手

ぶら登園というのを経済的支援というふうに考えれば、手ぶら登園なんてする必要

ないんですよ。おむつの給付でいいんですよね。手ぶら登園という言葉がなぜこう

やってあるのかというのを考えていただきたい。今課長がおっしゃっている支援と

いうのはほとんど経済的支援だと思うんですよ。手ぶら登園というのは、私は子育

てをする中で、やはり経済的支援ともう一つが労力の軽減をどうやって図っていく

かだと思う。手ぶら登園というのはそこのほうに重点を置いているのかなと思って

いるんですよ。  

 これ、１人だと子供が、そんなに必要性は感じない方々って多いかもしれません

けれども、２人、３人となったときに、コットもそうですけれども、毎日１人分の

準備だったらいいんですけれども、これが複数人となったときのことを考えて手ぶ

ら登園というのがあると思うんですよ。ここのやはり労力をどう軽減していくか。

もちろん経済的支援というふうに考えればそうなのかもしれませんけれども、言っ

ていることはそうなんですけれども、どうやって今後この労力を考えていくか。  

 今、出生数も今年度は３０名ぐらいと聞いていますけれども、この子育て計画で

は三十四、五人をずっと計画していますけれども、実際はそうはいっていないわけ

ですよ。今３０人という出生数の中で、例えば仮にこれを事業化したとしても、事

業費ってそんなに上がってこないわけですよ、出生数が上がらない限りは。そうい

う観点からでもやってもいいのかなと私は思っています。逆に、出生数が上がれば

事業費が上がるかもしれませんけれども、これはいいことじゃないですか、子供の

数が増えるわけですから。そういうふうなところでも、これ、ぜひ一度やってみて、

商工会の皆さんとも話をしていろいろやっていけば、町の活性化にもつながってい

くんじゃないかなと。その事業費は商工業のところにも落ちますので、そこで商店

街と子育てとの活性化につなげていけるんじゃないかなというふうに思いますので、

時間がないんで、どうなのかなと思うんですけれども、町長、どうでしょうかね、

この手ぶら登園。  

○今井力夫町長  

 子育て支援というのは、次の世代をつくっていくために非常に重要な施策の一つ

だと認識をしております。  

 人を増やすためには、ほかから人を取ってこいとよく言う人がおりますけれども、

私は、以前何度も話をしているように、今いる人たちが外に出ない政策をどう取っ

ていくのか、今いる人たちが２子、３子、４子をどうつくっていきやすいようにし
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ていくかというのが大切だと思っております。人の奪い合いをすると隣の町とかほ

かのところの恨みっこ同士になりますので、そうじゃなくて、今いる人たちが２人

目、３人目、４人目を産める体制づくりをつくっていく必要がある。  

 そういう意味では、おっしゃるように、子供の数が増えると、保育園に持ってい

く荷物が増えるので非常に大変ですよということも重々理解しております。そうい

う意味で、例えば今、子育て支援金条例をつくってあります。出産時に５万円の商

品券を差し上げるようにしてありますね。私どもの役場のスタッフで子育て中の皆

さんに一回聞いたことがあるんです。この出生時の５万円を、これを手ぶら登園と

いうような感じでおむつ代に変えて、どっちがいいですかと。いや、やっぱり５万

円の商品券のほうがいいと、おむつ代じゃなくてそっちのほうがいいという意見も

実際に役場職員の中からも聞いたことがあります。  

 それと、子供たちをよりたくさん産んで育てていきたいなといったときに、例え

ば３子以上の出産があったときに、そこをどうサポートしていくかというのもこの

後考えていかなきゃいけないのかなと思っておりますので、そういう３子以上の子

供を産んだ皆さんへのいわゆる子育て支援金の増額というのも必要になってくるか

なというのが１点と、それからもう一つ、小学校入学にも５万円の商品券、中学校

入学でも５万円、高校入学でも５万円しているんですけれども、この小学校入学は

１ 年 生 か ら ６ 年 ま で あ る ん で す ね 。 そ う す る と 、 調 べ て み る と ほ と ん ど の 家 庭 が

４年生になるときに体操服とか制服の買換えをしているということが分かりました。

そうしていったときに、今まで中学校とか高校は３年、３年でいくんですけれども、

小学校が６年なので、小学校４年生に対する支援というのも考えていく必要がある

のかなというようなことも考えていったときに、よく我々は財源のことでスクラッ

プ・アンド・ビルドというのを考えなきゃいけない。これこれをするためにこの部

分を、じゃ、ちょっと縮小しましょうか、だから、おむつの支給というのをしてい

ったときに、じゃ、おむつの支給をしますよ、その代わり出産祝い金の５万円をそ

っちに回すという、これがスクラップ・アンド・ビルドにもなってくるだろうし、

もう一つは、さっき言ったように多子世帯をどうサポートしていくかということに

なると、３人以上の出生があったときにどうサポートしていくのか。議員がおっし

ゃるように、全て経済的支援という意味で私は策を打っているつもりでございます

ので、ですから、今のご提案いただいたものについては、商工会の話も聞いてほし

いということでございますので、その話は当然受け止めて商工会の話も聞いてみた

いと思うし、改めて出産時の５万円をおむつ代に変えるほうがいいのかというのも、

我々としてはよくリサーチしていく必要があるのかなと。  
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 多子世帯について今後どう手を打っていくかということと、小学校４年生の物の

入替えのとき、そこのサポートをどうしていくかという新しい政策もまた考えてい

かなきゃいけないなと思っておりますので、いろいろなものを総合的に判断してい

きたいと思っておりますので、ご理解いただければと思います。  

○田尻博樹議員  

 分かりました。  

 やはりよく言われるのが、子供が多いと大変だよねと、どこが大変かを考えてい

ただきたいということで、これは分かりやすく言えばそういう意味ですので、ぜひ

手ぶら登園、もう一度考えていただければなというふうに思います。  

 もうコットについても、コットについては、もう１回出せば毎年買う必要はない

ん で す よ 。 ち ょ っ と し ら ゆ り の ほ う で 調 べ た ん で す け れ ど も 、 大 体 １ つ の 値 段 が

１万３，０００円ですので、１回買っていただければ毎年買う必要はないですので、

あとは、コットカバーというところについてはもう保護者で負担してもらうかもし

れませんけれども、そうしていただければ毎週お布団を担いでいく必要もない、バ

ッグに入るそうですので、コットがあれば。ですので、これもぜひ検討して、隣町

で取り組んでいるところもありますし、しらゆりさんもやっていますので、そこも

視察しながら検討していただければというふうに思います。  

 もう次、④のこども誰でも通園制度についていきたいんですけれども、これに似

た事業がありますね、今、一時預かりということで。この一時預かりとこども誰で

も通園制度の少し違いと、今、町が独自にやっている子育て応援きっぷというのが

あると思うんですよ。私、これを見ると一時預かりについても１時間３００円、こ

ども誰でも通園制度についても料金が３００円ということで、そこに合わせて料金

設定しているのか、実際こども誰でも通園制度が始まったら、この応援きっぷも使

えるのか、そこまで併せてお伺いいたします。  

○原田孝二子育て支援課長  

 一時預かりと誰でも通園制度の違いですけれども、一時預かりというのは、今、

フローラルパークの拠点のほうでメインとしてやっていますけれども、そちらのほ

うであるのは、保護者のほうが必要性に応じて、保護者が何か用件とか用事がある

ときにちょっと預かっていただくということになっております。  

 こども誰でも通園制度の目的としましては、子供のほうが、一時預かりも誰でも

通園制度も保育園に通っていないお子様を対象とするものですけれども、保育園に

通っていない子が誰でも通園制度を利用して保育園、こども園に行くことで、家庭

の中では得ることができない経験とか社会性、そういったのを身につけるというよ
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うな目的となっております。  

 あとは３００円のお話ですけれども、３００円は応援きっぷということで独自で

事業をしておりますけれども、誰でも通園制度も大体３００円となっていますけれ

ども、これはたまたま国のほうで示したところが、利用料が大体３００円というこ

とであります。  

 最後でしたが、応援きっぷがこちらで使えるかどうかというところですけれども、

誰でも通園制度のほうが最近できた事業ですので、応援きっぷは一時預かりという

ことを対象としておりますので、そこについてはまた今後検討をしながら調整して

いきたいと思っております。  

○田尻博樹議員  

 あと１点だけお聞きしたいんですけれども、この活用型は余裕活用型ということ

で、これ２つ、一般型と余裕活用型というのがあると思うんですけれども、この余

裕活用型について、町長の答弁でも空きがあればということなんですけれども、よ

く私も以前待機児童の話をしたときに、年度末になってくるにつれてやはり空きが

少 な い と い う 話 を よ く 聞 く ん で す け れ ど も 、 ち な み に 今 保 育 児 、 零 歳 児 で あ れ ば

３名で保育士１人と、１歳・２歳児であれば６名で保育士１人というのが今の規定

だと思うんですけれども、実際、今現在、空きというのがどのくらいあるのかお伺

いいたします。  

○原田孝二子育て支援課長  

 朝の時点で確認したところ、零歳児の空きは、すまいるのほうで１件ぐらいだっ

たかと思います。ほかは、現在の配置ではゼロだったかと思います。  

○田尻博樹議員  

 実際には余裕活用型がほとんどの市町村でも、自治体のほうでも使われているん

ですけれども、なかなか空きがないという状況なので、やはりこのあたりも課題の

一つなのかなというふうに思いますので、スケジュールとしても、今から来年です

かね、希望施設の申請が始まって、３月には利用者受付が始まるということですの

で、ぜひこれ全ての子供というところがいい点でもあり、結構行政側からすればや

はり課題が多いかなと。障害児童の受入れもやはり整備しなければいけないのかな

というふうに思いますので、そのあたりもぜひ今後整備して、皆さんが、全ての子

供が利用できるような整備を要請して、大きな１番は終わりたいと思います。  

 次に、大きな２番、農業経営についてなんですけれども、町長の答弁でもありま

したけれども、推進については、今後も引き続き県の農業共済組合南大島支所沖永

良部事務所の方と進めて推進していただきたいんですけれども、収入保険というの
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は、よく課題が２つあると言われています。１つが保険料の高さ、もう一つが②③

で質問していますけれども、青色申告と、そのほかにも日誌というところもあるん

ですけれども、その中で保険料について、この共済組合のほうから支払い実績につ

い て ち ょ っ と 資 料 を 頂 い て き た ん で す け れ ど も 、 こ の 収 入 保 険 に つ い て は 平 成

３１年１月から始まって、今、令和元年から令和６年の６年間の実績が出ていまし

て、町長のほうでもありましたように、現在、令和６年で４４の戸数の方が入って

いる。令和元年で１７、令和２年で２２と、本当徐々に徐々に増えてきているんで

すけれども、支払い金額についてもこの６年間で総支払い実績は１億１，９５８万

１ ， ０ ３ ７ 円 と 非 常 に 大 き な 金 額 に な っ て い ま す 。 こ れ 平 均 す る と １ ， ９ ９ ３ 万

１７２円と、１年間で２，０００万円弱のお金がやはり収入保険で本町に下りてい

るということで、これ１戸当たりですると１６０万円ぐらいになっているんですよ。  

 そこで、例えば基準収入が１，０００万円の場合の保険料をちょっと調べたら、

収入保険というのは積立てと保険方式と２つの通りがあるんですけれども、積立方

式でいけば保険料、これは掛け捨てになるんですけれども１０万８，０００円と、

積立てが２２万５，０００円と、あと事務費も加えると、一回最初の初年度という

のは３５万５，０００円あるんですけれども、なかなか今さっき言ったように、金

額的にもちょっと高いのかなということで、保険料ぐらいは町で助成できないかな

と思うんですよ。  

 保険料を推進していくためにも、保険料については、上限も必要かもしれません

けれども、助成できないかなと思うんですけれども、これはなぜかといったら、先

ほど実績を言ったんですけれども、１戸当たり１６０万円のお金が下りています、

保険料で。仮に例えば町が１０万円助成したとしても、１６０万円の保険料が下り

れば１０万円ぐらいは多分落とすと思うんですよ、町に。結局、費用対効果からし

ても、非常に町としてもいいんじゃないかなと。収入保険の推進というのはやはり

青色申告の推進にもつながってきますので、町としてもこれはいいことじゃないか

なと。  

 よく農業のデメリットの一つとしてやっぱり収入の不安定というのがあるんです

けれども、そういったところも解消できますし、聞いたところ、昨年の１１月にも

大変災害があったんですけれども、町として災害での補塡というのはないというこ

とですので、こういうところで収入の部分、この保険料のところで助成していただ

ければ、すごい幅広く振興に寄与するんじゃないかなというふうに思うんですけれ

ども、これをちょっと調査して、もう少し。これだけの保険料が町に下りてくれば、

商店街であったり町の活性化にも幾分つながってきているのかなと思うんですけれ
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ども、このあたりいかがでしょうか。課長、この保険料についての助成、考えても

いいのかなと思うんですけれども、課長の考えをお伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 農業収入保険につきましては、議員がおっしゃられるように、農業が主産業であ

ります本町において、農業収入をいかに安定させていくか、農業所得をいかに確保

していくかという中で、この農業収入保険は農業収入の安定を図る上では、もうぜ

ひ農業者の皆様には加入をしていただきたいなという保険でございます。  

 この保険につきましては、収入を安定させるということで、なぜ逆に入らないの

かなというふうに疑問に思うぐらいの中身になっておりまして、先ほどおっしゃら

れ た よ う に 、 保 険 金 の 支 払 い と い う と こ ろ も 、 過 去 ５ 年 か ６ 年 間 で １ 億

２，０００万円近くの保険料が農家のほうに収入安定の保険として支払われている

ということになります。  

 これについて、農家の収入安定を図るという観点でありましたら、確かに推進を

図る上でも町が保険金を担保するということは検討していくべきかと思いますが、

一方で、その保険というところは、経営者として加入をまずは選択して持つべきで

あって、個人の保険になります。この保険金、初年度積立方式を選択した場合は、

積立方式とそれから保険金ということで３３万円ほどの費用が初年度かかりますが、

１，０００万円を収入とした場合にそれだけの保険金ということになりますが、そ

のうちの保険料の５０％についても国庫、それから、保険掛け捨てタイプと保険と

積立方式の併用タイプがありますけれども、積立てのほうには７５％の国庫補助が

ある中で、個人の保険に対してここまで国が補塡をしている中で、町がそこに補塡

をしていくかというところには少し慎重な議論が必要なのかなというふうには思う

ところです。  

○田尻博樹議員  

 課長のおっしゃるとおりなところもありますけれども、ただ、ちょっと質問を飛

ばしますけれども、畑かんの今回町が負担するのも、結局この畑かんも国・県が助

成している、さらに受益者負担分を負担するわけですから、結局ちょっとそのあた

りは似ているのかなと、推進については。私は、これ推進を図っていくために必要

な措置だと思いますし、また、保険料の助成についても、結局課長がおっしゃられ

るんですけれども、やめる理由がほとんどないんですよね。  

 私は毎年助成しろと言っているわけじゃなくて、加入促進での助成、１年目ので

すね。なので、保険料をもらっている方々は、それから先もずっと保険に入り続け

ると思うんですよ。何人かから聞いても、やはり何年か、何回かもらった経験のあ
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る人も中にはいるわけですよ。そうなったときに、結局町にもやっぱり保険料を落

としてくれると思うんですよ。例えば認定農業者というふうに縛りをつけていただ

ければ、認定農業者というのは農業がなりわいですので、それを生活の基盤として

いますので、そういう人たちが経営が安定すれば、やっぱり地域経済も本町の経済

も安定するのではないかと。それが１，０００万円の方々に対して１０万円だった

ら私はいいのじゃないかなと。もちろん個人かもしれませんけれども、もっと広く

考えて、地域経済と考えれば、町全体と考えれば、私は決して駄目ではないんじゃ

ないかなというふうに思いますので、そこはぜひ検討していただければというふう

に思います。  

 次、②にいきたいと思うんですけれども、収入保険の申込みなんですけれども、

町長の答弁を聞いてちょっと違和感を感じたのが、これを農家の皆さん、例えば年

配の方に言ったところで、ｅ－Ｔａｘであったりとか大島事務所に申込みの申請を

出さないといけないというところを、これを言われても多分申込みなんかできない

と思うんですよ。やはりこのあたり、窓口をちゃんとつくってやっていかないと、

５０代、６０代の年配の方々がｅ－Ｔａｘとかで申込みなんて恐らくできないと思

いますので、このあたりはぜひもう少し申込みしやすい環境というのも、もう来年

の３月１５日までに申込みをすれば８年度の青色申告ができますので、そのあたり

も強化していただいてやっていただきたいと思います。  

 税務課長に１つお聞きしたいんですけれども、先ほどあったんですけれども、農

林課ではできないということで、税務課のほうでは今度１８日にそういう住民説明

会について行うということで、実際その中身についてちょっと教えていただけたら

と思います。  

○井上修吉税務課長  

 青色申告の件等もありますけれども、税務課のほうでは２月から３月にかけて住

民税の申告と確定申告等について字回り等をしております。  

 その中で、今回１８日にやろうとしたことについてですけれども、大島税務署の

ほうから提案がありまして、現在、もうスマホとかパソコンとかで申告される方も

たくさん出ておりますので、再度住民に対して記帳の仕方について勉強を新たに周

知したいという申出がありまして、今回、あしびの郷で住民説明会を行うこととい

たしました。  

 その経緯もありますけれども、実際に字回りをしていますと、農業のある方で収

支内訳書についてきれいに収入の経費をまとめてこられる方もいますし、その収入

の 経 費 を ま と め ら れ て 、 こ れ だ け あ り ま し た と 持 っ て こ ら れ る 方 も お り ま し て 、
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１人に申告受付をする時間がかなりばらつきがありまして、その点で農協の青色申

告会のほうも作業に結構時間を要しているところだと思いますので、税務課のほう

としては、その収入内訳書の経費の取りまとめ方について今後改善していきたいと

いうことから、今回、あしびの郷で説明会を行うことといたしました。  

 以上です。  

○田尻博樹議員  

 申告となると年１回しか行いませんので、なかなか農家によっては準備していな

い方もいろいろいたり、難しいところもよくあるんですけれども、青色申告も簡易

簿記と複式と２つありまして、簡易簿記でも収入保険は入れるということですので、

そのあたりもしっかり周知していきながら、ぜひ青色申告に移行していただけるよ

うに、ちょっと調べたらなんですけれども、全体で青色申告は２５０名ですかね。

農 業 者 が う ち １ ４ ５ 名 と 、 白 色 に つ い て は ７ ９ ０ 名 余 り で 、 う ち 農 家 の 方 が

３００名ほどということで、圧倒的に白色の方々が多いですので、やはり青色に移

行していただいて、なおかつ農業収入保険にも入っていただければなというふうに

思います。  

 また、青色申告者かつ認定農業者であれば、農業者年金についても国庫補助が最

大半額もありますので、そのあたりも農業委員会のほうで周知していただいて、青

色申告をぜひ推進していただければというふうに思います。  

 次にいきたいと思います。  

 サトウキビの共済についてなんですけれども、私もなかなかこれについては難し

い と こ ろ が あ る 中 で 、 １ ２ 月 ２ 日 の 新 聞 に は 、 ７ 年 連 続 サ ト ウ キ ビ 交 付 金 単 価 が

１万６，８６０円と上がらない状態がずっと続いていると。２０１１年からしても、

２０１１年産では交付金も１万６，０００円と、それからしても８６０円しか上が

っていないということで、いろんな要因があって推進が難しいのかなということで、

もうこれは知名町だけではなくて、永良部であったり南三島についてもサトウキビ

共済の加入者数というのはどんどん減少傾向にありますので、これについてはなか

なか町でどうにかしろというわけにはいきませんと、なかなかそういうわけにはい

かないと思うので、やはり奄美全体でこの加入推進については検討していただけれ

ばというふうに思います。  

 以上で、大きな２を終わります。  

 大きな３にいきたいと思うんですけれども、知名・屋子母地区の畑かんの整備に

ついてですけれども、スケジュールを変更せえと言われてもなかなか難しい中で、

今回、農繁期中になったということで、結構何人かからは言われたんですけれども、
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やはり理解は、長年知名・屋子母地区には水が来なかったということで、非常に不

便も来しているかもしれませんけれども、今回出るということで、整備されるとい

うことで喜んでいる方が非常に多いと思います。  

 そういう中で、一部通行止めというふうな話も聞いています。ぜひ迂回路も造っ

ていただいて、通行に支障を来すところもあるかもしれませんけれども、気の遣う

通行になるとは思うんですけれども、安全第一の運行で要請しておきたいと思いま

す。  

 １点だけ建設課長にお聞きしたいんですけれども、この道路、よく農家から聞か

れるのが幅員が狭いということで、これ過去に拡張工事とかそういう話はなかった

んでしょうか。最近結構大型トラックもよく通る中で、必要かなと、拡張も。これ

についての要望は、過去にあの辺り、拡張工事の要望はなかったのかお伺いします。  

○英  敬一建設課長  

 今ご質問の知名シャ原線だと思いますが、私の知る限り、これまでその路線の拡

幅の要望が上がったということはありません。  

 なお、その路線につきましては、幅員につきましてもおおむね５メートル以上あ

るということで、そこまで狭いという認識はしておりません。  

 以上です。  

○田尻博樹議員  

 確かに、そう幅員の狭いと思っていないというふうにおっしゃいますけれども、

恐らくほとんどの方はあそこを狭いと思っていると思うんですよ。特に県道から出

荷場までの間、あの辺りはよくトレーラーも通ったり、いろんな車両が通ります、

大型車両も含めて工事車両も。その中で、あの区間だけでもやはり何とかできない

のかなと。恐らくほとんどの方はあの区間だけでも何とかならないかなと思ってい

る人が多いですので、ぜひ検討していただけたらというふうに思います。  

 最後に、②についてなんですけれども、もう受益者負担については町のほうであ

る程度負担していただくということなんですけれども、それでお願いしていただき

たいんですけれども、最後にちょっと要望になるんですけれども、これはもう質問

というよりかは、やはり１つこの土地改良というところの問題があると思うんです

よ。散水器具も今回推進していくのももちろんいいと思うんですけれども、今問題

になっているこの土地改良区の賦課金の話についてもやはり早めに何とかしていか

ないといけないのかなと思いますので、このあたり、私が何とかするということは

できませんけれども、ぜひ賦課金の話も含めて推進していただけたらと、話を進め

ていただけたらというふうに思って、私の質問を終わります。  
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○外山利章議長  

 これで、田尻博樹議員の一般質問を終わります。  

 しばらく休憩します。  

 次の会議は午後１時から再開します。  

休  憩  午前１１時５３分  

─────────────── 

再  開  午後  １時００分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

 通告２番、西  文男議員の発言を許可します。  

○西  文男議員  

 議場の皆様、改めまして、うがみやぶらー、元気ですか。  

 令和７年１２月議会、今年の最後の議会となりました。我が町の基幹産業である

農業の発展なくして知名町の発展なしというふうな形をもって町民からのたくさん

の要望・要請がありましたので、ここで一般質問をさせていただきます。  

 大きく３つの質問をさせていただきます。  

 まず、１番目についてです。  

 農業振興について。  

 町の主要作物であるサトウキビの苗の確保について、高齢化等に伴いサトウキビ

苗の購入を希望する農家が増加していると思うが、現在、苗の供給はどのような形

態で行われているか伺う。  

 ②沖永良部農業開発組合のサトウキビ二芽苗の購入を多くの農家が希望している

ので、販売の再開ができないか伺う。  

 ③沖永良部農業開発組合が運営をしている大山圃場の総面積は何ヘクタールか、

うち、サトウキビ苗として現在利用できる可能性のある面積は幾らか伺う。  

 ④沖永良部農業開発組合の経営は大きく４部門、集中脱葉、受委託事業、種苗供

給、堆肥センター等で行われているが、過去５年間の各部門の業績はどのように推

移をしているか伺う。  

 大きな２番、防風林の管理について、①町内には何か所かに防風林の植栽地域が

あるが、また管理体制はどのようになっているか伺う。  

 ②正名地区の農道第２知名西部２－８号線沿いに防風林として植栽された高木の

モクマオウ近くの圃場で、サトウキビ等の農産物の生育が悪い場所があるが、その

原因を究明し、どのような対策を講じているか伺う。  
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 大きな３番、デマンドバス運行実証実験について。  

 令和７年、今年１０月１５日から沖永良部全地域でデマンドバスの実証実験が行

われているが、現在までの町民の意見等はどうなっているか伺う。  

 以上、壇上からの質問を終わります。  

○今井力夫町長  

 それでは、本日午後の部もよろしくお願いします。  

 西  文男議員のご質問に対して順を追って回答させていただきます。  

 農業振興について①番、さきの６月議会でも答弁しましたが、現在、島内におい

て、サトウキビ苗を販売している業者は「東内会」として組織され、沖永良部さと

うきび対策本部に事務局を置き、調苗や植付けを行う受託農家が組合員となってお

ります。  

 本年１１月現在、東内会として開発組合を含めた２２の団体及び個人が登録をさ

れております。東内会として大半がハーベスタ調苗やビレットプランタの植付けと

なっております。町内の組合員といたしましては、開発組合を含む１１の受託農家

が登録をしております。  

 ②番、開発組合の二芽苗供給は人員不足や採算性の観点から、令和７年春植えか

ら二芽苗供給を終了し、ハーベスタ採苗やビレットプランタ植付けのみでの受託と

なっております。二芽苗への要望があることは開発組合としても重々承知しており

ますが、人員不足や採算性、作業効率を勘案しますと、二芽苗の販売は大変難しい

状況にあり、今後はハーベスタ採苗やビレットプランタでの植付けを推進していく

状況にあります。  

 ３番目に、開発組合が苗圃場として管理しております大山圃場の総面積は１２ヘ

クタールでございます。令和７年夏植え実績として採苗圃場として３．１５ヘクタ

ール、供給面積としては９．７ヘクタール、令和８年春植え用としては採苗圃場が

３ヘクタールで、春植え供給面積としては１５ヘクタールを見込んでおります。  

 ④番、開発組合の４部門の過去の５年間の業績を説明いたしますと、集中脱葉事

業は開発組合の中核となる事業であり、サトウキビ生産量は年度により変動はしま

すが、令和６年度はサトウキビ生産量が両町で１０万６，０００トンと増加したこ

ともあり、収支も３，０００万円の黒字を確保しており、安定した経営状況にあり

ます。  

 受委託事業につきましては、受託面積が１４０ヘクタールから９０ヘクタールへ

と減少傾向にありますが、収支は５年間の平均として７万３，０００円の黒字とな

っております。  
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 種苗供給事業につきましては、サトウキビの苗の供給及び植付けを行う事業でご

ざいますが、収支の変動が大きく、５年度には３６０万円の赤字を計上しておりま

すが、令和６年度は４３５万円の黒字に回復しております。ただし、供給量は２年

度の６２ヘクタールから６年度におきましては３８ヘクタールへと減少しておりま

す。先ほど申し上げましたとおり、今後はハーベスタ採苗やビレットプランタでの

植付けにより、種苗供給事業が継続されることになります。  

 堆肥センター事業についても収支の変動は大きく、５年度以降は赤字が続いてお

り供給量の減少が課題となります。  

 各部門の全体の収支といたしましては、令和６年度は１，７５０万円の黒字を確

保しておりますが、令和２年度から６年度までの５年間における経常的な事業収支

を合算しますと、約３００万円ほどの赤字ではないかと推計されております。  

 町といたしましても、開発組合の各部門における経営改善と安定した経営が図ら

れるように取り組んでまいります。  

 ２番目の防風林対策につきましてでございますが、①番、農業農村整備事業関連

の防風林帯は町内に大きく分けて３か所ございます。地区の要望を基に防風林帯を

設けておりますので、知名町名義の林帯植栽分は防風林の恩恵を受ける植栽地周辺

に圃場をお持ちの皆さんに管理をしていただいております。県有の防風林につきま

しては、所有者であります鹿児島県に管理をしていただいております。  

 ②番、この正名地区においてですが、ご指定の防風林につきまして、圃場の所有

者や周辺地域の方々から要望がありましたら、樹種転換を行うのか、伐採し日当た

りをよくするのかなどの地域の意向を確認の後、県有の防風林ですので、県への対

応を要望してまいると考えております。  

 ３ 番 目 の デ マ ン ド バ ス の 運 行 実 証 実 験 に つ き ま し て で ご ざ い ま す が 、 １ ０ 月

１５日から開始されたデマンドバス実証実験につきましては、様々なご意見をいた

だいております。便利になったというお客様がいらっしゃる反面、予約をするのが

おっくうだとか、希望の時間帯が取れないなどの意見も出されております。  

 デマンドバスは、現在、実証運行を開始したばかりであり、利用者の皆様の声を

積極的に伺い、今後の運行改善に反映させることが重要だと認識しております。具

体的には、利用者からの直接の意見やアンケートなどを通じて、予約の方法や運行

のルート、運行体制などに関するニーズを把握し、運行開始直後の利用者数減の要

因として考えられる予約制への戸惑いやバス企業団のリソース不足を解消するため、

利用方法のさらなる周知徹底と、バス企業団及び関係各所との連携による運行体制

の充実を図ってまいります。  
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 以上で回答を終わります。  

○西  文男議員  

 それでは、順を追って質問をしたいと思います。  

 まず初めに、うちの町といいますか、島内でサトウキビの収穫が１２月１日に搬

入開始しました。その翌日の２日の新聞に１面に出ています。先ほど田尻議員の話

にもありましたが、交付金が７年連続現状維持、上がっていないんですよね。非常

に農家は頑張って、農家所得を上げるというふうな思いで日々努力しております。

それと、人口減少、高齢化により作業形態も変わっております。その中で、現状維

持をし、少しでも努力をして収入を増やすというふうに農家全ての方が日々頑張っ

ております。  

 それから、県内の同じ甘味作物の中で補助金が上がったのもありますが、農林課

長、ご存じでしょうか、お伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 サ ト ウ キ ビ 生 産 者 交 付 金 に つ い て は 、 議 員 が お っ し ゃ ら れ る よ う に 、 １ 万

６，８６０円ということで据置きになりました。その他の甘味資源の動きについて

は、申し訳ありません、詳細を把握しておりません。  

○西  文男議員  

 同じ県内のサツマイモの甘味資源のほうが補助金が上がっております。これは町

全体、町長含めてぜひ要請活動していただいて、同じ県内で離島ハンデを持ってい

る我が町でぜひ農家の所得向上、それから努力に報いるような形で要請活動してい

る中で、もし補助金が上がるのであれば、同等に上がるような形を取っていただき

たいと思いますが、町長いかがでしょうか。  

○今井力夫町長  

 先日の要請活動の中でも、鈴木農林水産大臣との面会がございましたけれども、

その折でも、やはり、この大島群島におけるサトウキビ価格がずっと据え置かれて

いるということについて善処できないのかというようなことは、私どものほうから

提案いたしましたけれども、農水省といたしましては、非常に複雑な計算式を組ん

でこれを算出しておりますけれども、国際的な価格の変動、そういうものも合わせ

ながら組合せをしておりまして、今、多くの、これまで要望が来ているというのは

重々承知しておりますけれども、なかなか今現在、生産者の買取り価格を上げてい

くというのは難しい状況にあるという回答をいただいておりましたが、再三、我々

としては、ＪＡも含めて年間に数回、要請活動を今後も続けていかなきゃいけない

のかなと考えております。  
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○西  文男議員  

 ぜひ、サトウキビ生産、北は種子島ですか、南や沖縄県まで栽培をしております

ので、一団体じゃなくて、県をまたいで沖縄県とも協議をしていただいて、ぜひ甘

味資源の補助金の増額に努めていただければなというふうに考えております。  

 それで、農家の方々、高齢化とそれから、昔でいうイイタバをする仲間が少なく

なってきて、なかなかサトウキビの苗づくりが大変だというふうに聞いております。

６月の一般質問の中では、夏植え用の８、９用に二芽苗の開発組合の準備ができな

く 中 止 に な っ た と い う こ と で ６ 月 に 質 問 し ま し た 。 今 回 は 、 春 植 え の 適 宜 ２ 月 、

３月用に、また農家から要請があり質問をしているところですが、町長の答弁の中

で原因といいますか、すみません、その前に、東内会で個人と企業を含めて二芽苗

を供給した事業所が幾つで、どれぐらいの供給があったか把握していたら説明を求

めます。  

○岡越  豊農林課長  

 今現在、東内会において、先ほど町長の答弁にもございましたけれども、二芽苗

の供給を行う事業者が町内において１１ございます。全体においては２２ございま

すが、そのうちのほとんどがハーベスタによる調苗、ビレットプランタによる植付

けを行っておりまして、調苗を受けてもいいよということで、二芽苗を生産をして

やれるということで登録をしている業者の中でも受けていないところもございまし

て、実際、私のほうで把握をしている二芽苗の供給を行っている農家というのは町

内に２軒になります。その供給面積については、すみませんが数字を持ち合わせて

おりません。  

○西  文男議員  

 町内２軒で農家の希望する二芽苗の供給ができないので、やはり両町で出資をし、

農業生産向上のために開発組合という形の企業を第三セクターと言いますか、お金

を出し合ってやっていると思います。それで、①は供給のほうは２軒でということ

ですので、理解をいたしました。これで足らないので開発組合の二芽苗について再

開できないかということですので、１番を終わりまして、２番はそういう形です。  

 それで、その二芽苗の供給を停止した具体的な理由をお伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 二芽苗をこれまで開発組合が担っておりました。その供給が停止をされましたの

は、町長の答弁でもございましたように、事業を整理合理化する中で、なかなか採

算面が取れない事業の縮小をせざるを得なくて、その中で、特に二芽苗の供給につ

いては人員的にもかなり人手がかかるという部分、そこが人員不足が生じたという
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ところ、それから高齢化に伴って、調苗をしていく作業があるわけですけれども、

その歩留りが当然悪くなってきた。そういった、事業を継続する上での人手という

部分もございますし、あわせて、その作業効率であるとか、調苗に係る採算面であ

りますとか、そういうところを考慮すると、二芽苗を事業として開発組合が継続す

ることが難しくなったものだと思っております。  

○西  文男議員  

 今の課長の答弁は開発組合の見解であり、我々町としてはやっぱり農家の生産向

上というところに第一主眼を置いて、できないということではなくて、できるため

にどのような形でしていけばいいのかの対決から対話というふうな形、もしくは解

決というふうな形で持っていくような形の施策を一緒に立てていっていただければ

なというふうに思いますので。  

 それから、人材不足という話がありましたが、実際に二芽苗を希望している農家

がいるということも承知をしている開発組合の中で、この人員募集、二芽苗の製作

に当たる人員募集とかをやったかどうか、お伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 二芽苗に関するというよりも、開発組合の先ほど申し上げた集中脱葉事業、それ

から堆肥センターの事業、それから調苗の事業、様々な事業がございますので、そ

の中で期間工の募集等が新聞の折り込み等で行われていることは承知をしておりま

す。  

○西  文男議員  

 ちょうど私が質問書を出してから、１２月９日の火曜日の新聞の折り込みにあっ

たんですけれども、従業員の募集ということで、沖永良部開発組合、作業内容とし

て集中脱葉工場内ということでありますが、これを募集するに当たって、まず、毎

回同じような形のこれ文書だと思うんですけれども、もう新聞折り込みですから、

ほとんどの方が見ているかと思うんですけれども、これ条件とか金額とか、そうい

う形も全く掲載はないんですよね。実際に、今、この募集についての時給換算はど

れぐらいで募集を考えているかお伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 １，１７３円で１時間当たりの単価として、あとは開発組合がこの時期は３交代

制で集中脱葉を行いますので、夜間の手当等があるものと思います。  

○西  文男議員  

 まず、人手不足ということで人材を募集するわけですから、やっぱり親切丁寧な

書面も必要じゃないかなと。通年で以前にやっている案内募集じゃなくて、少し工
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夫していただければなというふうに思います。  

 募集してもなかなか来ないというふうな話も聞いたことがありますが、本気で、

農林課長、農家の方が強く希望している、再度、開発組合の二芽苗の調苗の再開に

ついて、何と何をクリアすれば可能性があるのかとか、その辺で分かる範囲で課長

の考えをお聞かせいただければと思います。  

○岡越  豊農林課長  

 開発組合の二芽苗の供給事業の開始につきましては、開発組合の運営に関して、

私ども農林課、充て職で農林課長のほうは運営委員として参画をしております。そ

の中で、両町の経済課長、それからＪＡの統括さんもいる中で運営委員会を行って

おりますが、その中でも、この二芽苗の要望ということは、再三、私どものほうで

は、開発組合より再開できないかということを要請をしております。でも、その中

でこれまでの開発組合の事業の収支といいますか、経営の状況であるところ、それ

から、人的に割けないという部分、それから調苗に関する、やはり調苗作業という

のは一時期に集中してきますので、そのときの対生産者との間のトラブルと申しま

すか、そういったことがいろいろございまして、かなり開発組合としては、今、二

芽苗を自分たちで取り組む段階にはないと申しますか、そういうようなことを運営

委員会では話が出てまいります。その中で、開発組合が二芽苗の供給を再開すると

いうことが非常に望ましいですが、当面は非常に難しいだろうと思うところです。  

 そういった中で二芽苗というものをどのように供給していくかというところを、

今現在、サトウキビの面積が拡大をする中で、また、生産者の高齢化が進む中で、

どういうふうに苗の供給を行っていくかというところについては、東内会という組

織がありますので、例えば、二芽苗の供給はできないけれども、ハーベスタ苗での

供給ができないかとか、そういった今の時代に合わせた苗の供給ということについ

ては検討を進め、対応してまいることができたらというふうには考えております。  

○西  文男議員  

 なぜそこまで言うかというと、急にやめてしまったものですから。農家は、３作、

４作目になってくると収穫が減ってくるので、自分の圃場の中で、ここは今回の収

穫をもって切替えをしようという計画を立ててやっている中で急にやめたので、民

間、先ほど言った２件の中でも追いつかなくて、どうしようかということで、結論

から言えば、もう１年延ばしてしまったんですね。そうすると、これにも書いてい

るように、株出しの多回数化で収穫が欲しいと、もう振興計画書の中に書いてある

とおりなので、そこら辺含めて、全部が全部再開ということじゃなくて、例えば、

もしハーベスタ苗を供給するのであれば、大山の圃場内で、例えば２ヘクタールぐ
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らいは実証実験をして、収支の計算まで示して、農家に移行していくというふうな

形であれば、少しは農家も理解できると思うんですが、急に今年から春植え、夏植

えというふうに二芽苗の、開発組合のほうが供給がないものですから、どうしたの

かなと、農家のためを考えているのかなと、いやいや、実際は町も含めて農家のた

めにということを考えている開発組合がと、じゃ、開発組合が人材不足であればど

こかから呼んでくる。  

 賃金においてもご存じかと思うんですけれども、公共工事の土木工事の標準歩掛

かりというのが毎年あるんですよね。その中で、例えば、特殊作業員、普通作業員、

軽作業員という形で単価が違ってくるんですよね。参考にしていただくような金額、

ちょっと高めですけれども、要は労働の中で、サトウキビを倒す人とハカマをむい

ていく人と当然作業内容が違うわけですから、そこら辺の単価の問題も含めて募集

要項の中に計算をして、例えば、刈取り作業は時給は幾らぐらいになりますよとか、

そういう形の指導をするということはいかがでしょうか、農林課長。  

○岡越  豊農林課長  

 確かに開発組合におきましては、経営的な面から高い賃金を提示するのが非常に

難しいのかなと思います。ほかの事業所に比べても、準備しているというか、示し

ている時給単価というのが人を呼び込めるものなのかというところについては確か

に疑問があるところです。ただ、事業の採算性が取れなければ、その賃金を上げて

いく、職員の給与を上げていくということはできませんので、まずはその改善を図

っていくことが大事だろうと思います。  

 あわせて、調苗、二芽苗の苗を切る人、むく方、そういう方はいるんですけれど

も、高齢の方でも、それを倒していく方、こういう方が見つからないということも

あるので、そういった課題もございますので、急に二芽苗の供給事業をやめたとい

うことについての開発組合の説明責任が農家のほうに伝わっているかと、そういっ

たところがございますけれども、そういった事情でございますので、お酌み取りい

ただけたらと思います。  

○西  文男議員  

 原因が、やっぱり今おっしゃったように、倒す作業が非常に重労働で、いないと

いうことの原因の一つは分かっているようですので、例えば農協のジャガイモの出

荷時期に、同じこの島は、春、要は今から全ての収入の８割近くは３月いっぱいま

で、年度末までに、収益を農家が上げていくと思います。ということは、絶対的に

労働不足ということは、もう毎年分かっていることですので、海外の方もたくさん

農協にも研修で来ています。毎年、春夏があるわけですから、そこら辺含めた募集
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の動きをするということについてはいかがでしょうか、お伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 運営委員会におきましても、特定技能生であるとか、海外の人材の活用というこ

とはご提案をしておりますが、先ほど申し上げたように、逆に技能実習生であると

か特定技能生の賃金のほうが高くなってしまうというところもあって、その職員と

の格差であるとか、そういったいろいろ配慮しなければいけないところがございま

す。  

 事業上、開発組合はいろんな事業を行う中で運営をしておりますので、その中で

集中脱葉事業というのは、町長からもございましたように中核的な事業でございま

すので、集中脱葉事業でしっかり全体としての運用益を出しつつ、まずは今いる職

員の給与を上げていく、そういった取組が必要なのかなと思うところです。  

○西  文男議員  

 田尻議員の質問の中にもありましたが、農家のために収入を上げていって納税を

するわけですから、例えば、キビの二芽苗を作るときに、倒す方の差額分の補助、

援助というのが必要になってくるのじゃないかなと。それに伴って農家の収入があ

って、やる気があって納税が増えてくればいいのかなと思いますので、そこら辺は、

言葉のあやということではなくて、そういう方法もあるので、ぜひ開発組合のほう

に、動きが我々にも見えるように強く指導していただきたいなというふうに思って

いますので、２番のほうはこれで終わります。  

 ３番についてですけれども、せっかく答弁の中であったように総面積が１２ヘク

タールで、３．１５ヘクタールの中に９．７ヘクタール分、それから８年度の春植

えとしては３ヘクタールで春植え供給として１５ヘクタールありました。これは二

芽苗で計算しましたか、それともハーベスタで計算したかお伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 先ほど町長の答弁でもございました令和７年度の夏植えの実績として、採苗圃場

として使った面積が３．１５ヘクタール、それの供給面積、これはいわゆる実績に

なりますが、９．７ヘクタールということでございます。これは、全てハーベスタ

調苗、ビレットプランタによる植付けでございます。あわせて、令和８年春植え用

として、採苗圃場としては３ヘクタールを確保しており、春苗の供給面積としては

５倍の１５ヘクタール、この差があるというのは、昨年度、干ばつであるとか長雨

で苗用の生産管理が非常に調苗作業を優先した関係もあって、買い付け用の苗の生

育が悪かったということもあって、その歩留りが落ちた関係で９．７ヘクタールに

落ちてしまったと。通常であれば、今、春で計算しているように５倍、３ヘクター
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ルの苗の面積に対して１５ヘクタールということで計画をしているということでご

ざいます。  

 これはあくまでも、過去の調苗実績、植付け実績から来ている面積になるので、

１２ヘクタールに対する予備分はございます。  

○西  文男議員  

 これがハーベスタ苗ですから、約３倍であり、約５倍になろうかと思います。こ

れは実際に調苗を二芽苗でした場合、昔から言われているように１０倍取れるんで

すよね。ですから、売上げ的にいっても非常に苗の面積が多く必要になってくると

いうのが一つ、それ以前に、やっぱり農家の所得の向上、農家の思い、自分で苗か

ら植えるというか、そういう形をしたいという思いまで、というのは、もう機械も

そろえてあるわけですよね。その機械をどうするのかと、植付け機も溶接をさせて

つくってあるのにと。じゃ植付けをする助手はどうするのか、これはやっぱり知り

合いをお願いできるということ、出すことについてはなかなか厳しいというふうな

形です。  

 また、開発組合が、じゃ自分で頼めばというふうな形になります。考えもあるか

と思いますが、実際そういう形では、農業形態、一生懸命頑張ろうとしている方に

は話ができないんですよね、我々としても。町としても同じだと思うんですが。そ

の辺はぜひ開発組合に対して強く要請をしていただくようにお願いします。  

 それから、それだけ先ほど言ったように、大山の圃場に採苗の苗がありますので、

有効利用するためにも農家の皆さんを見て要望しているということも、肝に銘じと

いていただければというふうに思います。  

 ④にいきます。  

 開 発 組 合 の 事 業 、 大 き く は ４ つ で す け れ ど も 、 ６ 年 度 は ３ ， ０ ０ ０ 万 円 か ら

４，０００万円ぐらいの黒字、１０万トンを超えたということですので。今年は、

予定の収穫、トン数はどれぐらいかお伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 昨年度、集中脱葉事業につきましては１０万６，０００トンございましたので、

合わせて、脱葉賃というものも７７０円、トン当たりございました。そういったこ

ともあって事業収益が回復いたしまして黒字でございました。今年度につきまして

は、現在の収穫見込みということで９万４，８７０トンを見込んでおります。  

○西  文男議員  

 農林課長、南栄糖業のセイモンに生産トン数が書いておりますが、昨年も１０万

トンを超えて、今年も９万４，０００トン強なんですが、なぜ８万トンを目指そう
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という形で書いてあるかお伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 その数字について、改めるべきなのかどうなのかというところはあるかもしれな

いですが、今、私どものほうでサトウキビにつきましては生産振興を図っておりま

す。過去の実績とかを平年で見ると、ここ直近に対しては９万トン、１０万トンご

ざいますけれども、数年で見ると、やはり９万トンまでいかないまでも、８万トン

をしっかり確保していこうということが、私たちのサトウキビに対しての、今現在、

単収の目標としているところでございます。  

 当然、上を目指すべきだと思っております。  

○西  文男議員  

 開発組合が１０万トンで、集中脱葉で黒字になると、今年も９万トンを超えるわ

けですから、目標としてあるのであれば、全てが農家の生産が上がり、開発組合が

黒字になり、南栄糖業が黒字になるということですから、既にその目標をクリアし

ているわけですから、次なる目標を立てるべきだと指導するべきだと思うんですが、

どういう見解かお伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 サトウキビの単収を上げていくということは、もう非常に重要なことだと思いま

す。ただし、沖永良部農業全体として見たときに、サトウキビばかりではございま

せんので、いろんな作物との複合経営の中で、この島の農業は成り立っております

ので、そこは、面積についてもサトウキビばかりになってしまっていいのかという

議論はあると思います。  

 そういった中で、生産拡大というところは非常にサトウキビばかりでよいのかと

いう議論は当然あるかと思いますが、一方で、今現在、南栄糖業の圧搾自体が日量

９００トンをベースとしておりますので、１０万トン以上というのが、日量、例え

ば１，０００トンというふうには、今、工場自体がなっていない、そういうところ

もございますので、段階的にということであればいいんですが、極端に増えていく

というのは、ちょっと受入れ側の問題としても難しいのかなと思うところです。  

○西  文男議員  

 ごめんなさい、ちょっと言葉が足りなかったですね。私、目標値が書いてある部

分は８万トンの訂正ということで、何も、複合経営しているということは十分理解

しておりますので、それから単価が高い花卉等もありますので、全てをサトウキビ

にという意味ではないので、ぜひ、それだけはちょっと、私のほうも訂正しますの

で、理解のほうもしていただければと思います。  
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 要は黒字になっていくので、そういう形、目標も増やして一緒に頑張っていきま

しょうという趣旨ですので、ご理解をいただければと思います。  

 これで大きな１番を終わりますので、ぜひ開発組合に二芽苗の調苗が２ヘクター

ル分、３ヘクタールありますよという、来年の春植えから聞ければ一番いいのかな

というふうに思って大きな１番を終わります。  

 防風林の管理についてですが、先ほど町長の答弁の中で、町の土地については近

隣の農家と、それから、県の県有地については県がということですが、実際はどこ

が管轄しているかお伺いします、県有地について。  

○岡越  豊農林課長  

 県有地につきましては、県の管理となります。  

○西  文男議員  

 農林課長、大島支庁の農政普及課の担当でございますが、連絡をして確認をして

あります。その答弁をいただきたかったです。  

 それから、この中で管理規約等々はあるのか、ないのかお伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 失礼いたしました。  

 県有防風林につきましては県の管轄でございますが、防風林、単純な防風林と保

安林とがございます。保安林については林務水産課の所管、それから防風林につい

ては総務の所管になるようですが、その中で県有の防風林については県のほうが管

理を行うということになっておりまして、どういう状態になればそれを改善してい

くのか、例えばその防風林についてどういう管理を行うのかというような取決め等

はないそうでございます。  

○西  文男議員  

 おっしゃるとおり確認したらないそうです。これ、一番最初は、正名のやっぱり

防風林を進めたのが、昭和６年、当時の正名の初代区長である西田安村さんが発起

人となって、８名の方々で、海岸からの潮風を防ぐために防風林を植えようという

ことの話があって植えました。それから、今度は町、県、国の協力もあって基盤整

備事業があり、小田線と並行に南北に、こちらにありますが、農道の第２号知名西

部２－８号線沿いに植えていただきました。そこの中でも、当初話合いで規約はな

くて、高さは、字民、正名、徳時、大津勘という方の話の中で、おおよそ５メート

ルから７メートルでは高さを制限して、伐採は何でするかというと、九電工の高所

作業車を借りて、高いモクマオウについては伐採をしていこうということを申合せ

としてあるそうです。これは当時の発起人の皆さん、それから幹事の皆さんに聞き
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ました。  

 これは基盤整備ですが、耕地課長が担当ですか。今現在、大体どれぐらいの高さ

のモクマオウ、この間調べたと思いますが、お伺いします。  

○下田浩治耕地課長  

 議員おっしゃるモクマオウですが、ドローンにて計測を行いまして、樹高２０メ

ートルというふうに聞いてございます。  

○西  文男議員  

 そうですね、高いところは２１メーターもありました。私も実際に立ち会いまし

た。そのドローンで計測が、なぜ高さを計測したかといいますと、どれぐらいの日

照について影響があるのか、農家の方が希望がありましたので、どうやって測ろう

かなというふうに思っていたところ、字の壮年団の中で個人でドローンを持ってい

る方がいまして、その方にお願いして測りました。  

 非常に重要な防風林であるというのはもう認識しています。もう約１００年にな

りますので。やっぱり、植えっ放しじゃなくて管理をどうするかということですが、

農林課長、大島支庁、今どのような管理しているかご存じかお伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 県のほうといたしましては、管内広うございますので、定期的な巡回の中で、こ

れが毎年ではなくて、沖永良部については何年間かのサイクルで現地を確認した上

で、危険箇所について除去をするというような形での管理が行われております。  

 防風林に関しましては、県有地であるため県の管理とはなりますが、基本的には

受益者といいますか、恩恵を受ける地域の皆さんで、枝打ちとかそういう下葉の管

理とか、そういったものはしてもらうというのが基本的な考え方かなというふうに

は思っているところです。  

○西  文男議員  

 基本的には、年に１回確認をして、それから枯れたモクマオウについては伐採を

していただいているんですが、今年も１０月２８、２９に来て確認をしてあります。

なかなか、農家の要望として、まず高さ２０メーターがもう超えているところです

ので、耕地課長、基盤整備をしたところなんですよね。近隣の圃場はサトウキビが

生えないと、３番、４番を取れなくて非常に２畝、３畝、２トン、３トン減ってい

る状況なんですが、どのように伐採しようとお考えですか、お伺いします。  

○下田浩治耕地課長  

 お答えいたします。  

 今年度も地域の方から危険木について要望がございまして、広域協定、水土里サ



― 47 ― 

ークルの正名の地区の皆さんにお願いをして、伐採をしていただいたところであり

ます。協定区域がこの箇所は雑種地だったものですから、圃場に面する箇所、また

農道に面する箇所が協定区域に入りますので、そこで伐採をお願いしたところでご

ざいます。  

○西  文男議員  

 水土里サークル活動の中で毎年やっております。それから台風時期になりますと

枝が圃場内に入って、農家の方が取れないということで、その搬出もやっておりま

す。いかんせん高さだけは、はっきり言って水土里サークル活動の中での伐採が非

常にできないような状況下ですので、今年中に、高さはもう測ってありますので、

その高さ、当初話した５メートルから７メートルするための、まず検討委員会、県

有地ですので大島支庁の担当部署の農政課、それから、農林課と耕地課と含めて、

伐採検討委員会を立ち上げることについてはいかがでしょうか。  

○岡越  豊農林課長  

 地域にとりまして、防風林というのは非常に重要なものでございまして、その防

風林の恩恵というのは地域全体で受けているものだと思います。その中で、足元で

ある木の元にある農家については日照不足等もあって生産量が上がらないと、そう

いったところあるかと思います。それを高さを制限してしまうことによってどうい

う影響があるのか、また、下葉を落とす、枝打ちをすることで日が通らないか、い

ろんな検討が必要かとは思いますので、地域の状況をもう少し詳しく聞かせていた

だいた上で、どういう方向性でやったほうが一番地域のためになるのかという視点

をもって検討させていただけたらなと思います。  

○西  文男議員  

 ぜひそういう形をしていただきたいんですが、地域の声というのは、各集落で農

業を語る会でしたっけ、農林課と耕地課と県の農村整備課ですか、そのときに、事

務所の普及課の方も来ていますので、そのときにぜひ話をしていただいて、まず地

元の声を聞いて、早急に対処できるのか、それとも検討して将来的には規約をつく

っていただくということがまず第一、地域の要望ですね。  

 それと、今、県有地についてですが、沖永良部事務所に、県有地の維持管理に対

する担当者がいないので、非常に動きが遅いということを言われております。人事

配置１人、沖永良部事務所に配置するというような形を要請することについては、

農林課長、いかがでしょうか。  

○岡越  豊農林課長  

 私ども、この県有の防風林につきましては、大島支庁の企画、それから林務水産
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等と協議をしておりました。その中で、なかなか現地にいないということはあるか

と思いますが、人員配置については、なかなか県としては難しいところはあるかと

思います。ただ、防風林の管理について、今、防風効果が発揮されている間は防風

林として考えていますので、地域の皆さんがどういう声があるかというところは届

いていないと思います。そういったところについては、皆さんの話、協議をする中

でどういった形の防風林が望ましいかということがございましたら、当然、県の担

当部局にこういった形で整備をお願いしたいと、できないところについては地元で

というようなことも含め協議をしていく必要があるだろうと思いますので、そのよ

うにご理解いただけたらと思います。  

○西  文男議員  

 ぜひそういう形で、せっかくの事業ですから、地元の農家の意向も聞いてやって

いければと。町長のほうも１０月１５日に行政報告の中であったように、大島支庁

にやっぱり防風林の台風時に枝等々の破損があるというふうな話で要請をしており

ますので、町ぐるみでやっていただいて、必ず実現するように、高さについては強

く要請をして大きな２番を終わります。  

 デマンドのバスの実証実験についてお伺いをします。  

 まず初めに、総務課長、バス企業のリソース不足ってどういう意味かお伺いしま

す。  

○成美保昭総務課長  

 現在、デマンド運行に関しましては、知名・空港線を従来どおりの路線として設

定していまして、それ以外に係る路線について、その方からの要望に応じた区間を

走っておりますが、いかんせん、使用する車の量が足りないということで、１人、

２人の運行につきましても大きいバスを今動かしている状況でございます。  

 このデマンド運行に特化した形のまだ形態が取れていない、あと運転手の関係も

あります。電話対応も運転手が今している状況ですので、このあたりを実証の期間

の中で様々な課題を洗い出して対応していきたいと思っております。  

○西  文男議員  

 私の最初の質問だったんですが、答弁の中で、バス企業団のリソース不足という

非常に難しい表現があるんですよね。ただでさえ新しい事業、今までの事業を変え

てやっていて、新しい事業になったら、当然、町民からのクレームとか苦情がたく

さんあることは、まず、その言葉が町民に理解されるための答弁なのかということ

について、総務課長の見解をお伺いします。  

○成美保昭総務課長  
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 デマンド運行に関しましても町民のほうでは理解されていると思うんですけれど

も、やはり言葉が難しいのがかなりこれからも出てまいりますので、この言い方も、

確かに一目見ても伝わらないところはあると思いますが、全体的にバス企業団の今

の形態ではかなり苦労しているということも含めまして、トータルでこういう表現

になったと思っております。  

○西  文男議員  

 ぜひ、言葉は分かりやすく町民に伝えられると思いますので、まず、この事業に

ついて、非常に空気を運んでいるバスを経費節減して、みんなの希望に沿った形と

いうふうな大前提の下、デマンド運行を実施しているというのは認識しております。  

 その中で、電話をして予約というのは一番また弱者が非常に連絡予約ができない

んですよね。私が聞いた話ですと、ある方が定年をされて町内にＵターンしてきま

した。健康であったんですが、ちょっとした病気をし、脳梗塞でちょっと難聴ぎみ

になって、電話ができないような状況になって、せっかく自分の生まれた島に来た

のに、当然運転はできないのでバスを利用していて、でも電話ができないのでどう

したらいいのかと、また、もう福祉施策が優遇している都会のほうに帰ろうかなと

いう話が１点あり、それから、町長も話していましたが、デマンド中、途中で手を

挙げたがバスが止まってもらえないというふうな話がありました。そこら辺につい

て、総務課長、実際のクレーム、苦情等についての答えはどのような形で答えたか、

お伺いします。  

○成美保昭総務課長  

 苦情につきましては、バス企業団のほうにほとんど入っておりまして、現在アン

ケートの取り方につきましても、実際に乗った方に対してのアンケートのみとなっ

ております。  

 今、議員がおっしゃられたクレーム等、ご意見は、私のほうでも伺っております

が、それに対して直接どのような回答したかというのは、私のほうも把握はしてお

りません。ただ、電話ができないという今のご意見でしたが、そのあたりは、福祉

の関係、障害福祉も含めまして、これから関連づけていける、もっと積極的に利用

できるために、そのあたりも含めて視野を広げながら、皆さんが上手にうまく利用

できるような形に持っていきたいと思っております。  

○西  文男議員  

 バス企業団がということですが、あくまでもバス企業団、両町と三位一体という

認識じゃないとこの大きな改革、町民・島民について浸透できないと思いますので、

その認識は、強く持っていっていただきたいと思います。  
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 町長、いつもおっしゃっていますので、ぜひ、これは知名町、和泊町、バス企業

団と町民・島民のためという認識で。  

 最後に一つ、町の情報提供ということで、上原参事が私と同じような意見を聞い

ております。重度の聴覚障害がいらっしゃって、その方は徳洲会に通院されており、

そのたびにバスを利用していますが、利用路線のバスが廃止されるため、電話によ

り予約が必要になりますと、どうしても電話ができないためファクスでできないか

という要望をしたら、ファクスでも可能ということで回答をいただいたという、こ

ういう一ついい例もありますので、その辺を含めて、もっと町民に、役場も一緒に

なって意見を情報発信しないと、バス企業団では、はっきり言って運転とデマンド

でもういっぱいいっぱいです。電話も対応についても運転手がやっているというふ

うに聞いていますので、そこら辺を全町で一緒に町民のために企業団と対応してい

ただくよう強く要請して、私の質問を終わります。  

○外山利章議長  

 これで、西  文男議員の一般質問を終わります。  

 しばらく休憩します。  

 次の会議は午後２時１０分から再開します。  

休  憩  午後  ２時０２分  

─────────────── 

再  開  午後  ２時１０分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

 次に、通告３番、髙風勝一郎議員の発言を許可します。  

○髙風勝一郎議員  

 会場の皆様、またネット中継をご覧の皆様、うがみやぶらー。このうがみやぶら

ーという言葉がますます浸透していければなと思っております。  

 それでは、通告３番、髙風勝一郎が一般質問を行います。  

 １、猫の不妊・去勢手術助成事業について。  

 今年６月議会一般質問において、来年度実施に向けて協議したいとの答弁をいた

だきました。  

 ①和泊町は不妊８，０００円、去勢５，０００円の助成を行っております。本町

としての助成額の設定方法、またはその考えについて伺う。  

 ②本町として助成申請できる対象者や対象行為について、どのような適用基準を

想定しているのか伺う。例えば、保護者が本町民であるや保護場所が本町地内であ
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るなど。  

 ③捕獲器は何台導入予定にしているか伺う。  

 ④助成事業の周知方法について伺う。  

 ⑤猫の不妊化の必要性への理解や適正飼育の普及が重要だと考えます。その情報

をどのように周知していくのかについて伺う。  

 大きな２番、再犯防止推進計画の策定について。  

 ①再犯防止推進法において、同法の施策を実施する責務が国だけではなく地方公

共団体にもあることが明記され、都道府県及び市町村に対し再犯防止推進計画を策

定する努力義務が課されている。本町としてこの計画をどのように位置づけ、策定

に向けてどのような考えをお持ちか伺う。  

 ②第３期知名町地域福祉計画（令和４年から８年度）を策定しているが、再犯防

止推進計画を地域福祉計画に包含するのではなく、単独の計画として策定する考え

があるか伺う。  

 大きな３番、犯罪被害者等支援条例及び同計画の策定について。  

 犯罪被害者等基本法の基本理念に、途切れのない支援とともに、地方公共団体に

対し、相談・情報提供、保健医療・福祉サービスの提供、雇用・住居の確保、国民

の理解の促進など、広範な施策を地域の実情に応じ自ら策定・実施する責務を課し

ている。また、国の犯罪被害者等基本計画では、内閣府において被害者からの相談

や問合せに対応する総合的な対応窓口を設置するよう地方公共団体に要請している。  

 ①支援の根拠となる犯罪被害者等支援条例を制定する考えがあるか伺う。  

 ②犯罪被害者等支援計画を策定する考えがあるか伺う。  

 ③イラブ・ユンヌ被害者支援ネットワーク（会長は知名町教育長）という組織が

あるが、今後、支援条例や計画を検討する際、この組織との連携・協働をどのよう

に位置づけるか伺う。  

 ④第２次知名町男女共同参画基本計画（令和６年から１０年度）では、目標４と

して、人権を侵害するあらゆる暴力の根絶を掲げ、現状把握と課題整理及び評価指

標を示している。当該目標に関する現状と取組の進捗状況について伺う。  

 以上、壇上からの質問を終わります。  

○今井力夫町長  

 それでは、髙風勝一郎議員のご質問に順を追って回答してまいります。  

 まず、猫の不妊・去勢手術につきましては、本町では来年度から猫の避妊・去勢

手術助成事業を開始する予定であります。  

 助 成 額 に つ き ま し て は 、 現 在 、 飼 い 猫 ・ 野 良 猫 を 問 わ ず 不 妊 治 療 費 の
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８，０００円、去勢費用として５，０００円を考えております。この金額は、島内

の動物病院の料金設定を参考に算出しております。和泊町も同様の方法で助成の金

額を算出したということでございます。金額を隣町と合わせるということで、獣医

師の負担を軽減し、事務負担がなるべくかからないようにしてまいりたいと考えて

おります。  

 ②番目、助成の対象及び対象行為につきましては、助成対象者が本町民であるこ

とや猫が本町で保護されていることなど、町内での活動を基準として公平性を保つ

形で制度設計を進めております。具体的な条件につきましては、現在、詳細を調整

中であり、確定次第、町民の皆様にはご案内を申し上げるところでございます。  

 捕獲器の導入につきましては５から６台ぐらいを予定し、来年度予算に上程する

予定でございます。予算が認められた場合には、予算内で台数を購入したいと考え

ております。  

 ④番、助成事業の周知につきましては、広報誌、ホームページ、防災無線、公式

ＬＩＮＥを活用する形で広く情報提供を行い、町民の理解・協力を促進してまいり

たいと考えております。  

 ⑤番目に、猫の不妊化の重要性や適正飼養の普及につきましては、現在ホームペ

ージで政府広報オンラインや鹿児島県ホームページリンクを掲載し、飼い主の心構

えや犬猫の飼育について啓発を行っております。今後は、広報誌等も活用していく

ことも検討をしております。  

 再犯防止推進計画につきましてですが、これと①、②につきまして非常に関連性

がございますので、まとめて回答してまいります。  

 再犯防止推進法における計画策定の重要性につきましては、町としてもしっかり

と認識をしているところでございますが、本町では現在まで再犯防止推進計画の策

定に至っておりません。再犯防止推進計画には地域福祉の視点が必要であり、具体

的な施策等の重複が見られる部分があるため、令和９年からの第４期の地域福祉計

画策定時に包含するか、必要に応じて単独計画とする可能性も検討し、県内や他市

町村での事例も参考にしながら協議を進め、具体的な方向性を検討を進めてまいり

たいと考えております。  

 また、第４期地域福祉計画の策定に向けては、来年度の予算編成段階でアンケー

ト業務などの委託も視野に入れて計画をしており、こうしたアンケート結果や住民

の意見を計画策定に生かすための予算計上を行う予定としております。地域の皆様

と意見交換を行いながら、必要なニーズなどの把握をした上で、町民の理解や協力

を得られるような計画策定、計画の推進を進めてまいりたいと考えております。  
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 町としては、再犯防止に向けた具体的施策を通じ、地域の安全と福祉の向上を両

立させるべく努力してまいります。  

 ３番目、犯罪被害者等の支援条例等につきましては、①番、犯罪被害者等支援条

例とは、犯罪被害に遭った人々やその家族が、被害からの回復や軽減、そして再び

平穏な生活を送るための支援を行うことを目的としております。各地方公共団体が

制定する条例のことでございます。  

 現在、犯罪被害者等見舞金支給額等に関して、近隣町村の支給額も参考に入れな

がら、来年度、条例制定に向けて検討を進めております。  

 ②番目につきましては、犯罪被害者等支援条例は、犯罪被害者等のための施策を

総合的かつ計画的に推進していくための基本構想を示すものであり、犯罪被害者等

の視点に立って施策を展開していく過程の第１段階として位置づけられるならば、

基本計画は第２段階として、今後一定の期間内に構築すべき施策体系の具体的設計

図と工程を示すものであると考えております。  

 まずは条例を制定し、それと同時に犯罪被害者等見舞金支給等に関する要綱を作

成し、犯罪被害者等支援計画の策定に取りかかる予定としております。  

 ③番、イラブ・ユンヌ被害者支援ネットワークは、犯罪や事故の被害を受けた被

害者及び家族またはその遺族のおかれている現状を踏まえ、被害者などの立場に立

ち、関係機関及び団体の緊密な連携と相互協力によって、被害者等のニーズに対応

した各種支援活動を効果的に推進することを目的とする組織でございます。  

 市町村が支援計画を作成し推進する上で、この組織も含めた関係機関及び団体と

の連携は、被害者のニーズに応じて専門的な支援を切れ目なく提供するために不可

欠なものであると考えております。  

 ④番、第２次知名町男女共同参画計画の目標４に掲げる人権を侵害するあらゆる

暴力の根絶は、男女共同参画社会の形成に向けた重要な課題であると認識をしてお

ります。令和５年度に実施した町民意識調査において、配偶者等から身体的・精神

的な暴力を受けた経験がある女性が、複数回答を含め６６７件と報告されており、

深刻化が懸念されております。  

 今年度末に開催を計画しております男女共同参画推進懇話会において、基本計画

全体の進捗状況を報告するとともに、本計画の実現について研究・協議を行ってま

いります。  

 なお、関係課に対して状況の取りまとめを依頼したところ、おおむね進展してい

るという回答をいただいております。例を挙げますと、相談窓口の設置や啓発活動

の強化など、早期対応と予防を目的とした取組が実施されております。  
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 引き続き、町民の声に真摯に耳を傾けながら解決に向けた取組を進めてまいりま

す。  

 以上で回答を終わります。  

○髙風勝一郎議員  

 それでは、大きな１番から再質問をさせていただきます。  

 ①に関しては、隣町と同等の不妊８，０００円、去勢５，０００円の助成を行う

考えであるというご回答をいただき、今後、島を挙げて取り組んでいく内容になる

と思います。その中で事務的な混乱が発生するのではという心配があり、今回のこ

の質問をさせていただきました。  

 ①と②に関しては、もう事前に和泊町がスタートしております。ですので、和泊

町と連携を取りながらぜひ進めていただきたいという思いと、プラス、島には手術

をしていただける川内家畜医院がございますので、そちらとの連携も必要かと思い

①の質問をさせていただきましたが、担当課長、再度回答をいただきたいと思いま

す。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 回答は町長の答弁のとおりでございますが、今のところの構築の状況では、まだ

次年度の予算に計上する予定ですので、まだ確定したわけではございませんが、次

年度の予算に計上し、皆様のご承認を得られたときには、こちらの事業を開始し、

そしてこの制度設計に基づいて行っていきたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 方向性が分かりましたので、次の質問にいきたいと思います。  

 ②に関して、こちらのほうも和泊町がもうスタートしている関係で、どのような

取扱いになるかなというふうな思いで質問をさせていただきました。もう両町で取

り組むということになりますので、これも先ほどの①と同様、両町での協議を含め

て事務の混乱がないように進めていただけたらと思います。  

 ③にいきます。  

 捕獲器についてですが、捕獲器についてはサイズやつくりや仕組みの問題で使い

勝手が悪いのもあるそうです。猫を捕獲するときに人への負傷を与えないため、安

全に捕獲できて、そのまま家畜医院または動物病院へ持ち込める運用を重視して選

定していただきたいと思っておりますが、そのあたりはどのようにお考えでしょう

か。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 先ほども髙風議員がおっしゃったように、和泊町が、隣町が先にこの事業を始め
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ております。ですので、隣町が実施して使っている捕獲器等のこともございますし、

あとは町内でも捕獲器を使っているところもありますので、そちらのほうも参考に

しながら、購入のときには十分に吟味して選びたいと思います。  

○髙風勝一郎議員  

 和泊町がもう進めておりますので大変参考になるかと思いますんで、そのような

ところを情報を共有して進めていただければと思います。  

 ④にいきます。  

 助成事業の周知方法というところで、先ほど川内家畜医院があるというふうにお

話をしましたが、島内に獣医がいて、この不妊・去勢手術ができるのを知らない町

民の方もいると思います。その周知方法をこの助成事業の中で併せて周知していっ

たらどうかなと思っておりますが、そのような取組方、考え方をどのようにお持ち

かお伺いします。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 周知、大変大切なことなんですが、やはり島内には獣医医院が１か所しかござい

ません。そしてこの先生、小動物だけを取り扱っているわけではございませんので、

ほかの獣医としてのお仕事もあります。ですので、広報が公になることはいいこと

なんですが、やはり許容量というのがあると思いますので、そこの部分も含めた広

報の仕方等も十分にやっていく必要があるのかなと思っていますので、もちろん町

民の周知を含めた上で、そして獣医師の意見も聞きながらこちらは行っていきたい

と思います。  

 ちなみに、令和６年度から隣町がこの事業を実施しております。そして、知名町

のほうはもちろんしていないんですが、令和６年度の実績のほうを川内獣医のほう

に確認しましたところ、年間で２５５匹の避妊、不妊・去勢手術をしていらっしゃ

います。この分の数字を見ていますと、和泊町は助成事業を実施して１３３頭、知

名町は実施していませんが１２２頭の猫を避妊・去勢をされている実績があります。

両町同じぐらいの数で、もちろん知名町の方もですので、十分その情報を得ている

とも考えられると思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 来年度からこの助成事業を、令和６年度川内獣医のところに２５５件、それ以降

はまた増えていくのかなと。一時期はそういう増える傾向があるかもしれませんが、

この後はできれば数が減っていくことを望みながら、ぜひこの助成事業の周知を図

っていただきたいと思っております。  

 もちろん川内獣医の業務とも併せて、どのような取組方をしたらいいのかをも併
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せて助成事業の活用をお願いしたいと思います。  

 ⑤にいきます。  

 ６月議会の答弁で、過去に猫の飼い方教室などは行ってきていないと。また猫を

保護する団体もいないので、そういったことに触れる機会が少ないと思うと。今後

教室として運営するのか、どのような方法がいいのかを課内で協議したいというふ

うな答弁をいただきましたが、その後の状況はいかがでしょうか。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 特に町民への教室を開催するというところまでは至っておりませんが、今現在、

ホームページのみの広報となっておりますので、こちらの事業が始まるときに、ま

た少し拡充した方法で、広報誌、広報ちなの活用であったりチラシの活用であった

り、皆さんの目に触れるようなものをつくっていきたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 新聞の記事にえらぶのねこ部という組織があります、沖永良部に。その活動の中

で、「助けてください。沖永良部島で地域猫活動を行っているえらぶねこ部には、

野良猫の窮状を訴える連絡がひっきりなしに届く。まずは猫の生態、島の野良猫の

現状を知ってほしい。島民の意識が変われば島はもっと変わる。」と代表はおっし

ゃっております。  

 その中で資料を頂いたんですが、えらぶのねこ部というところで、島内で様々な

いろんな活動を、猫の保護も含めてこれから猫の取扱方をどうしていったらいいん

だというふうな団体もございます。島内にはまた個人的にそのような活動をされて

いる方もいると聞いておりますので、ぜひ島内にもそのような活動をされている団

体があるというのを知っていただいて、今後このような方々ともぜひ連携を取って、

沖永良部から不幸な猫が生まれることがないように取り組んでいただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 ねこ部のことも新聞のほうで、報道等でこちらのほうも知らせていただきました

し、あと町民からのお電話等でも情報提供があったりしますので、町民の声を聞き

ながら役場のほうとしても取り組んでいきたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 多くの飼い主を含めて餌を与える方は、猫を助けているというふうな感覚がある

そうです。その意識が強くて、その餌を与えることによって猫の行動がより活発に

なって、猫は繁殖力の強い動物ですので、それが望まない子猫が生まれてくる事態

になっているというふうなのも、ぜひ知らせていっていただきたいと思います。  
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 ６月議会でもこれをお示ししましたけれども、環境省が出している１匹の雌猫が

１年後には２０頭、２年後には８０頭、３年後には２，０００頭と、何らかの対策

をしないとこのような望まれない命が発生しているというふうな事態も、ぜひ町民

に知らせていただいて、２月は猫のこれ鹿児島県が取り組んでいる適正飼養月間で

すというふうなのもあります。  

 あとは先ほど町のホームページにも、県のホームページも掲載しているというこ

とでしたけれども、このように猫の飼い方はこういうふうな飼い方をしましょうと

いうふうなのも出ておりますので、ぜひこのあたりも県のホームページも含めてで

すけれども、県の方々との連携も含めて活動を進めていっていただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 この猫に関しましては、やはり町民の皆様の理解が何よりも大事になりますので、

そちらの理解が得られるような広報等の活用をしていきたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 よろしくお願いします。  

 あと、そのえらぶのねこ部の方からお話を聞いたんですが、町内の数か所で猫を

多く飼っている多頭飼育現場というところがあるそうです。多く飼っていることに

よって多頭崩壊状態に陥っている箇所もあるというふうに聞きました。ぜひそのよ

うな箇所を優先して説明をされて、対応していく必要があるんじゃないかなと思い

ますが、いかがでしょうか。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 多頭飼育のご自宅、おうちのほうが何軒かあるのも情報をいただいておりまして、

訪問等をしたこともありますが、もちろん本人たちの同意が何よりも大事になりま

すので、ご説明のあったその同意が得られるような説明等をしっかりと行えるよう

に、職員一同、知識をしっかりと持っていきたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 ぜひ不幸な猫が生まれないような取組をさらに進めていただきたいと思います。  

 徳之島町では３町でネコ対策協議会というのを設置して猫の対応を行っているよ

うです。今後、もし知名町でも取組をするのであれば、和泊町との連携も行うこと

で、沖永良部島に不幸な猫が生まれない取組もできるのじゃないかなと思っており

ますが、そのような考えはいかがでしょうか。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 特に協議会とまでは考えておりませんが、２つの町しかありませんので、常に隣
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の町とは情報交換を行っている状態ですので、いつも顔の見える関係にもあります

ので、小まめに連絡は取っていきたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 今の保健福祉課長の答弁というか、課長時代はそのような考えで、隣町も担当課

長もそのような考えであればありがたいし、ただ、人事異動がありますから、両町

のトップの意思疎通というか、意見疎通がないと、なかなかまたお互いが共有でき

るというところが薄まったら、またちょっと心配になりますので、ぜひ今後そのよ

うに両町でさらに取り組むには、そのような協議会を設置したらどうかというふう

なのもどこかの場でまた提案をしていただければ、今後の取組もさらに進むのでは

ないかと思っております。  

 大きな１番、適用基準の整備、捕獲器の確保や運用方法、多頭飼育現場などの対

応、助成事業の周知方法、猫の正しい飼い方・接し方の周知方法と助成事業に向け

て初年度が重要になると考えております。助成事業の初動に遅れが出ないよう、ぜ

ひ取り組んでいただきたいのと、ぜひ次年度に向けての予算確保、新たに職員配置

等が出てくるのか分かりませんが、職員配置等の対応も、改めて次年度に向けての

担当課長としての考えをお伺いします。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 まずは次年度の予算に計上すること、そしてその予算が承認された暁には、要綱

等の整備、そして町民への広報というところで、段階よく、そして年度始まってす

ぐにスタートができるような準備段階を今は取っていきたいと思っていますので、

頑張っていきたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 大きな１番、安心する内容、ありがたい内容の答弁をいただきましたので、隣町

等も含めて猫の対策等をぜひ進めていっていただきたいと思います。  

 大きな２番にいきます。  

 再犯防止推進計画、これは国の保護観察所のほうから頂いたんですが、これは県

内の再犯防止推進計画を策定しているところでして、濃い緑が令和６年度まで策定

済みのところです。今年度、令和７年度は、この黄緑といいますか、黄色い部分が

現在、７年度に策定を行う予定としているところですけれども、奄美の市町村でい

いますと、策定済みが奄美市、龍郷町、喜界町、瀬戸内町、与論町、宇検村という

ところがもうこの再犯防止の計画を策定をしております。  

 今年度、令和７年度に策定中なのが大和村、徳之島町、伊仙町、天城町、和泊町

であります。  
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 郡内の色が塗られていない知名町だけが、まだどういうふうな取組をするのかと

いうところがありましたので、今回の質問をさせていただきましたが、先ほどの答

弁では、令和９年度から第４期地域福祉計画策定が行われるというところで、これ

を併せて再犯防止推進計画を策定するというふうに答弁をいただきましたので、ぜ

ひ策定に向けて進めていただきたいというのと、②で質問しました地域福祉計画の

中に包含せず単独で計画が立てられないのかというふうなところです。県内も含め

てですけれども、ほとんどが地域福祉計画の中にこの再犯防止計画を取り入れて計

画を立てているというところがほとんどでして、単独で作っているのは東姶良市、

鹿屋市、与論町が単独で計画を策定しております。  

 先日、与論町に行ってまいりまして、与論町のほうでどのような経緯というか、

進め方をしてこの計画書ができたのかというふうなお話を伺いました。与論町はこ

の計画書を策定する策定委員会でもちろん終わりではなくて、その後どのようにお

互いで協議を進めていくかというところで、ちょっと見づらいんですが、与論町は

担当事務局が町民生活課にあって、役場庁舎内の中で個別検討会議というのがあり

まして、それを基に与論町再犯防止推進協議会というのができております。  

 それのトップが町長でありますけれども、この推進協議会、なかなかほかの市町

村ではない事例でして、ほぼほかの市町村の計画書、例えば奄美市、龍郷町とかを

見させてもらったんですが、その地域福祉計画の中で、これこれに関してはこの部

署で執り行うというところぐらいしか入っていないんですけれども、与論町の場合

は、全ての関係する皆さんが協議会を立ち上げて、トップに副町長、教育長、あと

区長会長、社協会長、民生委員、保護司、人権擁護委員、あと警察署、地域安全モ

ニター、少年補導員、薬物乱用防止指導員等々を含めた皆さんで集まって、例えば

この方に関してはどういうふうな取組をして、再犯が出ないようなどういうふうな

取組をしたらいいんだというふうなのをみんなで考えようというところの協議会が

できております。  

 町民生活課の担当課長と担当とお話を聞いてまいりました。この推進協議会のい

いところとして、今までは様々な部署の連携が必要なときに、今までは例えば町民

生活課のほうに相談があったとき個別に関係機関と協議をしたりしていたが、この

協議会があることで皆さんに集中して連携が取れるようになり、事務的にも機能的

にもすごい助かっているというふうに感じておりますというふうなお話をいただき

ました。  

 ぜひ次回、再犯防止推進計画を立てることも含めて、早い段階でぜひ与論町の事

例を聞いてみていただいて、実際にその内容を参考にまた今後の内容を進めていた
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だきたいと思っておりますが、いかがでしょうか。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 様々なまちがこの再犯防止計画、今先ほど髙風議員がおっしゃったように、今、

県内で２２か所の市町村がつくっている状況がありますので、そちらのほうのほか

の状況も、与論町だけじゃなくほかの市町村の状況も検討しながら、どの形が一番

いいのか、そして今あるその協議会だったりを使ってできないのかどうかも考えな

が ら 、 そ し て 次 年 度 、 令 和 ８ 年 度 に こ の 計 画 の 策 定 は 入 る こ と に な り ま す の で 、

様々な計画が。  

 ですので、その中でまたその策定委員の皆様と協議しながら、この再犯防止計画

もどう進めていくかも含めて協議していきたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 ぜひ次期の地域福祉計画の策定と併せて、この計画も並行で進めていただきたい

と思います。  

 犯罪や非行を犯した方の中には、貧困、疾病、嗜癖、厳しい生活環境、様々な生

きづらさを抱えて、立ち直りに多くの困難を抱えている方が少なくありません。こ

うした生きづらさを抱える犯罪をした方の課題に対応し、その再犯を防止するため

には、刑事司法関係機関による取組だけではその内容や範囲に限界があります。社

会復帰後、地域社会で孤立させない息の長い支援を国、地方公共団体、民間団体が

連携・協力して実施する必要があると思います。  

 さらには、地域社会で生活する犯罪をした方に対する支援に当たっては、福祉、

医療、保健などの各種サービスを提供する市町村の役割が極めて重要になると思い

ます。本町においても犯罪をした方の社会復帰支援を促進し、安全安心な地域づく

りに寄与するとともに、単独計画による知名町再犯防止推進計画を策定できますよ

う要望いたします。  

 大きな３番に参ります。  

 次に、犯罪被害者等支援条例及び同計画の策定、①の支援条例についてでござい

ます。  

 これもちょっと見づらいので申し訳ないんですが、これは警察庁のホームページ

のほうに載っていた表です。犯罪被害者等の条例を制定しているところ、鹿児島県

内は９つの市町とあります。その９つの中で、徳之島町、天城町、伊仙町、和泊町、

与論町は条例を制定をしております。  

 今年、錦江町が制定をされたというところで、現在、鹿児島県は１０の市と町が

制定をしております。ただ、４３市町村のうちとなりますと、鹿児島県内２３％し
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かまだ条例を制定していないというところです。  

 あわせて、先週、朝日新聞の記事で、警察庁が１２日に公表した２０２５年版犯

罪被害者白書の公表です。今年４月１日時点で支援をする条例を制定した市町村が

約６３％、都道府県は全て行っているというところで、警察庁としては条例がある

と、行政の対応でなく民間の支援団体なども動きやすくなり、一層の支援につなが

ると説明しております。警察庁が行う自治体などの担当者を対象にした会議や研修

会を通して情報を提供するなど、制定に向けて自治体を後押ししていきますという

ふうに書かれております。  

 今後、条例制定に向けて検討中であるという答弁でしたが、その制定を目指す時

期等が分かりましたら伺います。  

○成美保昭総務課長  

 条例につきましては、現在、今年ですか、和泊町のほうが設定した、今年したと

思いますが、与論町と和泊町、その条例の下にある要綱等で見舞金の支給等が大事

になってくると思いますので、そのあたりの金額に差異がないような形で調整しな

がら、来年度早い時期に策定し、その見舞金の支給等に関しての予算につきまして

は補正のほうに頼るかもしれませんが、そのときはよろしくお願いいたします。  

○髙風勝一郎議員  

 確かに見舞金等々の内容、大事になってくるんですが、それは要綱等の策定にな

りますので、ここに東京都に任意団体で被害者が創る条例研究会という組織があり

ます。そこがこの市町村における犯罪被害者等基本条例案というのをつくっており

ます。その中で、犯罪被害者等基本法第５条、地方公共団体の責務が明記されてい

ます。しかし、制定から２０年がたった今でも多くの市町村において犯罪被害者へ

の支援が遅々として進んでいないのが現状です。  

 条例を制定せず要綱等によって支援を実行している市町村も存在しますが、支援

の質や継続性を担保とするためには条例の制定が不可欠であります。「様々な活動

を行う上において被害者の支援を行うため、早めの条例制定を進めていくことが重

要と思います」と書かれてあります。  

 今の内容を聞いてどのように思われますか。  

○成美保昭総務課長  

 本町にも様々な条例があります。ただ、条例というのは議決が必要、これは議会

においての議決が必要となりますので、簡単につくって修正ばかりするわけにいき

ませんので、私どもの場合は今、前例がほかの市町村でかなりの条例を持っている

ところがありますので、いいところというか手の届く内容になっているところが多
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く探したところありましたので、そのあたりをうまいことまたこの地理条件的なも

のも加えながら、しょっちゅう条例改正等にならないような形で、制定に向けて検

討してまいりたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 先ほどの条例制定の内容です。基本的施策として、与論町は相談及び情報の提供、

経済的支援、日常生活の支援等々載っております。ただ県内、与論町のように支援

内容が多岐にわたるところがないので、これも先ほどの再犯防止等含めて、犯罪被

害者の制定に向けても与論町が大変参考になるというふうに考えておりますが、い

かがでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 与論町につきましては、先ほどの再犯の条例に関しましても今回のこの条例に関

しましても、職員でかなり勉強されている職員がいて、その方が中心になってつく

ったと伺っております。そういうものも含めまして、私どもと与論町は似ている環

境にありますので、利用できる、参考にできるところは参考にして、いろんな協議

会があります。この条例に関しましては、いろんな団体、警察、民生委員、その他

行政、医療機関も含めまして、いろんな団体との関わりが出てきますので、こちら

知名町に合わせた形でつくってまいりたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 先ほどの再犯も今回の被害者支援も含めて、与論町はどちらもお話を聞いてきま

したが、その当時の町民生活課長と担当で委託をせずに自分たちで策定したという

ふうに伺っております。内容は、鹿児島県が策定した条例、あと計画を参考に作成

をしたというふうに聞いておりますが、驚いて帰ってきましたが、ぜひ与論町、こ

れも与論町が大分参考になると思いますので、犯罪被害者等支援計画も併せて与論

町の内容等をぜひ聞いて参考にしていただければと思います。  

 次の②にいきます。  

 その犯罪被害者等施策の計画です。計画については、残念ながら鹿児島県と与論

町しかつくっておりません。ほかの４２の市町村がまだつくっていない状況です。

それだけ鹿児島県が遅れているというか、再犯防止については取組は結構取り組ん

でいるんですけれども、実際被害に遭われている犯罪被害者への支援等々の取組が

遅れているというところで、本町、知名町も早い段階で、先ほどの再犯防止もです

けれども、この犯罪被害者支援も条例、計画も併せて、与論町を含めて、先ほど保

健福祉課長がほかの市町村の事例も参考にしながらと言いましたが、ぜひ来年度中

にそのような取組をしていただいて、来年度中にはこの再犯防止と犯罪者支援の条
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例、計画がどちらもできますようお願いをしたいと思っておりますが、いかがでし

ょうか。  

○成美保昭総務課長  

 条例の制定と見舞金等の支給に関する要綱と、これは２つ同じ時期でつくるべき

だと思っておりますので、条例だけで動けないところが出てきますので、そこはセ

ットにしてつくりまして、計画につきましては、この３つを一緒に動かすのが困難

ですので、またその後に次の段階として知名町に合わせた形での計画を検討してま

いりたいと思っております。  

○髙風勝一郎議員  

 ぜひ大きな２番の再犯防止、そしてこの大きな３番の犯罪被害者の支援を含めて、

与論町は同時進行で策定をしたというふうに聞いておりますので、業務は大分重く

なるかなと思いますけれども、ぜひ鹿児島県自体の内容が遅れておりますので、知

名町は早め早めにそのような取組をしていただければと思います。  

 ③にいきます。  

 イラブ・ユンヌ被害者支援ネットワーク、知名町教育長が会長を務めておりまし

て、先日、新聞に、１０月１４日に沖永良部署で総会が行われたというふうな記事

が載っておりました。先日、沖永良部警察署の警務課長のところへお会いをしてお

話を伺ってきました。先ほど町長の答弁にもあったとおりです。  

 ただ、このイラブ・ユンヌ被害者支援ネットワーク、設立してもう２６年がたつ

そうですけれども、大きな事件、事故がないということでありがたいことなんです

けれども、先日の会ではメンバーを見ますと、３町の行政から教育長、教育委員会、

総務課、保健福祉課の皆さんが会員になっておりまして、あと防犯協会、交通安全

協会、民生委員など、そして沖永良部警察署の各課長がメンバーになっております。  

 １０月１４日に行われた総会では、シミュレーションを行っているようです。被

害者家族が直面すると思われる問題をシミュレーション形式で会議を行って、各機

関が緊急にスムーズに動けるよう備えることを確認しながら、突然起こった被害者

の早急な対応方法を知られたと思いますが、この会に参加されて教育長、どのよう

に感じられましたでしょうか。  

○田中幸太郎教育長  

 お答えをいたします。  

 １０月のこの会議ですけれども、この会長は隔年で交代しておりまして、和泊町

の教育長が担当する年と本年度は知名町が担当ということでありました。内容的に

は先ほどの行政報告でも申し上げましたけれども、想定事例に基づいた討議という
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のをしました。これは、その日は飲酒運転による死亡事故の事例を基に、残された

遺族についてどのようなケアができるかという話合いをしました。  

 各機関がそれぞれ事前に調べていたことの発表を聞きましたけれども、やはりこ

ういった全体に関わるようなこと、広範囲に関わるような事例につきましては、連

携がとても大事であろうということを感じましたし、それは沖永良部島と与論島、

まさにこの一体的な取組が必要だろうと。総会は年に１回ありますけれども、この

ネットワーク自体が動くという事例はいまだかつてありませんので、ただ、それが

ないことが一番望ましいんですけれども、あったときには速やかに行動できるよう

に、日頃から連携をしていくということが必要なんだろうと思います。  

 以上です。  

○髙風勝一郎議員  

 その会のときに、かごしま犯罪被害者支援センターから事務局長が来ていただい

て、講話をされたということで記事も載っております。  

 先日、鹿児島に行きまして事務局長にお会いをしていきました。事務局長のお話

としては、被害者への多岐にわたり町独自の応急的な経済的支援などの必要性の説

明があったと思いますが、事務局長が鹿児島県内、特に１か所しかありませんが、

与論町が条例から計画まで制定をしております。ぜひ支援条例と支援計画の重要性

をもう一度考えてほしいというふうに私にもお話をされておりました。  

 与論町もこのイラブ・ユンヌのメンバーに入っておりますので、ぜひこのネット

ワーク組織を通じて、先ほどまでお話をした条例、計画の策定に向けての何らかの

関係が持てるのかなと思って質問をさせていただきましたが、今後どのように取り

組むべきかというふうな考えがおありでしょうか、教育長。  

○田中幸太郎教育長  

 先ほどの町長答弁のとおりでございますけれども、このネットワーク総会のとき

にもおっしゃったように、条例の制定の必要性ということを強く感じましたし、ま

た今後、いろんな市町村の状況も見ながら、総務課長も言われましたけれども、検

討していくということでございますので、条例、計画等に基づいてこのネットワー

クも動いていくんだろうというふうに認識を持ちました。  

 以上です。  

○髙風勝一郎議員  

 ぜひ総務課長も、このような組織がありますので、与論町との連携、さらに深め

ていけると思っておりますので、教育長、教育委員会、総務課、保健福祉課、様々

な部署のまた連携も含めて、早い段階での条例、あと計画ができることを要望いた
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します。  

 犯罪被害者等基本計画において、１１月２５日から１２月１日まで犯罪被害者週

間と定めておりまして、先日、和泊町の役場でこのような啓発活動を行っておりま

した。県のほうに聞きましたら、県のくらし共生協働課と鹿児島県警が共同で取り

組んでいるというところで、和泊町は連絡が来たのでオーケーして展示をしており

ますということだったんですけれども、知名町がどうのこうのというよりは、先ほ

どの沖永良部警察署の警務課長にもお願いをしましたが、ぜひ知名町、和泊町交互

にこのような犯罪被害者の支援に向けた啓発ができればいいと思いますので、また

県警、あとは県庁のほうにもそのような声かけをお願いできますかというふうなお

願いもしたところです。  

 ぜひ総務課長、またそのような取組も考えていただきたいんですけれども、いか

がでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 この一連の計画、条例等に関しまして、特に警察との関係性が深く必要になると

思われますので、これからもこのような会を通じて意見交換をしてまいりたいと思

っております。  

○髙風勝一郎議員  

 ぜひ取り組んで、来年度中には形が見えることをお願いをしたいと思います。  

 ④にいきます。  

 第２次男女共同参画基本計画で出しております。これは去年の６月議会で議案説

明を企画振興課長からいただいた資料です。第２次知名町男女共同参画基本計画案

を策定しております。そこの説明の欄に、具体的な取組については行政システムを

用いて進捗確認を行う、知名町男女共同参画推進懇話会において計画の進捗につい

て確認をするというところで、今後、そのような行政システムや懇話会が行われた

後の公表は考えていないのか、伺います。  

○永野道也企画振興課長  

 ただいまのご質問で男女共同参画基本計画についてなんですが、毎年、計画に対

してアクションを行い、チェックを懇話会で行っていくという流れを持つことで計

画しております。その中で本年度は、１２月中に開催を予定しておりましたが、国

勢調査等々の他業務もありまして開催時期が若干遅れておりますが、今集計のほう

を行っておると先ほどの答弁の中で説明させていただきました。  

 もちろん懇話会の中で各種意見等をいただきますので、懇話会の目的であります

研究・協議を行いながら、公表できるところはできる、進捗状況を公表していける
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よう努めていきたいと思います。  

○髙風勝一郎議員  

 平成２６年の実績、令和５年の現況、令和１０年の目標に向けて数字を出してお

ります。ぜひ数値と内容等が把握できましたら、何らかの形でまた町民の皆様に示

していただければと思いますが、いかがでしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 ただいまのご指摘のとおり、町民の皆さんに進捗状況、また幅広く周知できるよ

うに努めてまいります。  

○外山利章議長  

 まとめてください。  

○髙風勝一郎議員  

 男女共同参画についても、この再犯防止、あと犯罪被害者等々に関連してくると

思いますので、イラブ・ユンヌネットワーク等も含めて、今後、皆様でぜひ連携を

取って来年度中には取り組んでいただきたいと思います。  

 一般質問を終わります。  

○外山利章議長  

 これで、髙風勝一郎議員の一般質問を終わります。  

 しばらく休憩します。  

 次の会議は午後３時３０分から再開します。  

休  憩  午後  ３時１１分  

─────────────── 

再  開  午後  ３時３０分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

 次に、通告４番、窪田  仁議員の発言を許可します。  

○窪田  仁議員  

 議場の皆様、そして傍聴席の皆様、さらにはインターネットをご覧の皆様、こん

にちは。議席番号８番、窪田  仁が１から５まで一般質問をいたします。  

 大きな１番、農業振興について。  

 ①本町の令和６年度の農畜産物の販売高が５２億円を超えました。この要因につ

いて伺います。  

 ②農畜産業のさらなる発展に向け、今後の展望及び本町としての取組について伺

います。  
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 ③重要病害虫ジャガイモシストセンチュウの影響により、既存品種の種苗供給が

不安定化することが懸念されています。安定した種苗供給と安心して農業経営がで

きる体制について伺います。  

 ④夏植えサトウキビの間作品目としてジャガイモ栽培が有効と考えます。本町と

してサトウキビとジャガイモの間作を奨励する制度は可能か伺います。  

 ⑤サトウキビ生産量の増加を受け、現在の圧搾処理能力について、日量９００ト

ンを１，２００トンへ増強することが可能か伺います。  

 大きな２番、芭蕉布の伝統文化の継承・振興について。  

 ①２０２５年、第４６回南海文化賞（郷土・民俗部門）を芭蕉布の長谷川千代子

氏が受賞されました。長年にわたる技術継承及び地域文化振興への貢献が評価され

たものですが、本町としての表彰の予定はあるか。  

 ②芭蕉布に対する重要無形文化財の保持者として長谷川氏がふさわしいと考える。

さきの議会で指定に向けた調査の必要性について答弁をもらったが、進捗状況はど

うなっているのか。  

 大きな３番、文化財の保存・活用について。  

 ①文化財の保存と活用を取りまとめた文化財保存活用地域計画書の策定状況につ

いて伺います。  

 ②両町で共同して進めている古墓群の国指定に向けた進捗状況について伺います。  

 ③古墓の石垣崩落が長年にわたり続いています。３Ｄ測量等を活用した恒久的保

全の可能性を含め、文化財の保存・活用計画について伺います。  

 大きな４番、ふるさと納税の推進について。  

 ①ふるさと納税及び企業版ふるさと納税の実績・進捗状況について伺います。  

 ②ガバメントクラウドファンディング（ＧＣＦ）の取組状況について伺います。  

 大きな５、水土里サークル事業について。  

 ①水土里サークル事業の事業範囲拡大申請は、最短で何日前までに申請すればよ

いか伺います。  

 ②今年２月に竿津、屋子母地区により事業範囲拡大の要請が出されていますが、

その完了・対応見通しについて伺います。  

 以上です。  

○今井力夫町長  

 それでは、窪田  仁議員のご質問に順を追って回答しますが、大きな設問の２の

②につきましては教育長答弁、それから大きな設問３、教育分野でございますので、

こちらも教育長が答弁します。  
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 それでは、まず大きな設問の１の①から行います。  

 本町の令和６年度農産物の生産額は５２億３，５００万円となっております。そ

の要因としては、サトウキビの単収増加及びバレイショの単価上昇が主な要因とし

て挙げられます。  

 ②につきまして、本町農業は先ほど生産額上昇の要因として申し上げたサトウキ

ビの単収及びバレイショの単収、単価の状況により生産額が大きく左右されます。

今後も高齢化や機械化に伴い、サトウキビ及びバレイショを中心とした品目構成で

推移するものと思われます。  

 町といたしましては、本町の強みであります温暖な気候条件を生かした既存品目

のさらなる単収向上、生産者の確保に努めるとともに、エダマメやカボチャなど新

規品目の導入、二期作、二毛作など農地の高度利用の推進による収益性の向上、畑

かんの積極的な活用による安定生産に努め、生産額ひいては農家所得向上及び安定

化に努めてまいります。また、特産加工品等の開発も併せて推進し、魅力ある産品

の育成支援を行うなど、総合的に取り組み、持続的で活気ある知名町農業の確立を

目指します。  

 ③につきまして、ジャガイモシストセンチュウは発生すると収量は最大５０％以

上し減収し、１０年以上シスト体で生存するため根絶困難な重要病害虫であります。

本町で生産されているメークインや北海こがね、ニシユタカといった品種は、いず

れも本病害虫への抵抗性がありません。  

 知名町の種場産地であります北海道由仁町の圃場から、今年６月にジャガイモシ

ストセンチュウの発生が確認されました。今年度は当該生産者以外の圃場からの供

給は可能でしたが、次年度以降、当該地区の１３ヘクタールではシスト抵抗性品種

のみ供給可能になるとのことでございます。  

 種場産地におきましては、ジャガイモシストセンチュウの発生防止対策を徹底し

ておりますが、発生地域拡大の可能性もあり、本町で生産されている品種につきま

しては、今後の種子供給体制が不透明な状況となっております。鹿児島県育成のジ

ャガイモシストセンチュウ抵抗性品種しまあかりにつきましては、昨年度の町内実

証結果からニシユタカと同等の収量結果が出ており、代替可能な品種であると考え

られます。  

 本町で生産されている品種の供給体制の確保、しまあかりなど抵抗性品種への移

行につきましては、種場産地における抵抗性品種の増殖、提供体制及びジャガイモ

シストセンチュウの発生状況などを踏まえ、関係機関と協議をしながら、抵抗性品

種への切替えと安定した種苗供給がなされるよう取り組んでまいります。  
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 ④番、ご指摘のとおりサトウキビとジャガイモの間作は、耕地の有効活用と農家

の所得向上の観点から一定の意義があると認識をしております。しかしながら、実

現に向けては農薬使用の問題等も存在します。サトウキビとジャガイモでは使用す

る農薬が異なり、両作物を同一圃場、間作であるならば隣の畝で栽培することにな

り、農薬の飛散や残留により相互汚染の懸念があります。農薬の使用基準は、農薬

取締法により個別の作物に対する農薬の適用作物、使用方法、使用回数、濃度等が

定められており、不適切な使用により一方の作物に登録外の農薬が付着・残留する

こととなれば、実質的には違法状態となる可能性があります。  

 本町としましては、サトウキビとジャガイモの間作は、基本的に農家個々の経営

判断と創意工夫に基づく取組であると考えており、町として間作に対して奨励制度

を設けることは難しいのではないかと考えております。  

 ⑤番目、ご質問の製糖工場の処理能力につきまして、６月議会で答弁いたしまし

たとおり、結論から申し上げますと、現時点において工場の処理能力は問題ないと

認識をしております。日量１，２００トン工場へ増強するには多額の費用を要する

ため、南栄糖業では現状維持及び精度を上げていく方針であります。  

 令和６・７年期のサトウキビ生産量が１０万トンを達成し、今期も生育に恵まれ、

９万５，０００トンを見込んでおります。過去５年間の生産量が約９万トン前後で

推移しているため、天候を考慮しても、１２０日前後で圧搾を終了することは可能

となりますが、その期間内で処理するためには、議員ご指摘のとおり工場の処理能

力である日量９００トンをいかに安定して稼働させるかが重要となります。南栄糖

業として、近年の計画的な設備更新により１日の圧搾量９００トンを実現しており、

今後も順次、設備更新を行いながら、さらに安定した圧搾ができるよう努めている

ところでございます。  

 町といたしましては、生産農家の皆様が安心して栽培に取り組めるよう、南栄糖

業をはじめとする関係機関と連携を図り、安定的な圧搾処理体制の維持向上が図ら

れるように努めてまいります。  

 大きな設問の２です。  

 ①このたびの長谷川千代子氏の南海文化賞の受賞に当たりましては、長谷川氏の

これまでの芭蕉布製作への取組とその伝承活動が高く評価されたものであり、大変

喜ばしいことでございます。長谷川氏におかれましては、平成２４年に県の優秀技

能者表彰を受賞されているほか、本町においても議員ご承知のとおり、平成１４年

に社会教育功労賞における特別表彰をはじめ、令和元年には青少年教育活動に対す

る社会教育功労賞を受賞されております。  
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 さて、本町において、様々な場面において各種表彰がされているところでござい

ますが、その決定に当たっては、それぞれの機関で一定の基準により審査が行われ

ているものと承知しております。本町においては、長谷川氏のほかにも様々な分野

で活躍されている方がおられます。この場において特定の方の表彰を行う、行わな

いということについて明言することは、そのような方々の表彰やそれぞれの機関が

行う審査にも影響することとなると考えております。  

 これらのことから、町が行う表彰は厳正かつ慎重に行う必要がありますので、こ

の場において特定の方の表彰の有無についてお答えすることは差し控えさせていた

だきます。  

 以上で、私の回答を終わります。  

 引き続き回答させていただきます。４と５が残っているということでございます

ので。皆さんよくお気づきになりました。  

 それでは、改めまして大変失礼しました。  

 ふるさと納税の推進についてお答えします。  

 本年度１２月９日時点におけるふるさと納税の実績は３，１４７万１，０００円

で、昨年度同日比では２２８万９，３００円の増額となっております。  

 魅力的な返礼品の創出につきましては、今年度新たに島型ちんすこうやうどん、

海産物の詰め合わせセット、クラフトビールなどを展開しております。また、今年

度復活させましたフローラルちな新商品開発事業に取り組んでいる３つの特産品に

ついても、年度内に返礼品登録を完了する見込みとなっております。  

 次 に 、 企 業 版 ふ る さ と 納 税 の 実 績 に つ き ま し て は 、 本 年 １ ２ 月 ９ 日 時 点 で

７ ２ ２ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 と な っ て お り ま す 。 昨 年 度 の 実 績 と 比 較 し ま す と ２ ０ ２ 万

７，０００円の増額となっております。  

 主な理由といたしましては、これまで本町と取引があった全ての企業に対して営

業活動を実施したことや物納制度を活用した寄附の推進に努めたことによるもので

ございます。これに加えて、本年度中にさらに１，０００万円規模の寄附を予定し

ております。  

 今後も、本町の貴重な財源確保のために、ふるさと納税の一層の推進に努めてま

いります。  

 ② 番 目 、 ガ バ メ ン ト ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ の 取 組 状 況 に つ き ま し て は 、 令 和

５年度に実施しました大雨災害によって土砂が流入した銀水洞の復旧作業及び昨年

度実施の知名町ふるさと夏まつり＆大山祭花火大会応援事業に続き、今年度は、初

出場を果たした国土交通大臣杯全国離島交流中学生野球大会、通称離島甲子園に初
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出場を果たしたことを契機に、継続的な参加を促す事業を展開しております。  

 また、昨年度から知名町ガバメントクラウドファンディング型協働のまちづくり

事業補助金を創設し、町内において様々な活動に取り組まれている町民団体等を応

援すべく、次の３つの項目全てに該当する事業を対象として実施しております。  

 １つ目は、本町総合振興計画に掲げるまちづくり施策に資するものであり、地域

活性化につながる特色ある事業であるということ。  

 ２つ目は、寄附金の目標額を１００万円以上とする事業であるということ。  

 ３つ目は、寄附金が目標額に達しない場合でも、事業を確実に実施できる体制が

整っていることとしてあります。  

 今後も、多様な形でふるさと納税の寄附を頂けるように取組を進めてまいります。  

 ５番目、水土里サークルにつきまして。  

 多面的機能支払交付金事業は、農地や水路、農道など地域の農村資源を保全・管

理するための共同作業を支援する制度となっており、農家だけでなく地域住民も参

加し、草刈りや水路の泥上げといった活動や施設の軽微な補修、景観形成のための

植栽などに取り組む組織に交付金が支払われております。  

 議員がおっしゃる事業範囲拡大とは、活動可能範囲を広げるいわゆる認定農用地

拡大のことだと思われます。組織での合意後、事務局へ追加したい農用地を示した

図面を提出をし、追加していくという流れになります。追加したい農地が多い場合

に、現況確認やシステム入力に時間を要しますので、年間の町全体要望集約及び調

査、入力を考慮し、面積追加分を含めた交付金申請を行う場合は、町の当初予算編

成の関係上、毎年１０月半ばとしております。  

 ②番目、竿津地区、屋子母地区の認定農用地拡大につきましては、認定農用地の

追加を終え、両組織代表に事業範囲拡大を反映した図面をお渡ししてあります。  

 以上でございます。  

○田中幸太郎教育長  

 それでは、窪田  仁議員の芭蕉布の伝統文化の継承・振興についての②について

お答えをいたします。  

 議員からのご質問につきましては、前段を国指定、後段を町指定についてのご質

問と捉えて回答いたします。  

 芭蕉布の重要無形文化財、いわゆる国指定につきましては、９月議会でも答弁し

ましたとおり、町や県からの申請・推薦を前提とするものではなく、文化財保護法

にのっとり国が全国的な観点から調査、認定する仕組みとなっておりますので、こ

ちらでお答えできるものではございません。  
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 また、町指定無形文化財につきましては、１０月に行われました第２回文化財保

護審議会において改めて本件について議論を深めました。その結果、審議会におい

ては、文化財に指定するのであれば地域に独自に伝わる技術が重要ではないか、ま

た、今後、伝統を引き継いでいく流れがないと指定として難しいのではないか、さ

らに、島全体を通して体系的に調査、確認すべきではないかなどのご意見をいただ

いております。  

 今後、状況を見ながら再度審議会に諮り、調査の必要性について検討してまいり

たいと考えております。  

 なお、調査に至った場合には、途中経過の内容についてお示しするのは控えさせ

ていただきます。  

 続きまして、３番、文化財の保存・活用についての①でございます。  

 本町における文化財保存活用地域計画書の策定につきましては、現時点では未着

手の状況でございます。文化財保存活用地域計画は、町内に所在する文化財全体を

対象に、指定・未指定を問わず保存・活用の基本的な方向性を示すものであり、町

としての包括的な取組方針を整理する性格を有しております。こうした性質から、

庁内関係部局や関係団体、地域住民などと連携し、広範囲にわたる協力体制が必要

であるため、地域全体で進めていくことが求められる計画でございます。  

 本町の実情に対して、県より個別の保存活用計画の策定が優先するとの助言をい

ただいているところですので、まずは国指定を目指している沖永良部古墓群や既に

指定を受けた住吉貝塚など個別の保存活用計画の策定を優先し、段階的に取り組む

必要があるものと考えております。  

 次に、②と③でございますが、ご質問の②③につきましては関連がありますので、

併せてお答えをいたします。  

 和泊町と進めております沖永良部島古墓群の国指定に向けた取組につきましては、

令和元年度から５年度にかけて、町内古墓分布調査及び詳細調査を実施し、昨年度

には調査の集大成である総括報告書を両町合冊にて刊行いたしました。  

 本年度につきましては、知名町３件、和泊町１件の古墓を対象に指定のための意

見具申書を作成し、７月に文化庁において文化庁文化財第２課審議係及び担当調査

官、県文化財課、両町を交えてヒアリングを行い、８月に県文化財課を通じて正式

に意見具申書を提出しております。  

 また、古墓の石積み崩落につきましては、土のうを用いた抑えや防水シートをか

ぶせて水の影響を防ぐなど応急処置を行っております。仮に国指定になった場合は、

指導機関、専門家、地元有識者、庁内関係部局などを交えた保存活用計画策定委員
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会を発足する必要があり、その際に具体的な保存・整備方針について検討される見

込みでございます。  

 以上でございます。  

○窪田  仁議員  

 これより再質問を行います。  

 まず、農業振興について。  

 本年度の５２億円を超えた要因としては、サトウキビ単収の増、バレイショ単収

の価格の上昇ということですが、来年度もその売上げを維持しながら下がらないよ

うにする対策はできているのか伺います。  

○岡越  豊農林課長  

 昨年度５・６年期のサトウキビについては、議員もご存じのように１０万トンを

超えたというところ、それからバレイショにつきましても非常に品薄ということか

ら、単価が３００円を超えるという形で高値で安定をしたということもございまし

て、昨年度の生産額につきましては５２億３，５００万円ということになりました。  

 ただ、これを安定させるということは非常に重要ではございますが、サトウキビ

についても天候による単収の増減はございますし、バレイショにつきましても市場

単価に左右されるものでございますので、いかにここを安定させるかということが

重要かと思います。なので、このバレイショの市場単価については、国内の市況、

それからほかの産地の状況等もございますので、推移を見守っていくしかないのか

と思います。  

 町長答弁にもございましたように、この２品目が非常に今、本町の生産額という

ことを左右しますので、まずはこの安定を図っていくことが重要だと思います。そ

れに左右されない作物推進ということも併せて取り組んでいかなければいけないと

思っておりますので、どのように今年度、昨年度並みを維持するのかというのは非

常に難しい命題だと思いますが、取り組んでまいりたいと思っております。  

○窪田  仁議員  

 状況を見てみると、販売高が平成２７年、令和２年、令和６年と、令和２年だけ

５０億円弱ですけれども、近く、ほかは５０億円、今年は記録が出たような５２億

円 と い う 状 況 で す け れ ど も 、 そ こ で 農 家 戸 数 を 見 て み ま す と 、 令 和 ３ 年 、 ４ 年 、

５年、６年を見てみますと、７３１、７２７、７３６、７３１とほとんど変わらな

いような状況です。このような中で売上げを上げたということ、とても天候により

キビの豊作、ジャガイモ価格の高騰、畜産の価格の上昇、大変すばらしい年であっ

たと思います。  
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 ただ、来年度の計画を見るとはるかに下げて、４４億５，０００万円を目標にし

ているという、２割程度は上げた計画を立ててほしいんですけれども、いかに弱気

かなと思うんですけれども、その辺はどうですか。  

○岡越  豊農林課長  

 本来であれば強気の計画というのを立てたいところではございますが、どうして

も過去の単収であるところ、それから市況単価によるところ、そういったものの平

均を取って算出をした結果、このような計画となっておりますが、目指すべきはや

はり高い数字を目指したいと思っております。  

○窪田  仁議員  

 農畜産物の販売高は５２億円ですけれども、ちなみに隣町は７２億円と、これは

２０億円ほど離れているんですけれども、これを１０年に考えると２００億円とい

う 、 大 変 知 名 町 の 努 力 が 必 要 か な と い う と こ ろ で は ご ざ い ま す け れ ど も 、 キ ビ で

５億円のプラスになっているんですけれども、あと野菜でマイナス３億円、そして

花で１４億円、畜産で６億円と、合計が２０億円となっております。これを肝に銘

じて、上がるような政策、農業政策をフルに生かしてほしいなと思うところです。  

 ②にいきます。  

 取組状況が、本町の展望についてですけれども、これからはエダマメとかカボチ

ャ、間作を取り扱っていくということで、農家所得の向上及び安定化に努めるとい

うことです。間作、ちょっと待ってください。間作、ここです。  

 ３番にいきます。  

 農協のジャガイモシストセンチュウ等々の影響により、既存品種の種苗供給が不

安定化しているということで懸念されていますけれども、農協の注文状況、不安定

要素は把握しているでしょうか、伺います。  

○岡越  豊農林課長  

 今年度はジャガイモシストセンチュウによる種バレイショの供給減というわけで

はなくて、北海道産のバレイショ自体が少し小粒傾向、小玉の傾向にあるというこ

とで、全体的な種バレイショの供給が減少するのではないかということを懸念して

おりました。  

 実際、北海道からの種子の供給も例年よりも２週間程度ずれたところではござい

ますが、町内の農協を含め、各種の種バレイショを取り扱う事業所に確認をしたと

ころ、農協は９２％の注文数量に対する確保率、ほかの事業所については１００％

ということで、影響は少なかったというふうには考えております。  

○窪田  仁議員  
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 最初の頃はジャガイモの量が、ニシユタカで６０％という大変な注文できないよ

うな状況の情報が流れてきまして、今の状況で９２％達成したということで、次年

度は種苗の不安定化から注文数が増えるんじゃないかと。例えば、１００注文する

のに来ないから１２０％注文してくるんじゃないかという流れで、増えるのかなと

読んでいます、農協のほうでは。種苗の確保に自家養成冷蔵種子がよいとのことで、

令和７年度ＪＡ預かり冷蔵庫の状況とかは把握しているでしょうか、伺います。  

○岡越  豊農林課長  

 種子の注文状況から見て、北海道産の新規を使った種子の注文状況から見ると、

おおよそ７割が北海道からの購入などで、残りの３割が恐らく自家採種ということ

で、それを１年間養成して種バレイショとして使用していく、そういう状況にある

かと思います。  

 議員がご心配されているように、来年減らされるから前もって多く注文をしてお

こうというような注文を多分生産者としてはしてくると思いますので、それについ

ては出荷量、それから実際の栽培規模、いろんなものから確認作業が必要になるか

とは思うところです。  

 その種を安定供給というところに関しましては、どうしても北海道に依存をせざ

るを得ませんので、それについては安定供給がなされるよう農協、それから沖永良

部だけの問題ではございませんので、それについては強く要請をしてまいりたいと

考えているところです。  

○窪田  仁議員  

 種苗の確保に自家養成冷蔵種子が増えると見込まれて、冷蔵庫のＪＡ預かりの冷

蔵種子は５，５００ケース、１基増やして１，０００ケースプラス、さらに次年度

１基増やして１，０００ケースの計画があるんですけれども、それはご存じですか。  

○岡越  豊農林課長  

 このジャガイモシストセンチュウ抵抗性の考えもですが、その自家採取の割合を

どのように増やしていくかということは、今後の安定した種の確保という点では非

常に重要かと思います。その中で、農協とも意見交換をしておりまして、予冷庫が

今後、必要になってくるが、今のところすぐ予冷庫を増やさないといけないという

状況にはないということは聞いていますので、今後の推移を見守りながら、予冷庫

については奄振事業でも要望が可能となっておりますので、推移を見守り、必要と

いうふうに判断される場合には要望してまいりたいと思っております。  

○窪田  仁議員  

 農家経営の安定のために安心安全な種苗の供給体制を要請して、④にいきます。  
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 夏植えのサトウキビとの間作ですけれども、今、流れで農薬が違うのでという流

れがあるんですけれども、これが今年植えた２メートルのキビの間にジャガイモを

植えると、中に農機具カルチとかポテトハーベスターが入るという流れです。これ

は今年植えたやつです。夏植えのあれです。この夏植えは、去年ジャガイモを取っ

た後の出来高は反当たり６トン出ていますけれども、夏植えで１０トンは可能とい

うことですので、プランター植えもできるということで、ご理解をお願いします。  

 今年１２月に栽培したキビの後にさらにジャガイモを植える。夏植えするとキビ

の収穫が来年の１２月以降になりますので収入がない。収入がないところにジャガ

イモの収入が入ればいいのかなという土地の有効利用なんですけれども、これにつ

いて農薬というんですけれども、ほとんど葉っぱが１メートルぐらいしかないので、

ほぼ影響ないのかと。ジャガイモの農薬でキビの農薬も掘った後キビですから、ジ

ャガイモの農薬には影響ないかと思うんですけれども、その辺はどうですか。  

○岡越  豊農林課長  

 大丈夫だとはとても言えないので、間作につきましては農家の、町長の答弁でも

ございましたけれども、創意工夫のところになってくるかと思います。  

 非常に防風効果、それから土地を利用していくという中では、キビの畝と畝の間

を広げてその間にバレイショを植えていくということは、非常に作物を育てる上で

はかなり効果はあるのかと思うところですが、どうしてもサトウキビについては除

草剤を多く使用しますし、バレイショについても疫病予防等を行う中で、全くドリ

フトがないということはとても言えないし、そこを町として推進していくというこ

とは言えませんが、創意工夫の中で取り組まれるべきなのかというところは考えま

すが、どうしても農薬の点については注意をしていただきたいと思います。  

○窪田  仁議員  

 夏植えの間作、畝幅２メートルでジャガイモを生産するとプランター植付けがで

き、１０アール当たり１０トン取り分が可能ということと、あとジャガイモを収穫

した後のジャガイモの肥料の残りがキビに効果的ということ、次年度１２月にキビ

のさらにまた来年収穫、１２月にキビを刈った後またジャガイモを植えるんですけ

れども、２回転が効くという流れですので、それに新ジャガの種も植えられる。キ

ビの間作奨励まではまだいきませんけれども、その現場を見てまた再評価をしてい

ただきたいと思うところでございます。今、３か所に並んでおりますので見やすい

ところです。  

 ⑤にいきます。  

 サトウキビの圧搾処理を９００から１，２００トンへ増強することは可能かどう
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か、今伺った時点では厳しいということなんですけれども、収穫量が増える傾向に

ハーベスト台数が増える適正な運営が叫ばれてきますけれども、令和１２年度まで

の要望が出ていますけれども、どうでしょうか。  

○岡越  豊農林課長  

 昨年度１０万６，０００トンということで、かなりサトウキビの生産量が伸びた

ことから、処理圧搾計画が後半にずれ込みまして４月後半に終了したところでござ

います。  

 今年度については９万５，０００トン、９万４，８７０トンを計画しております

が、１割程度伸びる、減る、増減はあるかと思います。そういった中で、今工場と

してはこの１０万トン、９万５，０００トン余りをしっかり日量処理していけば、

１００日前後で終わるということで、その精度を高めていく。  

 それ以上の処理能力を持つとなると、もうラインを一つ増やすということじゃな

くて、もう一つ新しい工場を造るぐらいのことになるということなので、これにつ

いてはもうサトウキビの生産量が常に１１万トン、１２万トンということでない限

りは、なかなか踏み切れるものではないというふうに思います。  

 これにつきましては、当然生産者のご心配はごもっともだとは思いますが、しば

らくはキビの生産量がどのように推移するか、そういった中で、絶対必要じゃない

かというところまでいかないと会社としても動けないことかと思いますので、これ

については、当然、各ＪＡの部会とそれからハーベスタの皆様のご意見等も伺いな

がら、南栄糖業の会社のほうとは協議をしておりますので、推移をちょっと見守る

しかないのかというふうに思うところです。  

○窪田  仁議員  

 そうですね、推移を見守るという流れだと思います。近くでハーベスタがキビを

やっていたんですけれども、２反、３反ぐらいのキビ畑を午前中に全て終わって午

後からまた違うところへ行くと、これは３０トン、４０トンぐらいになるんじゃな

いか、１台で、そのような心配もしているところです。  

 状況を見守るということで、次、大きな２番、芭蕉布にいきます。  

 南海文化賞で各分野の専門家により評価された奄美で最高の賞、最優秀賞をいた

だいたということで、専門家が見て選んだ方と町の表彰は、いろんな方々、町の区

長等々、自治会長といろんな方が推薦して上がってきた方のちょっと違いがあるん

ですけれども、これが町の賞の最高賞なんですけれども、町民栄誉賞的なものも必

要じゃないかと思って、これから南海文化賞の人員は今まで知名町では２人と１団

体です。赤地信さん、ヒョーの蛇踊り、それに続く長谷川千代子さんがなられたと
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いうことなんです。和泊町では優秀な方が９人ぐらい上がっているらしいんですけ

れども、本町では少ない。本町でもどしどし出せるような方向性を出してほしいん

ですけれども、いかがでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 先ほどの町長の答弁でもありましたとおり、予定というものはこの時点でといい

ますか、誰々に表彰を予定するというような表現は用いられませんので、特にこう

いう場では。そのあたりの経緯等もなかなか公表はできないことになっております

ので、先ほど答弁にありました理由がそうであります。  

 よく分かってはおるんですが、そのあたりも含めましてご理解いただければと思

っております。  

○窪田  仁議員  

 了解しました。ここで、１９９８年から芭蕉布のつくる名人と言われる方から、

栗尾さんから、名前はなしで、学んで芭蕉布に取り組んで工房を開設。２００５年

に奄美の芭蕉布として県指定の伝統工芸品に登録された。町も地域の産業として支

援するために、２０１７年に地方創生加速化交付金を活用し、沖永良部芭蕉布会館

をオープンした。技術の継承を目的とした地域おこし協力隊１人も採用し、後継者

育成に取り組んでいることで。今、芭蕉布が約３，０００本ほど栽培されておりま

す。  

 指定に必要なここ、県の議会の者が南海日日新聞に掲載されておりましたので、

永井県議となっていましたけれども、大島つむぎを重要無形文化財にしたいという

ことの流れなんですけれども、製作技術が文化財として価値を有していることが県

文化財保護審議会で認められているということで、重要無形文化財に向けて早く進

めたいという話をしておりました。  

 芭蕉布も県の民芸、県指定の伝統的工芸品に登録されているので、そうされてい

るということは、文化財審議委員会の中にもかかっているということですので、進

められる地元の文化財審議委員会もそういう情報を共有してほしいと思うところで

す。  

 ここに文化財の指定登録の基準というものがあるんですけれども、これは県か国

から来たんですけれども、この中には重要無形文化財の指定及び保持者及び保護保

持団体の認定の基準、重要無形文化財、民俗文化財の指定の基準とかそういう基準

があるということは、申請様式があるのではないかという流れもあります。県、国

は申請を出すなとか言うんですけれども、これは要綱がありますので、法律があり

ますので出してもいいのかなと思います。出すのは構わないと思います。  



― 79 ― 

 行ってほしいなと思うところですけれども、ここで重要無形文化財、民俗文化財

の基準を一つだけ言いますけれども、技術の発生及び成立に示す者で、技術の変換

の過程に示す者、地域的特色を示す者で、重要無形文化財に指定される工芸技術を

高度に体得している者、工芸技術を正しく体得し、かつこれに精通している者とい

うことで、２人以上の者が共通の特色を有するという工芸技術を高度に体得してい

る場合においてこの基準に当たるという、構成員が当該工芸技術を保持する者が多

数いる、２人以上ですね、場合において、これらの者が主たる構成員としてなって

いる団体、これを保持団体という。保持団体をつくってからメンバーはいますから、

一般の私どもはなれない。芭蕉布に関連した人たちは保持団体の中に入るという。

保持団体は６人ぐらいいますので、保持団体をつくって申請を上げると県の指定に

入るのじゃないかと思うところです。  

 その方向に進められないのかという研究段階ですけれども、その辺はいかがです

か。  

○上原美穂香教育委員会事務局参事  

 窪田議員のおっしゃる件につきましては、県の重要無形文化財への指定申請がで

きないかどうかという点と捉えてお答えいたしますが、いずれにしても県が指定す

るかどうかにつきましても、先ほど議員がおっしゃったような指定基準に照らし合

わせて、県の審議会のほうで決めていくことになりますので、町が独自で動くもの

ではないということは、これまで答弁させていただいたとおりでございます。  

○窪田  仁議員  

 ぜひ前向きにご検討して進めていただきたいなと思うところです。  

 県指定の伝統工芸品の振興に対しては、後継者育成、普及活動に応じて補助金を

出しているということ。町の伝統工芸に向けての補助金等の計画はないのか、伺い

ます。  

○永野道也企画振興課長  

 窪田議員の活動継続についての答弁をさせていただきます。  

 補助金等については広報を行っておりませんが、技術等文化の継承ということで、

地域おこし協力隊を今年から雇用して、地域おこし協力隊を芭蕉布のほうに派遣を

しております。  

○窪田  仁議員  

 沖縄、与論、永良部みたいですけれども、永良部と与論は奄美の芭蕉布に入るら

しいです。その保存活用に向けて積極的に取り組んでいただけるよう要請して、次

にいきます。  
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 文化財の保存・活用について。  

 文化財保存・活用計画はできていないということなんですけれども、国指定に向

けたトゥール墓、住吉貝塚、その辺の辺りで文化財活用計画はつくるということで

理解はよろしいんですか、伺います。  

○上原美穂香教育委員会事務局参事  

 お答えいたします。  

 保存活用計画につきましては、町全体で文化財に係る基本方針を示すものであり

まして、所管課のみで完結するものではなくて、完成までには長期間要するもので

ございます。こちらといたしましても、まずは目下の課題であります個別の文化財

保存活用に係る取組を段階的に進めてまいりたいと考えております。  

○窪田  仁議員  

 ぜひこれからも積極的な文化財の保存活用を進めるように要請して、②両町で取

り組んでいる古墓群の国指定に向けた進捗状況の中に、今見てみるとロードマップ

どおりに進んでいることの理解をされておりますが、２つ、本町の最初に出た４つ

のトゥール墓の中にセージマ古墳が入っていないのがなんですけれども、その理由

は示していただけますか。  

○上原美穂香教育委員会事務局参事  

 当初、屋子母、セージマ、古墓を含む指定を目指してまいりましたが、何分地権

者の確認にちょっと長時間要しまして、こちらについてはまた追加指定という形で、

追加指定の可能性を含めて継続して調査している段階でございます。  

○窪田  仁議員  

 持ち主が分からないとかいろんな情報が入っていますので、その辺で理解してお

ります。  

 ③にいきます。  

 古墓群は長年にわたり石垣が崩れていますが、３Ｄの測量によって恒久的な保存

はできますか、伺います。  

○上原美穂香教育委員会事務局参事  

 議員のおっしゃるように、文化財の保存については当然重要な点だと思っており

ますので、今後、恒久的に保存・活用できるようにしていくものだと思っておりま

す。  

○窪田  仁議員  

 これからも積極的な文化財の保存・活用を進めるよう要請して、大きな４番、ふ

るさと納税にいきます。  
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 ふるさと納税は、去年の実績からすると今の状況から上がっているということと、

クラウドファンディングも併用しているということなんですけれども、去年より状

況がいいということですが、３月あたりが締めだと思うんですけれども、それに向

けてどのような検討をされているか伺います。  

○永野道也企画振興課長  

 昨年より納税額が増加した理由の一つとしては、大手納税のポータルサイトのポ

イントが廃止されるのに伴い、駆け込み需要であるというのが一つ。  

 企業版ふるさと納税につきましては、町長答弁にもありましたが、本町との取引

等があった事業所へ全件営業活動をかけさせていただき、増額となっております。  

 クラウドファンディングはまた別物というふうな認識をしていただければと思う

んですが、これにつきましては、各種民間団体、町内の団体から応募していただき、

その内容について寄附を集めていくというタイプになります。令和５年度には銀水

洞の復旧に関わる分、令和６年度はふるさと夏まつりの花火へ、令和７年度につき

ましては先ほどありました離島甲子園の助成ということで、それぞれ２５０万円程

度の目標額を設定し、２５０万円には達しておりませんが、その集まった額を全額

団体へ交付しております。  

○窪田  仁議員  

 隣町でも１億円ほどふるさと納税を出していたんですけれども、やっぱり仕組み

が変わってから大分少なくなっている状況が見えます。  

 企業版ふるさと納税では３件、５，０００万円以上は上がっているというのは実

績でございます。本町もより一層ふるさと納税の研究とともに、納税金額を増やし、

地域の課題解決にさらなるご尽力を尽くしていただけるよう要請して、大きな５番、

水土里サークル事業に入ります。  

 水土里サークルの認可が下りないということで、最短で何か月、何日かかるかと

いうことで、１０月に申し込めば確実にその範囲が４月あたりから効力を増すのか

どうか伺います。  

○下田浩治耕地課長  

 先ほど町長答弁にもございましたが、各組織の代表から地図の提出で要望がござ

いましたが、一筆一筆、倉庫などの構造物がないか、現況が畑であるのかなどの確

認 、 航 空 写 真 で の 確 認 が 認 め ら れ て は お り ま す が 、 議 員 お っ し ゃ る 竿 津 地 区 で

３０ヘクタール、筆にすると１１６筆、屋子母では５６ヘクタール、筆で２９５筆、

これは山林と原野を除いた分です。畑だけでその量でしたので、ちょっと時間を要

して、組織の代表には時間がかかったことをおわびして、先日、地図のほうをお渡
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ししたところであります。  

○窪田  仁議員  

 そうですね。昨年２月に要請されたんですけれども、要請する時点でいつ頃でき

るのかと確認を取ってくださいということをしたんですけれども、確認をして６月

ぐらいから農地の作業に入るという流れだったんですけれども、やっていないとい

うことで、今まで待っていて、来年４月から運用できるという丸々１年かかるわけ

ですから、その期日が１０月まで申し込めばある程度行けるのと、あと数が多過ぎ

たというその流れが理解できましたので、今後とも要請がありましたら共有されて

進めていただけるよう要望したいんですけれども、どうでしょうか。  

○下田浩治耕地課長  

 認定農用地としては、今年度の４月１日に遡って作業もしていただいております

ので、ただ、交付金としては次年度の申請となりますので、その点はご理解いただ

ければと思います。  

○外山利章議長  

 窪田議員、まとめてください。  

○窪田  仁議員  

 以上で終わります。  

○外山利章議長  

 これで、窪田  仁議員の一般質問を終わります。  

 本日の日程は全部終了しました。  

 本日はこれで散会します。  

 明日１７日は、午後１時から会議を開きます。お疲れさまでした。  

散  会  午後  ４時３０分  
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△開  会  午後  １時００分  

 

○外山利章議長  

 ご起立ください。  

 一同、礼。お座りください。  

 これから本日の会議を開きます。  

 

△日程第１  一般質問  

 

○外山利章議長  

 日程第１、一般質問を行います。  

 通告５番、根釜昭一郎議員の発言を許可します。  

○根釜昭一郎議員  

 町民の皆様、こんにちは。  

 変則開催で午後からの開催となりますが、議席番号９番、根釜昭一郎が一般質問

をいたします。  

 本町のＬＥＤ化の取り組みについて。  

 経済産業省の省エネ規制の一環で、２０２７年までに一般照明用蛍光灯の製造が

中止され、それに伴い順次販売も終了いたします。  

 そこで、それに代わるＬＥＤ化に向けた本町の取組状況と今後の対応について質

問いたします。  

 ①本町公共施設における施設ごとの新ＬＥＤ化の進捗状況を伺います。  

 ②残っている施設のＬＥＤ化計画について伺います。  

 ③学校施設のＬＥＤ化の進捗状況と今後の整備計画について伺います。  

 ④各集落の公民館のＬＥＤ化について、町として取り組むのか伺います。  

 ⑤蛍光灯製造中止については、町民へ広く周知すべきだと考えますが、対応につ

いて伺います。  

 ⑥町民のＬＥＤ機器購入、工事に伴う助成を単独事業で行えないか伺います。  

 以上で、壇上よりの質問を終わります。  

○今井力夫町長  

 では、２日目、根釜昭一郎議員のご質問に順を追って回答してまいりますが、③

につきましては教育委員会の所管事項となりますので、教育長の答弁に代えさせて

いただきます。  
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 まず、本町公共施設における施設ごとの進捗状況でございますが、運用中の公共

施設、学校施設については、おおむね完了しておりますが、その他の公共施設など

解体予定物件などを除き、順次ＬＥＤ化を予定しております。  

 ＬＥＤ化の進捗状況につきましては、財産調書に記載の公共施設を基に、別紙資

料「根釜議員の一般質問に対する答弁に係る資料」にまとめてありますので、ご確

認ください。  

 ②番目、①で回答したとおり、既に解体や改修などの予定がある施設や賃貸借物

件などを除き、その施設の利用状況を勘案した上で、公共施設のＬＥＤ化を段階的

に進めていく予定にしております。  

 ④番、各集落の公民館のＬＥＤ化につきましてでございますが、町内各集落の公

民館のＬＥＤ化については、各公民館は地域コミュニティーの中心施設として重要

な役割を担っており、その機能維持に向けた取組は町としても認識しているところ

でございます。  

 現在、町では、各集落の公民館における照明器具の現状把握を目的とした調査を

実施しております。この調査によりＬＥＤ化の状況や照明設備の老朽化などを把握

した上で、今後の対応方針については検討する予定でございます。  

 照 明 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 に 当 た り ま し て は 、 器 具 一 式 の 交 換 と 蛍 光 灯 の み の 交 換 と い う

２つの方法がございますが、町といたしましては、長期的な経済性等を考慮し、ど

ちらがよいか、効率的であるかを比較検討してまいります。  

 また、調査が終了した際は、国などの補助事業を優先的に検討し、各公民館のＬ

ＥＤ化を積極的に進めてまいりたいと考えております。  

 ⑤番目につきまして、町民への周知活動でございますが、蛍光灯の製造中止につ

きましては、２０２３年１１月に開催されました水銀に関する水俣条約第５回締約

国会議において、一般照明用の蛍光ランプの製造及び輸出入を２０２７年度までに

段 階 的 に 廃 止 す る こ と が 決 定 さ れ て お り ま す 。 こ れ に 伴 い 、 我 が 国 に お い て も 、

２０２７年までに蛍光ランプの製造及び輸出入が廃止をされる予定でございます。  

 なお、蛍光ランプの製造中止は、既にご使用中の製品の継続使用や廃止日までに

製造された製品・在庫品の売買及び使用を禁止するものではございません。そのた

め、２０２７年末を迎えたからといって、一斉に蛍光灯ランプがつかなくなるとい

うことではございません。既に関係省庁やメーカーなどからも周知が行われており

ますが、本町においても、町のホームページや広報紙等を活用して周知に努めてま

いります。  

 ⑥番、購入の補助等につきましてですが、町民へのＬＥＤの機器購入等について、
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助成は以下の理由により行わない方針でございます。  

 まず、ＬＥＤ照明は、蛍光ランプと比較して寿命が長く、消費電力が少ないため

に、初期費用がかかっても長期的に見ると電気代の節減になり、個人的にも経済的

なメリットがあるということ。次に、予算の公平配分の観点から、個人の物品購入

等に対する補助よりも、公共性の高い事業や分野に予算を配分することが重要であ

るためでございます。仮に町内の全世帯を対象とした場合であっても、申請数が膨

大となり、対象器具の確認や設置後の確認などの事務作業が非常に煩雑となり、実

施は難しいものと考えております。  

 以上で私の回答を終わります。  

○田中幸太郎教育長  

 それでは、根釜昭一郎議員の③についてお答えをいたします。  

 学校施設のＬＥＤ化工事は、校舎、体育館、屋外照明に分けて行っております。

校舎につきましては、田皆中学校のヤグニャホールを除き７校が全て完了し、体育

館については、田皆小学校を除き６校が完了しております。学校屋外照明につきま

しては、田皆中学校が完了しており、知名小学校、田皆小学校、知名中学校が今年

度末に完了予定となっております。その他の住吉小学校、上城小学校、下平川小学

校につきましては、来年度以降に照明の状態を確認しながら検討していく予定でご

ざいます。  

 以上です。  

○根釜昭一郎議員  

 １番のほうから順を追って再質問のほうをしていきたいと思います。  

 本町の公共施設における施設ごとの進捗状況に関してなんですけれども、新庁舎

を含め新しい施設は、当然のことながらＬＥＤ化のほうはお済みだと私のほうも認

識をしております。しかしながら、幾つか気になる施設もありますので、質問のほ

うをしていきたいと思います。  

 先ほどの町長の答弁のほうでは、詳しい詳細についてがなかったので、詳しい件

について再質問のほうをしていきたいと思います。  

 まず、気になる、気になるといいますか、懸念しているのが町立図書館のほうの

ＬＥＤ化のほうはどうなっていますでしょうか。  

○上原美穂香教育委員会事務局参事  

 町立図書館について、私のほうで答えさせていただきます。  

 町立図書館についてもまだＬＥＤ化の工事は行っておりませんが、今のところ来

年度、工事の設計を行いまして、その後、工事費を把握した後にＬＥＤ化への工事
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へと進んでまいりたいと考えております。  

○根釜昭一郎議員  

 すみません。学校施設のところで再度詳しく質問のほうを続けていきたいと思い

ます。  

 あと、もう一点気になるのが、社協さんが現在使っている施設に関してはどうな

っていますでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 社協の施設につきましては、建物自体が古いということもありまして、様々な今、

修繕と、今回も屋根の爆裂の関係で現在調査中ですが、工事を行う予定としており

ます。  

 その際にでも、当然、屋根をまた天井を剝がしてやるような工事になりますので、

調査も含めながらＬＥＤ化に備えて進めていきたいとは思っております。  

○根釜昭一郎議員  

 私のほうで気になる大きい施設について２か所ほど改めて再質問したんですけれ

ども、まだＬＥＤ化の終わっていない施設に関して、ちょっと詳細のほうを答弁願

います。  

○成美保昭総務課長  

 根釜議員への資料ということで別添の資料をおつけしてありますが、その下のほ

うに老朽化して古い施設、あと全然使われていない施設、建て替えを検討している、

または解体を予定している施設、そのあたりにつきましては、ＬＥＤ化の工事は行

わないとしております。その他の施設につきましては、その使用状況を見ながら、

現在、つい最近、全ての施設において調査を行いましたが、管轄している課のほう

からの意見ですので、まとめてグラフにしてお出ししてあるのがその資料でござい

ます。  

○根釜昭一郎議員  

 町民への周知も兼ねておりますので、施設名を述べていただけたらと思いますが、

どうでしょうか。  

 個別に全部という、遊休施設に関しましては当然おっしゃっていただかなくて結

構なんですけれども、町民が日頃使われている、よく利用されている施設の中でＬ

ＥＤ化の済んでいない施設ということです。  

○外山利章議長  

 答えられますか。  

○成美保昭総務課長  
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 調査したときの一覧表があるんですけれども、膨大な数になっておりまして、使

っている施設、例えばこのふれあい公園とか沖泊公園もですが、そういった施設も

全部入っておりまして、どういう施設を言っておられるのかお願いいたします。  

○根釜昭一郎議員  

 すみません、質問のほうがもうちょっと限定すればよかったですね。箱物のほう

でお願いいたします。公園等に関しては、今回はお尋ねする予定はございません。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 この取りまとめにつきましては総務課で行いましたので、その結果をお伝えしま

す。現在使用されているところでいきますと、例えば教員住宅については、その入

居者の対応ということになっております。回答ですね。  

 それから、町営住宅も田水団地についても建て替えの予定があるということで、

ＬＥＤ化しないということになっております。  

○根釜昭一郎議員  

 教員住宅と町営住宅が出ましたので、町営住宅で再整備といいますか、新しくさ

れたところが何棟、改修事業を行ったところが何か所かあると思うんですけれども、

そちらのほうでの対応はいかがだったでしょうか。  

○英  敬一建設課長  

 今年度も改修工事のほうを実施しておりますが、改修工事をする際には全てＬＥ

Ｄ化のほうに切替えをさせていただいております。  

 以上です。  

○根釜昭一郎議員  

 確認なんですけれども、そのＬＥＤ化については共益部分のみという理解でよろ

しいでしょうか。  

○英  敬一建設課長  

 共益部分、あと外の街灯です。あと、室内でいきますと、玄関、台所、あと洗面

所等のもともと町の財産である部分については、町のほうで今回改修工事に合わせ

て替えております。  

 あと、それぞれの居室ですね、いわゆるリビング等で使う電気につきましては、

個人の財産になりますので、その分については今回は町のほうではＬＥＤ化という

ことはしておりません。  

 以上です。  

○根釜昭一郎議員  

 あともう一か所、国営の施設のほう、今後そら・ＳＯＲＡが使っていくという予
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定のようなんですけれども、そちらのほうはどうなっていますでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 今回の調査を行った中には国営の事務所は含まれておりませんが、当然、そら・

ＳＯＲＡが入ることになって、これから図面等を書いていく中での工事が必要とな

りますので、その中で考えていきたいと思っております。  

○根釜昭一郎議員  

 ぜひ、そら・ＳＯＲＡで利用される前には整えていただきたいと思います。  

 それから、最初にありました答弁のほうで、社協さんのほうに関しましては、現

状、他の修繕費のほうで費用がかかるという答弁だったと思うんですけれども、そ

ちらのほうの計画的に、今年度、来年度に関しては検討していないということにな

るのかなと思うんですけれども、その後の予定といいますか、計画等はされていま

すでしょうか。その後にするという認識でよろしいでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 社協が入っております施設でありますが、今回の地下ダムの事務所の移転の候補

にも挙がっておりまして、いろいろ向こうのほうからもプレゼン等がありまして聞

かされております。特に爆裂がひどくなってきたということで、生命の危機という

こともありますので、今すぐ代わりの施設を、移転先を探すこともできませんので、

まずは修繕を行って、安全を確保しながら、ＬＥＤ化については、一番使用頻度が

高いところからという形で、当然、先ほども言ったとおり、爆裂の工事の中で、ど

うしても天井を外す、開けてやるような大工事になりますので、そのあたりも含め

て検討しております。  

○根釜昭一郎議員  

 ちなみになんですけれども、今使用している議場のほうもそうなんですけれども、

この形態のＬＥＤ化、多分こういった公共施設というのは似たような工事になろう

かと思うんですけれども、１トウ当たりどれぐらいの費用がかかるものなんでしょ

うか。  

○成美保昭総務課長  

 １トウというのは棟、建物全て……  

〔「器具。灯」と呼ぶ者あり〕  

○成美保昭総務課長  

 この器具一つですか。それは、もう今、電球を換えるだけで済むようなものもあ

りますけれども、ほとんどは器具ごと替えないといけないということですので、私

も値段はピンからキリまであるとは思うんですけれども、そういうものもあるので、
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今、後の質問であります公民館の調査もそこも含めてやっておりまして、金額がど

れぐらいになるのか、まずはそこを把握してから取りかかっていこうということで、

公民館にも様々な照明器具がありまして、ちょうどこれからのいい材料になるかな

と思っております。  

○根釜昭一郎議員  

 庁舎に関しましては、新しい事業ですので、把握をされているのかなと思ったん

ですけれども、基本的に１灯を替えるだけでも莫大な費用がかかってくると思いま

す。  

 私のほうで調べたといいますか、調査したことによると、おおむね大きい天井に

据付けの工事費だけですね、物の値段のほうは都度都度、その時期によって変わっ

てくるかと思うんですけれども、工事費でも５万円は下らないであろうというよう

な業者さんからのお答えを伺っているので、１番と２番と、その後にも関係するか

もしれませんけれども、単純にＬＥＤ化等を言っても、その工事費等を勘案します

と、結構莫大な費用がかかることが予想されますので、しっかりとした計画を立て

て行っていったほうが町の財政的にもよろしいのではないかと思いますけれども、

今回いろいろと調査をされたという、現状調査をされていますので、今後について、

来年度、再来年度、計画的な形でＬＥＤ化について取り組んでいくお考えはありま

すでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 公共施設につきましては、使用頻度等優先順位を明確にしてＬＥＤ化のほうは進

めてまいりたいと思っております。  

○根釜昭一郎議員  

 また、このＬＥＤ化につきましては、ある程度量をまとめて取り組んだほうがコ

スト的には安くなるところもあるであろうと思われますので、そういうふうに勘案

して進めていっていただければと思います。  

 今後の計画についてもおおむねお話ししたので、続いて、３番の学校施設に関し

てお伺いいたします。  

 すみません、先ほどちょっと聞き逃してしまったので、ヤグニャホールに関して

は、来年度以降に検討するという形だったでしょうか。  

○池沢由美子教育委員会事務局長  

 ヤグニャホールにつきましては、令和５年度、６年度に学校施設のＬＥＤ化を行

う際に見積りを取っていただきました。その際に、各学校施設につきましては、事

業費が１，０００万円から２，７００万円ほどの範囲内でできるというところを、
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ヤグニャホールのみで８，２００万円ほどの見積りを頂いておりまして、その当時

に一旦検討を取り置きましょうと、見送りましょうということになっております。  

 今年度、現状としましては、舞台の照明の半分ほどが今切れているという状況で

すので、それにつきましては、今回の１２月の補正でハロゲン球の交換を全面的に

行いまして、当面の間はそちらのほうで対応、こちらのほうは約２７万円程度の予

算で済むということですので、当面の間はこちらのほうで対応していこうというこ

とで予定をしております。  

○根釜昭一郎議員  

 天井のほうが大分高く造られておりますので、費用が高額になるであろうとは思

ったんですが、なかなかすぐというわけにはいかなさそうな金額でしたので。  

 あと、答弁のほうで田皆小学校の体育館もまだ行われていないという答弁だった

かと思うんですけれども、こちらのほうも費用は高額になることが予想はされます

が、こちらのほうの計画はどうなっていますでしょうか。  

○池沢由美子教育委員会事務局長  

 田皆小学校の体育館につきましては、平成２８年度に田皆中学校の体育館を新増

改築した際に、小学校と中学校と併せてその体育館を使うという予定で、割と大き

めの体育館を造っている経緯がございます。  

 今後、田皆小学校の体育館は、現状使える範囲内では使っていこうということで、

現在も体育の授業の３分の１程度は田皆小の子供たちは小学校の体育館を、３分の

２程度は田皆中学校の体育館を使うというような形で工夫しながら使っております

けれども、大きな修繕等が必要になった際には、そこに費用をかけるというような

ことは、教育委員会としては今後考えておりません。  

○根釜昭一郎議員  

 おおむね学校施設といたしましては、多大な費用がかかる場所とその使用につい

て、今後改善といいますか、協力していけるような施設に関しては予定していない

という認識でよろしいようですね。  

 続いて、４番にいきます。  

 各集落の公民館のＬＥＤ化ですけれども、公民館に関しましても、この１０年以

内に建設された公民館につきましては、ＬＥＤ化のほうは済んでいるかと思います。

公民館のほうも、改修等を入られた公民館が多数あるかと思うんですけれども、そ

の公民館につきましては、ＬＥＤ化は、今調査中という答弁ではあったんですけれ

ども、そういう認識でよろしいでしょうか。  

○成美保昭総務課長  
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 ただいま全ての調査が終わっておりませんので、防災拠点の改修の工事の際にや

ってあるところもあれば、やっていない、ＬＥＤ化についてはできていないところ

もありますので、ほとんどのところはまだ終わっていないものと、新しく造られた

田皆コミュニティーセンター、またコミュニティーセンター等につきましては、全

てＬＥＤ化になっております。  

○根釜昭一郎議員  

 この集落の公民館のＬＥＤ化の質問をする際には、集落の区長さんのほうから、

防犯灯、街灯のほうを町のほうでＬＥＤ化していただき、感謝のお言葉をいただい

ている旨を差し添えておきます。  

 公民館の場合は、調査が終わりましたら、順次ＬＥＤ化に向けて取り組んでいく

ということでよろしいでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 調査が終わりまして、その結果を基に事業費を算出いたしまして、まず、どの補

助の事業を割り当てるか等を決めましてから、早ければ８年度中からでも進めてい

ければと考えております。  

○根釜昭一郎議員  

 ８年度中、来年度ということだと思います。これは何年もかけるということでは

ないと思いますが、どれぐらいの形を想定されていますでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 現在、ＬＥＤ化の工事に関しましては、町で大きい事業をかなり抱えておりまし

て、業者の手が回るかどうか、そのあたりも考えないといけませんので、町内全て

の公民館となると、広範囲に手を広げてやる仕事となりますので、そのあたりも考

慮しながら、８年度中には終えられるような形で進めてまいりたいと思っておりま

す。  

○根釜昭一郎議員  

 確認の上で、再度答弁を求めますが、８年度中に２１集落、全公民館を終えると

いうことでよろしいでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 始める時期にもよると思いますが、確実に２１集落全てを終えられるとは思って

おりませんが、そのような形で、工期に関しましても業者と話し合いながらやって

いただきたいと思っております。  

○根釜昭一郎議員  

 先ほど来言っているように費用がかかりますが、ぜひ８年度中に全集落が享受で
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きるような形を取っていただければと思います。  

 次、５番目にいきます。  

 製造中止については、町民のほうにも広報される予定ということのようですが、

どういった方法での周知を予定されていますでしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 周知方法につきましては、先ほどの町長の答弁にありましたとおり、町のホーム

ページ、広報ちなを検討しております。  

 詳細に説明をさせていただきますと、町ホームページのほうには既に公表してお

り、広報ちなについては、１月号、年明けのですね、掲載をしたいと思います。そ

の場合、単純に照明の切替えだけではなく、既存の蛍光灯の処分方法についても町

民の方に分かりやすいように説明を書いております。  

 以上です。  

○根釜昭一郎議員  

 処分方法まで載せていただけるということで大変感謝を申し上げますが、その際

に、家庭でのＬＥＤ化につきましては、球だけの交換で済むのか、器具ごと交換し

ないといけないのか。また、電気工事等が必要になっていくのか等々、いろいろな

ケースが考えられるかと思うんですけれども、そういった詳細についても広報等に

載せていただけるのか。それか、別途町のほうで相談窓口等を設けていただけるの

か、そこのところの答弁を求めます。  

○永野道也企画振興課長  

 切替え時の注意点ということについて答弁させていただきます。  

 まず、広報ちなのほうには、皆さんもご存じのとおり、紙面にどうしても限りが

ありますので、そこまで詳細に載せるというのは厳しいと私自身は思っております。

なので、町のホームページのほうには、リンク先、切替え時の注意点というのを掲

載、詳細に書いているページのほうに案内をするようにしております。  

 ただ、議員のご心配している点については、それをもう少し詳しく説明したほう

が町としていいのではないかということなんですけれども、まず、この切替え時期

に当たって、答弁にもありましたが、その日を境に使えなくなるというわけではご

ざいません。  

 なお、各個人個人の方々が電気店等に相談されながら、専門家のお話を聞いて対

応されるのが一番安全だというふうに認識しております。  

○根釜昭一郎議員  

 金額等の話も出たので、６番に移っていきます。  
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 まずもって、各家庭での想定される費用、そういったのは町のほうで検討という

のはなかなかされないことだとは思うんですけれども、通常の家庭でお部屋が３部

屋、台所を含めて３部屋ありますと。トイレ、お風呂場、玄関と３か所、合計６か

所、ＬＥＤ化にその家庭で取り組むとするとして、どれぐらい費用を要するか。突

然言われてもなかなか難しいところがあろうかと思うんですけれども、まず、ＬＥ

Ｄ球だけの交換で１つ当たりどれぐらい、家庭用ですね、家庭用の交換でどれぐら

いの費用がかかるものだと想像されていますでしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 先ほど、総務課長の答弁にもありましたとおり、球の切替えについてでもピンか

らキリという話で、一般的な話でいうと数千円台から１万円並みにかかるというの

もありますので、一概にはお答えするのは難しいんですが、大体その程度のお金が

かかるというふうに認識しております。  

○根釜昭一郎議員  

 一つ一つ聞いていきますが、器具を交換する場合にどれぐらいで町内で販売され

ているかとか、認識されていますでしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 器具を替える場合の町内での交換費用ということについてなんですが、各個店個

店の……ではないですか。  

○根釜昭一郎議員  

 すみません、器具の値段です。交換費用は別途になると思います。  

○永野道也企画振興課長  

 器具の費用については、把握しておりません。  

○根釜昭一郎議員  

 ＬＥＤ対応の器具のほうは、それこそ先ほど来おっしゃっているようにピンから

キリまでありますけれども、安いので１万円ぐらいから、通常の一般家庭で使われ

るので２万円から３万円の価格帯で売られているのが多かったです。プラス、それ

に併せて工事が必要な場合、先ほど、部屋が３室と言いましたけれども、近年の、

近年といいますか、建築状態、現在使われている蛍光灯でも、鍵ロック式になって

いるのに関しましては、そのまま取替えだけで、個人で器具を購入して取替えで済

むかと思うんですけれども、一番ネックであろうと自分が想定しているのは、トイ

レであったり、お風呂場であったり、玄関であったり、いわゆる直管でもないし、

管球でもない形状の電気について非常に危惧しております。そういった箇所に関し

ましては、多分、電気屋さんの工事が必要になってくるだろうと思いますので、さ
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らなる経費が加算されていくのかなと思っております。  

 先ほど言ったケースでいいましても、３部屋、お部屋のほうが３部屋の玄関、ト

イ レ 、 お 風 呂 場 で す か ね 、 浴 室 の ほ う で 計 算 し て も 、 工 事 費 等 が 絡 ん で き た ら

１０万円を超えるような金額が１世帯当たりかかっていくと。本町においては、少

子高齢化が進んでいるのが現状ですけれども、先ほどの答弁では、莫大な費用がか

かるので、ちょっと検討していないという、助成については検討していないという

答弁だったんですけれども、本町の世帯数なんですけれども、現状お幾つぐらいで

しょうか。町民課長。  

○元栄吉治町民課長  

 まず、人口が１２月１０日現在で５，２６０名です。世帯数は約３，０００世帯

前後で推移をしているところです。  

○根釜昭一郎議員  

 ３，０００世帯前後で、高齢者世帯のほうが本町においては多うございます。住

宅等に住まれている方等に関しては、先ほど来の答弁で、今後の見通しが立つのか

なと。すぐすぐＬＥＤ化をする必要がないようなお話をされていましたけれども、

実際、本町で販売されている従来の蛍光灯であったり、裸電球、豆球等であったり

と比較しても、現在でも半数以上がＬＥＤになっております。製造・販売中止、答

弁でもありましたまず水銀の輸出入禁止、安全面を考慮してだと思うんですけれど

も、それに関して前倒しで製造のほうはもう中止されているような現状であります。

離島であります本町の場合でしたら、なおさら早く、２０２７年度以降も、先ほど

来の答弁をお伺いしていると、まだ大丈夫ですよみたいな答弁でしたけれども、販

売のほうはされなくなっているものかなと、私のほうの認識としてはそういう認識

なんですが、いかがでしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 すみません、答弁の内容を再度確認させていただくんですが、交換をしなくても

大丈夫というわけではございません。あくまでもその年度までに製造及び輸出入が

中止になるという、それまでの期間がまだありますので、余裕を持って切替えを進

めていただきたいというお話と町長の答弁はなっていたと思います。  

 また、先ほどの町民向けの補助についての費用について、多額というわけではな

く、その予算の公平な配分や、先ほど議員もおっしゃっておりましたが、各町民の

おうちの部屋の形態とかはなかなか把握するのは大変困難だと思っております。そ

の中で費用を積算したり、必要額を算出する。また、これを出すときに所得等の諸

条件、また、申請を受けて、切替えが終わったかどうかの確認事務という作業が大
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変膨大なために実施が困難だというふうな答弁をしておりますので、金額が多額と

いうわけではございませんので、よろしくお願いいたします。  

○根釜昭一郎議員  

 再答弁のほうでは助成金の話はまだ一度も入れておりませんが、これぐらいの費

用がかかってしまうということの認識と、製造に関しましては、もう既に特定の社

名を出すとあれなんですけれども、一番使われているであろう会社においては、も

う製造のほうは中止をしているという状態ですので、本町でいつまで購入できるか

は分からない状況という現状についての認識を共有していただきたいということ。

先ほどから費用のことと、もう購入が難しくなるということを繰り返し申し上げて

おります。  

 先ほど、町民課の課長のほうから、おおむね３，０００世帯前後で推移されてい

るというお言葉をいただきましたが、何名か施設に入られたり、町営住宅等に入ら

れ た り さ れ て い る 方 を 鑑 み て も 、 約 半 数 は 高 齢 化 世 帯 で あ ろ う と 。 高 齢 化 世 帯 の

方々は、世帯の方々はといいますか、いざ蛍光灯が買えなくなったときに、ＬＥＤ

しか使えないですよという事態が発生したときに、そういった方々が困らないよう

な処置を広報であったり、対応を町に取っていただきたいということで、先ほど来、

質問のほうをしておりますが、高齢化世帯で、年金生活世帯で高額な費用がかかる

ということも危惧されるんですけれども、それともう一つは、もう一つ危惧される

のが、照明器具の交換に関しましては、どうしても天井を向いての、上を向いての

作業になります。お年寄りでもそうですし、私どもでもそうなんですけれども、そ

のままの状態で手を伸ばして交換できるという状態にはなりません。椅子を使った

り脚立を使ったりしての交換になろうかと思います。高齢者の場合にはそういった

際の事故等の懸念も出てきます。助成、町として助けるというのは、いろいろな助

け方があると思うんですけれども、こういった事故防止とかの観点でいいますと、

ちょっともう数年たつんですけれども、消防の警報器ですかね、各家庭における警

報器のほうは消防団にご依頼をされて、消防団のほうで請け負って一斉に交換とか

という形を取ったかと思うんですけれども、高齢者限定で交換等の依頼があった際

に、何らかの対応とか取れるものでしょうか。  

○今井力夫町長  

 安心して住み続けられる地域づくりというのは非常に大切な、そういう視点での

ご質問であるんじゃないかなというふうに理解したことに対しまして回答してまい

りますけれども、ご存じのとおり人口がどの地域においても減少しております。役

場 職 員 の 数 、 例 え ば 私 が 町 長 に 就 任 し た と き に は 役 場 職 員 で １ ４ ７ 名 、 今 現 在



― 98 ― 

１２６名で動いております。それぐらい行政における働ける、活動している職員が

非常に少なくなっております。  

 そういう中で、私が常日頃お話をしているのは、まず、自分のことは自分ででき

る体制、自助というものをしっかりと認識をしていく時代にもう入っておりますよ

と。その中で、難しいところは共助というのがあると思います。例えば、お身内の

中でお手伝いができる人、そういうものが出てくるだろうし、または字の中で、こ

ういう状況に入っているので、それぞれの組々の中で、根釜さん、悪いけれども手

が届かないのよと。脚立に乗って換えてくれないかと。そういう血の通ったという

か、心温かいような社会組織というのを我々はつくっていく必要じゃないかなと思

う。全てが行政に任せますよと、そういう時代、私は既に終わっていると思ってお

りますので、ぜひ一緒に考えていただきたいのは、本当に向こう３軒両隣とかとい

う、ちょっと言葉が合っていないかもしれませんけれども、昔の日本のあのよさと

いうのをこれからの時代、本当に我々は築いていかないと、高齢化社会の中におい

て、誰一人取り残さないというようなものをまず最初に考えるのは、それぞれの地

域の中で私は醸成していく必要があるかなと。  

 例えば、これの一件が今回、アグトラスト基金というのを伊口氏が唱えたのは、

彼が東京から戻ってきたときに、非常に永良部の住みにくさを感じたんだと。昔は

お隣さん同士の当たり前の交流があった。それが途絶えてきている。だから今こそ、

今だったらまだそういう時代をカムバックさせていくことができるのではないかと

いうことで、アグトラスト基金というのを彼は思いついたということでございます

けれども、まさに今は我々はお隣近所、または各字の中でそういうふうなものを醸

成していこうではないかという呼びかけを私は声を大にして叫んでいきたいなと思

っております。  

 今おっしゃっているように、お年寄りの方たちが、年金暮らししている人たちが

電気器具一つにしても高価になっておりますよと。これらの負担をどうしていくの

かということは非常に大事なことだと思います。だからこそ、今２０２５年、そし

て２６年の１月号で、我々は電気器具はこうなりますよというようなものを、例え

ばここに書かれているのは、町報等でお知らせをしますよ、ネット上でもお知らせ

しますよと。こういうものは、例えば各字の中の話合いの中にどんどん出てくるこ

とによって、じゃ、あそこの年寄りの場合には多分無理だろうねと。お手伝いしな

きゃいけないなと。そういうふうなお互いが隣同士が助け合っていけるような、そ

ういう社会というのを、知名町というのは私は皆さんつくっていこうではないかな

と、いきたいなと思っておりますので、そういうあたりでご理解をしていただけれ
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ば。  

 議員がおっしゃっているように、そういう取り残される人がいるかもしれないか

ら、それに対して危機感を町は持ってくださいよという注意喚起は非常によく分か

っておりますので、それに対しては、いろいろなメディア等を使いながら広報して

まいりたいと思っております。  

 でも、最終的には、それぞれの字・組の向こう３軒両隣の優しい、温かい心遣い

というのを知名町の町民は醸成していくべきではないかなと思っておりますので、

そういうあたりでご理解いただければなと思います。  

○根釜昭一郎議員  

 長々とありがとうございます。  

 一言でお答えしていただきたいんですけれども、先日の町長選挙におきまして、

町長は、庁舎関連の電気代、どの程度削減できたというふうにおっしゃっていまし

たか、一言でお願いします。  

○今井力夫町長  

 一言で、１，０００万円近く削減していると思っております。  

○根釜昭一郎議員  

 ありがとうございます。１，０００万円削減というお言葉をいただきました。  

 先ほど、高齢者世帯がおおむね１，５００世帯ぐらいであろうというふうにおっ

しゃいました。助成の方法にもいろいろな方法があろうかと思います。全町民に、

３，０００世帯にＬＥＤ化へ向けての取組の助成金として１万円ずつ配付という方

法もありますでしょうし、高齢者限定で３，０００円、５，０００円とやっている

他自治体もあります。  

 先ほど、町長が１，０００万円浮かすことができたと。しかしながら、この省エ

ネに関しましては、町民がいまいちぴんときていない現状がありますので、町とし

てこの脱炭素、省エネの町として進んでいこうとしているのであれば、その浮いた

１，０００万円を活用して、町民のほうにもより促進して、省エネ・脱炭素に向け

て進んでいくんだという気分を醸成する意味でも、幾らかでも高齢者世帯向けに助

成するのも一つの策だと私は考えておりますので、ぜひ浮いた１，０００万円があ

るのであれば、せめて高齢者世帯だけでも検討していただけるよう強く強く要請し

て、私の一般質問を終わります。  

○外山利章議長  

 これで根釜昭一郎議員の一般質問を終わります。  

 しばらく休憩します。  
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 次の会議は午後２時１０分から再開します。  

休  憩  午後  ２時００分  

─────────────── 

再  開  午後  ２時１０分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

 通告６番、福川勝久議員の発言を許可します。  

○福川勝久議員  

 議場におられる皆様、改めまして、うがみやぶらー。  

 通告６番、議席７番、子育て世代代表、福川勝久が一般質問を行います。  

 大きな１番、ゼロカーボンアイランドおきのえらぶ事業全体の進捗状況について。  

 知名町が取り組んでいるゼロカーボン関連の主要事業、具体的には太陽光発電、

ＬＥＤ照明化、ＥＶ導入などの進捗率を、令和７年度計画に対して全体の数字とし

て示していただきたい。  

 大きな２番、えらぶゆり電力ＰＰＡ事業の進捗について。  

 特別委員会で説明を受けていますが、えらぶゆり電力ＰＰＡ事業において、南国

殖産株式会社への支払いが滞っており、太陽光パネル工事が進んでいない現状であ

る。この問題についてお伺いします。  

 ①町としての事実把握と原因について。  

 ②工事停止が今後の補助金や全体計画に与える影響。  

 ③追加費用や損失が生じた場合、町財政への影響をどう見ているのか。  

 ④支払い問題を解決し、工事を再開させるための今後の対応方針はあるのか。  

 ⑤今後も同様の事態を避けるために、契約管理をどのように改善するのか、お伺

いします。  

 以上、壇上からの質問とさせていただきます。  

○今井力夫町長  

 それでは、福川勝久議員のご質問に順を追って回答してまいります。  

 ゼロカーボンアイランドおきのえらぶ事業についてでございますが、まず、１番

目の太陽光発電整備、ＬＥＤの導入、ＥＶ導入などのゼロカーボンアイランドおき

のえらぶ事業は、地域脱炭素移行・再エネ推進交付金、以下は交付金と話をさせて

いただきますが、これらのものを財源として実施をしております。  

 交付金は、令和４年度から９年度までを事業期間として、１３億５，４８９万円

が交付限度額となっております。昨年度までに６億３，４６１万円の交付を受けて
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おり、事業はおおむね順調に推移してまいりました。  

 交付金の本年度計画といたしましては、ＬＥＤ導入事業に２，３６８万円、太陽

光発電整備事業に１億４，４４６万円を計上しております。  

 ＬＥＤ導入事業につきましては、本年度中に全額執行を見込んでおり、事業計画

の１００％を執行する見込みとなっております。  

 ＥＶ導入のうち公用車分につきましては、交付金を活用せずに、有利な起債を活

用して整備することとしており、本年度末には３台を整備し、計１０台の整備計画

に対して８台の整備を完了し、進捗率が８０％となります。  

 太陽光発電整備につきましては、本年度中の交付金執行が困難な状況であるため

に、昨年度末からの進捗が進んでおらず、進捗率は５４％となっております。  

 えらぶゆり電力の経営状況等につきましてお話をします。  

 まず、事実把握とその原因につきましてでございますが、町がこの事実を把握し

たのが本年５月初旬でございます。問題の内容は、ＰＰＡ事業者であるえらぶゆり

電力と、ＥＰＣ事業者である南国殖産との間の支払いに関する契約上の問題である

と認識しております。  

 ②番、今後の影響につきまして。  

 ゼロカーボンアイランドおきのえらぶ事業の事業期間である令和９年度までに完

了しない可能性があると認識をしております。  

 なお、この件につきましては、現在、環境省に相談をしながら、交付金を最大限

活用できるような協議を現在進めております。  

 ③番、町財政の影響等につきましてでございますが、事業が進んでいない中での

追加費用や損失とありますが、本事業は、そもそもＰＰＡ事業の事業主体であるえ

らぶゆり電力の負担で実施をさせており、交付率に基づいた交付金を本町は補助金

で交付しているため、本町が負担する費用はございません。  

 ４番、工事を再開させるためにどうしていくかということでございますが、えら

ぶゆり電力に対しましては、事業の根拠を明確にした資金調達計画の策定や提示を

求めながら、引き続き密接に協議を行っております。その際に必要となる支援につ

きましては、本事業の構成団体であります和泊町とも十分に協議を行いながら、慎

重に対応していく必要があると考えております。  

 ⑤番、契約管理等をどうしていくかということでございますが、本事業の契約は、

知名町公共施設等への再生可能エネルギー導入を目的としたＰＰＡ契約であり、令

和９年度までに太陽光パネル、ＰＣＳ、ＤＧＲ、蓄電池の導入、えらぶゆり電力に

よる運用、町による電力購入を定めておりますが、実務的には地域脱炭素移行・再
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エネ推進交付金事業の年次計画として管理をしております。  

 今後、同様の事態を防ぐため、環境省と常に連携を図りながら、えらぶゆり電力

の経営や資金状況等を定期的に確認の上、年次的導入量を調整していく予定です。

また、契約管理の強化といたしましては、進捗状況の報告の月次化を進める、それ

から第三者監査の導入を進める、代替事業者選定の予備計画策定も併せて進めなが

ら、事業の安定化を図ってまいる方向で考えております。  

 以上でございます。  

○福川勝久議員  

 それでは、順を追って再質問をしていきたいと思います。  

 まず１番、進捗状況につきましてですが、ＬＥＤは今年度で１００％執行で、Ｅ

Ｖもと。ちょっとＥＶに関してなんですけれども、故障した際の修理体制とかそう

いったのが整備されているのか、お伺いします。  

○永野道也企画振興課長  

 議員のご質問について、ＥＶ車両、公用車分とバスの分、計画では挙げておりま

すので、それの保守体制について説明をさせていただきます。  

 ＥＶの公用車につきましては、現在、町内の事業所に入札をかけ、執行を行って

おります。執行の中でもちろん保守体制、修理ができる体制ということを行ってお

りますので、公用車については万全の修理体制を整えております。  

 また、フローラルホテルに導入しましたＥＶバスにつきましては、町内事業者が

対応できないため、隣町のほうの自動車整備工場に修理を依頼するという形となっ

ております。これはフローラルホテルの導入したＥＶバスが、現在、サブスクもし

くはリースという形で九州電力と契約を結んでおります。その契約の過程上、整備

する自動車工場というのが和泊町にあり、そこで対応していただく。また、そこで

対応ができない場合は、以前、今年度故障がありまして、そのときは車両ごと本土

のほうに搬送をして修理を行っております。  

 以上です。  

○福川勝久議員  

 今回あったみたいな件が次回からないような形にしていただければと思います。  

 １番の全体的な進捗については、はい。  

 次、２番のほうにいきたいと思います。  

 まず、事実把握と原因について。  

 支払いに関する契約上の問題であると認識していますと答弁がありましたが、認

識しているのは分かるんですけれども、なぜ止まっているのかと。支払いが滞って
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いるからということなんですけれども、実際それを町として、本来であれば今年度

の４月から運用開始の場所が何か所かあったと思いますが、その辺で認識していな

がら、いつまでこの状態が続くのかなと思っているところでありますので、早めに

解決する方法と、現状どこまで支払われていないのか、金額まで分かれば教えてい

ただきたいと思います。  

○永野道也企画振興課長  

 ただいまのご質問について、２点あったというふうに思っております。  

 １つ目が、４月から運用開始ができるというふうに思っていたということなんで

すが、これにつきましては、現在、九州電力のほうからは、導入した太陽光パネル

を活用したＰＰＡ事業を開始するに当たって、接続前の実証テストというものの認

証はいただいております。ただ、先ほど議員もおっしゃったように、ＰＰＡ事業者

の資金繰りの悪化に伴い、そこの実証部分ができていないために導入、稼働が行わ

れていないのが事実でございます。  

 ２つ目に、早急に解決するためにどのようにするか、またその金額は幾らかだと

いうことにつきましては、まず早急に解決になるよう、現在、ＰＰＡ事業者の資金

繰りの状況と導入計画というのを毎週ご報告いただいております。ただその中で、

資金調達が思ったように進んでいないという状況が続いております。このような状

況を受けまして、先ほど答弁の中にもありましたが、環境省、本課並びに関係機関

と協議をしながら、この事業が完遂できるように話合いをしていますので、資金が

入るのが一番早い解決法なんですが、事業量もこの後かなり量が多くありますので、

それを踏まえて、今、協議を行っているという状況でございます。  

 なお、未払いの額につきましては、民間同士の契約における金額なので、この場

では回答は差し控えさせていただきます。  

○福川勝久議員  

 ちょっとこの再質問なんですけれども、もう番号別じゃなくて、多分まとめて行

う形になると思いますが、そこはご了承願いたいと思います。  

 町民の方、またこうやって今日傍聴されている方も、えらぶゆり電力って何だろ

うと思っている人もおられると思いますので、ぜひ、どういった組織なのか、どう

いった事業をしているのかの説明をしていただければと思います。  

○永野道也企画振興課長  

 えらぶゆり電力、またこの事業がどのようなものかについてご説明をさせていた

だきます。  

 本事業は、環境省の先行地域１００に選ばれ、その選ばれた選定理由が、離島に
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おける電力の安定供給、また脱炭素を通した町民が幸せに暮らせる島づくりという

目的で事業導入をしております。  

 その中におきまして、離島の本町における電力というのは、皆さんご存じのよう

に、火力発電、九州電力さんが一生懸命安定で安全な電力供給をしていただいてお

ります。そうなんですけれども、やはり私たちのこの島、離島の中におけるやはり

火力 を 燃 やす と い う こと は 、 ＣＯ ２ を 発 生 させ て い く。 そ こ の 中で 環 境 保全 の 意 味

も兼ね合いながら、もし万が一大規模災害時、船が来ないような台風が連続で続い

てしまった場合とか、その燃料となる原油が船からタンカー経由で下ろされない危

険性ももちろんあります。そこの部分の持続可能性、レジリエンスを考えながら、

この事業の導入がまず始まっております。  

 その中でえらぶゆり電力というのはどういう会社か。皆さんもご存じのように、

九州電力さんは、重油を海上輸送して火力発電を行い、電気を供給していただいて

おります。えらぶゆり電力は、重油とかではなく太陽光を活用した再エネを活用し、

電力を作ります。それを今後は町は九州電力とも契約をしながら、最大限可能な限

り再エネを使った電力供給をしているえらぶゆり電力とも契約を行い、電気代を払

っていくという仕組みになっております。もちろん、導入当初、九州電力さんから

買う電気代よりは安い単価で購入していくという計画の下、この事業は進めており

ます。  

 以上となります。  

○福川勝久議員  

 ゆり電力会社の事業に対してのことは分かりました。  

 このＰＰＡ事業者、えらぶゆり電力さんがこれをどうにか事業を進めていくとい

うことなんですけれども、まず、１５年間、もし事業を継続したとしても採算が取

れないという試算になっております。町からも手出しはなし、４分の３の補助率で、

４分の１は事業所が負担をしなければならないという形があるんですけれども、そ

ういった中で、多分この金額がすごい大き過ぎて、よっぽどの資金力がないとでき

ないようなそもそも問題だったのかなと思うところがあります。  

 まず、契約に関わることになると思うんですけれども、相手がどれだけ財布にお

金が入っているのかとか分からない状態で契約を結んだのか、そこは分かっていて

結ばれたのか、その辺のことも……。資金力がないと多分できないことだと思うの

で、普通の民間、我々もそうですけれども、４分の３の補助金をもらって、４分の

１自分で負担してください。何年したら元が取れるとかそういう試算して行われる

はずなんですけれども、多分これ、最初は何かそんな赤字じゃなくて、年間幾ら残
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りますぐらいな形の答弁をいただいた記憶もあると思うんですけれども、なぜこれ

が、この二、三年の中でそこまでの赤字になったりとかそういった形になっていく

のか。また、実際にこれは何のメリットが出るのかというところも何か分からなく

なってきているところだと思います。  

 九州電力よりか安い金額で町が電気を買うということは、そこの事業をしている

人は、それで安い電力で売って事業自体継続していけるのか。利益も出さないとい

けないと思います、ビジネスだと思うんで。そこまで分かっていたはずなんですけ

れども、実際に……。だから、これが町民にとって何がいいことなのか分かりにく

い、説明もあまりない、そういった形で進んで止まっています。  

 これ、だからしっかりと説明するべきだと思うんですけれども、その辺の今回こ

うなっている状態とかも説明しなければなりません。また、新たに将来こうなりま

すという説明もしないといけません。どんどん分からなくなって、もうお金じゃな

くて、本当に二酸化炭素がちょっと減ったねで終わるのか、環境にとってはいいこ

とだと思いますが、町民が納得できるような説明をしていただき、進めていきたい

と思いますので、この件についての答弁を求めます。  

○永野道也企画振興課長  

 今の質問の中で幾つかのものがありましたので、順を追って説明をさせていただ

きます。  

 まず、えらぶゆり電力を選定したときに資金力がそもそもあったのかということ

についてお答えいたします。  

 本事業につきましては、ＰＰＡ事業者を選定するに当たり、ホームページ等を活

用し、プロポーザル方式により事業者の採択を行っております。その際、約３か年

近くの財務諸表の提出をいただいて、その時点では財務諸表における資金、運営に

ついては問題がないと判断をしてＰＰＡ事業者として選定した経緯がまずあります。  

 ２つ目が、実際、このような状況になって、資金が確保できなくなった理由はな

ぜかということについてなんですけれども、私たちのこの事業については、年度単

位でえらぶゆり電力会社から説明も受けております。ただ、当初予定していた資金

調達方法が不調に終わって、その後、代替案で行っていた資金調達方法、これ、個

人の会社名等がありますのでお名前のほうはここではお答えはできませんが、そこ

との取引の中で資金がすぐすぐ入らなかったので、今のこの状況に陥っているのが

現状でございます。  

 次 に 、 この 事 業 の メリ ッ ト がや は り な かな か 見 えて こ な い と。 Ｃ Ｏ ２ が 、 二酸 化

炭素が削減されただけがメリットになるのかということなんですけれども、これは
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一つ離島における電力の課題でもありますが、大規模災害時等を踏まえて、レジリ

エンス、持続可能な電力供給等を考えた場合、外から運んでくるリスク等を踏まえ

た場合、再エネを活用してここで自家消費できる仕組みのほうがまずメリットがあ

るということ。  

 ２つ目が、この事業を展開することによって、本町、沖永良部における離島の課

題ですね、お金を外に出すというわけではなく、地元内にお金をとどめて経済を循

環するというのが一つのメリットとして、この目標でこれまでは動いてきました。

ただ、議員のご指摘のとおり、この状況がだんだん厳しくなっている中で、町民に

説明等の報告の義務、また透明性を出す必要があるのではないかということに対し

てなんですが、おっしゃるとおり、今後、それに努めていこうとは思っております。

ただこの後の、答弁にもあったとおり、現在、環境省や関係者と今協議を進めてお

りますので、一つの方針が定まったときに説明等を行っていきたいと思っておりま

す。  

○福川勝久議員  

 プロポーザルでと話がありました。  

 まず、契約したときにこういう事態になった場合はどう対応するとか、そういう

のは契約の中に一文としてそういった文章的なものはなかったのか、確認したいと

思います。  

○永野道也企画振興課長  

 えらぶゆり電力と契約を締結しました知名町公共施設等への再生可能エネルギー

等導入事業ＰＰＡ契約というのが今のご質問に当たるものだと思っております。そ

の中で、このリスクの捉え方なんですが、契約の解除というのが一つ項目にありま

す。契約解除において、この事業を一方的に終了した場合については、えらぶゆり

電力側の債権者が金融機関の場合を除いて本町にこの設備のほうを譲渡するという、

つまり契約がうまくいかなかった場合、事業が進まなかった場合は、えらぶゆり電

力側が金融機関等への債務がない場合は、設備を町のほうへ譲渡するというのがリ

スク分散の一つの例として掲載されております。  

○福川勝久議員  

 えらぶゆり電力がもしできなくなった場合は、今ある設備自体を町へ譲渡すると

いうことでよろしいでしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 契約書にはそのように明記されております。  

○福川勝久議員  
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 この問題についてなんですけれども、もう令和７年度は何もできないということ

だと思うんですけれども、これ、工事を進めるためにはどうしていけば動き出すの

か。まだ８年、９年とあるんですけれども、その辺についてもお伺いします。  

○永野道也企画振興課長  

 工事再開はどのようにすべきかということなんですが、先ほどの町長の答弁にも

ありましたとおり、まずはえらぶゆり電力の資金繰りの改善と早期改善に伴う工事

の再開が望まれております。それについて、町のほうとしましても、資金の確保を

どのように行っているかの資金計画であったり、その資金が入ってくる根拠資料の

提示のほうを求めていく計画でございます。  

 また、令和９年度までにこの工事が果たして本当に完了するのかということに関

しましては、えらぶゆり電力側には資金計画の提出とともに、事業計画の見直し、

また事業体制の構築報告も併せしていただくとともに、この令和９年度までの事業

計画期間については、先ほど答弁でも完了しない可能性がありますと答弁をしてお

ります。ここの延長も踏まえて、環境省と現在協議を行っているところでございま

す。  

○福川勝久議員  

 もともと計画していた事業よりか小さくなる可能性もあるということだと思いま

す。  

 今回、資金調達がうまくいったとして、工事を請け負う業者としてはどういった

形で再開するのかとか、実際まだ未払いということでしたよね。それだけ払えばま

た再開しますよなのか、それだけもらって工事の再開はできませんなのかをお聞か

せください。  

○永野道也企画振興課長  

 ただいまのご質問の前に、町民の方に分かりやすくこのスキーム、工事発注とい

うことがありますので、そこの部分をちょっと補足で説明させてください。  

 今回、本町と契約しておりますえらぶゆり電力はＰＰＡ事業、ＰＰＡ契約ですね、

電力供給契約というんですけれども、一般的にいうと、九州電力さんと今皆さんが

電気契約しているのと同じような形態で電気代を支払いますよという契約をしてい

るのがえらぶゆり電力でございます。  

 このゼロカーボンアイランドおきのえらぶ事業におけるＰＰＡ事業者は、あくま

でも電力供給の契約、太陽光パネルを設置したりとか、ＰＣＳの設置等については、

先ほど議員がおっしゃっている鹿児島の大手の事業者、すみません、名前を出して

おりますので説明させていただきますが、南国殖産となります。つまり、えらぶゆ
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り電力が南国殖産への工事代金の支払い、未払い分と言われている分の支払いが終

われば、工事は早急に再開するというふうに伺っております。  

 金額については、先ほどの答弁でもあったんですが、民間民間同士の個々の契約

なので、金額のほうは私たちのほうからはお伝えすることができないのはご了承く

ださい。  

○福川勝久議員  

 支払いがあれば再開するということでした。  

 再開するのはいいんですけれども、いつまでというか、期間的なものはもう決め

る、決めていかないといけないのかな。いつまで待つのか、資金調達できるまで。

その辺の期間的なものを教えていただきたい。  

○永野道也企画振興課長  

 えらぶゆり電力が、いつ資金が入って工事が再開できるリミット、いつまで判断

をされるかという質問なんですが、ここにつきましては、本年度中、今現在、先ほ

どから答弁をして申し訳ございませんが、環境省と協議をしている中で、えらぶゆ

り電力会社の資金繰りが改善されたとしても、令和９年度までに本当に事業が終わ

るのかというタイムリミットの関係もありますので、時期的には、すみません、ま

だはっきりと定まっておりませんが、早急、まずは令和７年度事業についてどのよ

うに扱うかという方針が、これは年明け、２月までには環境省から協議結果を終え

る予定でいますので、それまでには一つの方針がご報告できると思っております。  

○福川勝久議員  

 ちょっと分かりにくいじゃなくて、基本的にこれ、だって向こうがどういった資

産の調達をするのかも分からない状態で、いつまでも待っておくって何か不思議に

思うんですけれども、町から、これ、どうやって進めていこうかなと。その分、こ

れはあり得ないことかもしれないんですけれども、町が補塡するのか、その分を。

なのか、そのまま待っておくのか。その辺の、やっぱりそのときにならないと分か

らないということは分かるんですけれども、ちゃんとした方向性を示していただき

たいなと思って質問をしておりますので、その辺をしっかりと答弁いただきたいと

思います。  

○永野道也企画振興課長  

 申し訳ございませんでした。  

 いつまでに判断、えらぶゆり電力の資金が入って、再開のめどが出てから行うか

ということなんですけれど、複数の条件が重なっていまして先ほどの答弁になって

しまいました。  
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 まずは、令和７年度事業については、ほぼ事業を完了するのは大変厳しい状況と

いうのは皆さんもご存じのとおりだと思うんですが、そこの部分をどのようにこの

交付金事業の中で扱うかをまず決めなければいけないと思っております。そのため

には、この令和７年度の事業費を令和８年もしくは９年に持っていけないかという

まず協議を環境省側と進めております。そこの判断をまず踏まえながら、今後、え

らぶゆり電力がいつ資金が入って工事が再開できるかというものの最終判断がその

協議の中で出てきますので、そこの最終的に結果が、方向性がある程度見えてくる

のが年明けの２月というふうな答弁になっております。  

 なので、単純に、すみません、申し訳ございません、えらぶゆり電力の資金が入

って工事ができますよというだけではなく、このゼロカーボンアイランドおきのえ

らぶ事業のＰＰＡ事業の全体事業費のお金の交付の仕方というのが今年度分をまず

どうしようか、その後もどうしようかという話を環境省と協議をし終わらなければ、

えらぶゆり電力にお金が入っても、再開したとしても、事業全体が最悪の場合中断

というふうになるということの答弁でございました。申し訳ございません。  

○福川勝久議員  

 そうですね、実際に資金調達して支払いしたからといって、すぐに再開するのは

難しい。８、９の事業費とかも多分関わってくるかと思うので、なかなか先が見え

ない事業なのかなと思うところでございます。  

 この前も特別委員会のときに、今の設置している場所の管理の状況のことも要望

したんですけれども、基本的にそこで働いている人もいないようでしたら、多分、

できる作業でもないのかなと思いました。また、委託するにしてもそれだけの資金

がなければできないのかなと思います。半年、そろそろやがて１年この状態が続い

ていて、本当に町民からしたら何も分からない。多分何しているんだと思っている

ぐらいのことだと思います。こんなことが本当にあっていいのかなと自分も思うん

ですけれども。  

 また、カーボン室の職員、課長なんかも本当にすごい大変な思いをされているこ

とだと思いますので、もう早めに判断をして解決する必要があると思います。  

 考え方の話なんですけれども、町には執行部があって議会があります。最終的な

決定権と責任を取るのは町長だと思っております。また、こういった構図は会社組

織に例えることもできます。会社では、最終的な判断と責任を社長が取ります。で

すが、社長１人が全てを決めるわけではありません。現場で働く社員の状況を伝え、

時にはこのままでいいのかと問い、社長がそれを受け止め、社員に助言をし、方向

性を示す。その繰り返しの中で会社は成長していくものだと私は思っております。  
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 町も同じじゃないでしょうか。今、ゼロカーボンアイランドおきのえらぶ事業は、

一度立ち止まり、判断すべき時期に来ていると私は感じております。えらぶゆり電

力においても、この事業を１５年間継続していくと赤字になるという試算を持ちな

がら、それでも地域のためにやるという強い覚悟でこの事業に向き合っておられま

す。しかし、その思いがあったとしても、今回明らかになった課題を一つ一つクリ

アしなければ、この事業を実現することはできません。町として任せているから事

業者の問題ではなくて、ＰＰＡ事業者をどう導き、どう支え、どう一緒に進めてい

くのか、その姿勢と判断が今問われていると思います。このままでいいのか。どこ

を改め、何を立て直し、どう前に進めていくのかを町長をはじめ、担当課、担当職

員の皆様にはこの事業に対する覚悟と判断を言葉だけではなく、行動と方向性で示

していただきたいと思います。  

 これ、最後の質問なります。ぜひ、町長の言葉で答弁をお願いします。  

○今井力夫町長  

 事業が今止まっておりまして、私どもも当然非常に心配はしております。町民の

皆さんにおかれましても、今、代表して福川議員が話をしているものだと理解をし

ております。  

 １つの事業をするということがこれほどまでに大変だと。世界で今までやったこ

とのないことを今仕掛けているわけでございます。  

 ただ、昨日、私は、このＰＰＡ事業者の社長にメールを打ったのは、昨日皆さん、

新聞ご覧になりましたか、南海日日と奄美新聞。奄美市が同じことを丸紅さんと組

んで、丸紅が全部資金を出しますよと。奄美市は出さない、奄美市は予算を一切必

要としないというような、うちと似たような契約をやったということが昨日の新聞

に載っておりました。  

 もう一つ、知名町でしようと思っていたことが、鹿児島県も実は沖永良部空港で

仕掛けようと思って、こっちと全く同じシステムをそのまま沖永良部空港に今仕掛

けようとしております。これも県も昨日の新聞では、本格的に沖永良部空港に太陽

光発電を基にした電源配電と、それからＥＶ車両でもって空港内の物流についてや

っていこうというようなことにゴーサインを出すというような、この２点があった

ので、私、全く知名町が仕掛けようとしていること、奄美市そして鹿児島県も仕掛

けたんだなと。同じようなこれから心配事も起こってくるだろう。ただ問題は、丸

紅さんという大きな資金力を持っているところなので、我々のベンチャー企業とは

そこが違ってくるので、そういう意味では、奄美市さんはある程度、安心した中で

やっていくと思います。  
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 ただここで一番大事なのは、このＤＧＲというのを何度も説明しましたけれども、

世界の中でこのＤＧＲというのがまだ実証に使われていないんですよ。このＤＧＲ

を最初にここで実証的に使うことによって、今発電したものを自分で使うのか、た

めるのか、売電するのか、それを瞬時に判断していくこのＤＧＲの持っている特性

というのが、この知名町で行う今回の事業の中で初めて実証される。それができる

ことによって、ＰＰＡ事業者は、別にうちからの電気代でもうけようなどと思って

いないと思います。このＤＧＲが実際に動くということで、世界を見据えて、実際

には話を聞けば、インドネシアなんかと既に話合いをつけているみたいなんですけ

れども、実証して、明らかにこれが成功しているという確証を取れないと、外国と

の契約も組めないというふうに私なりには今理解しているんです。  

 どうしてもえらぶゆり電力さんにおいては、このＤＧＲを知名町のこのマイクロ

グリッドのエリアの中で完成させたいんですよ。これを完成させるということは、

世界のどの地域においても、知名町がやってきているそのシステムを組むと、今問

題になっている再エネで電気を作っても半分以上、今捨てている状況なんですよ。

売電できない状況に今なっている。そういうものを一気に打開できるのがこのＤＧ

Ｒだというふうに私は理解をしております。  

 したがって、今やるのかやらないのか。今、我々はやりませんと言ったら、今ま

での交付金を我々は返納しなきゃいけないんですよ。ですから、そう簡単に今立ち

止まっている。したがって、もう早々に見切りをつけたほうがいいんじゃないかと

いうようなお話だと思うんです。私はそうは思っておりません。  

 令和７年度、事業が止まったのはなぜかというと、令和６年度分の未払い金があ

ったから南殖さんが動かなかっただけのことで、その令和６年度分の未払い分は既

に完納、終わっております。令和７年度以降については前金を払ってほしいと、そ

ういう話で今もめているのであって、ですから、今、私が思っているのは、この事

業を、今、課長が話をしたように、環境省ともずっと連携を取りながら進めており

ますので、国のほうの助言も我々はいただきながら、国のほうも、これで一旦この

事業を止めましょうかと国のほうから提言があれば、我々にとってはそれに従いま

すけれども、我々のほうから先に国にこの事業をやめますといったときには、我々

の責任というのが今度問われてきますので、そういう意味で、だから綿密に環境省

との今やり取りをしている次第でございます。と同時に、ＰＰＡ事業者に対しては、

資金繰りについて、どういう資金が今回、協賛している企業が今、確かに増えては

おります。その企業からどれぐらいの資金調達ができるのかというのを、こういう

のをしっかりと連携を取りながら逐次逐次報告をくれということで進めている次第
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でございますので、今、議員がやめるのかやめないのかと私に問われても、私は今

の段階では判断材料不足だと思っておりますので、今現在、判断することはできま

せん。  

○福川勝久議員  

 やるのかやめる、そこは別に求めていないんですけれども、実際未払い金は払っ

てある。前払金があればやるということは、信用がないからそういう話になってい

るんじゃないんですか。だから、本来であればそういう話は出てこないと思うんで、

だからそれをどうするのかと、いつまで待っていてもなかなか資金調達し切れない

わけですよ。この状況についてどうするかという考え方を示していただきたいなと

思って。  

 話を聞いていたら、それはどこかもやるとかそういうのじゃなくて、本当にどこ

まで希望を持って待っているのか。何もないということですよね、結局解決策は、

資金調達するまで、前払いするまで。だから、そこをちゃんとしっかりとお答えし

ていただきたかった。今の町長の答弁というのは多分分かりにくいですよ、町民が

聞いても。  

○今井力夫町長  

 今のはちょっと理解していただきたいんですけれども、今、２月頃までに環境省

とのやり取りが続いておりますよということのお話をしたんです。私も同じことを

言います。環境省と今やり取りをしておりますよと。したがって、今の時点でやる

やらないなんていう判断はできませんよという話をしたのであって。だから、あく

までも奄美市の例として、いろいろなところが似たような条件で動き出しておりま

すよと。そこは新聞の中でもあったので、その情報として一つ差し上げたのであっ

て、じゃ、議員のご質問は、町長としてどう判断するのかと言われれば、今、環境

省とやり取りをしている最中に、環境省にもううちは下りますよなんて、それが言

えるわけないわけですよ。彼らも１１月に政務官と会ったときにも、非常に困難な

立場にあるけれども、とにかく国としても離島における電源確保については非常に

期待をしているから、とにかくいろいろ今後も相談しながら進めていきましょうと

いう話を１１月につけてきたところであって、話をしてきて僅か一、二か月でもう

下りますなんて、そういうことを言ったら、二度と知名町にいろいろな事業をする

から国のバックアップをお願いしますなんていうのは国も聞きませんよ。そういう

ことを私、話をしているんですよ。  

○福川勝久議員  

 別にやめるとかそういうことは言っていないですけれども、ただ、じゃその工事
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業者自体はほかのところとか、何かやるところないんでしょうかね、別に同じとこ

ろじゃなくても大丈夫ということですよ。いや、７年度の工事を進めるために、南

国殖産じゃないと駄目なのかなと。ほかの事業所があればできないのかなというこ

とをお伺いします。  

○今井力夫町長  

 その件についても、先ほど課長がほかの業者が対応できるのかということも模索

をしておりますという回答をしたと思います。ですから、我々も、あくまでも南殖

さんがここでの工事を持つ企業だけとは判断はしておりませんし、それはまた南国

さん自身も判断していかなきゃいけないことであって、そういう意味で、もしほか

の企業が、いや、うちが乗っていきましょうという提案があった場合には、そこは、

我々もしかし南国さんの意思も尊重しながらしていかなきゃいけないことであって、

あるＡという企業が、もう私は一旦ここまでの事業で終わりますと言えば、それは

そうですかと。じゃ、我々はほかの企業が申し入れておりますので、そこと再度計

画性について練っていく必要があるのかなと思っておりますので。おっしゃるよう

に、いろいろなところが組みたいというところが出てくるのか、それともこちらか

ら提案していくのかというのは、そういうのも環境省と今模索をしているところで

ございます。  

○福川勝久議員  

 まずは、環境省との話合いの中で、２月頃には大体またどうやっていくかという

ことが分かるということでよろしいですよね。そこをまた２月どうなっているのか、

また次、３月議会もありますので、そのときにまたこのゼロカーボンの進捗状況と

方向性を確認したいと思います。  

 以上で私の一般質問を終わります。  

○外山利章議長  

 これで、福川勝久議員の一般質問を終わります。  

 しばらく休憩します。  

 次の会議は午後３時１５分から再開します。  

休  憩  午後  ３時０１分  

─────────────── 

再  開  午後  ３時１５分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

 通告７番、長山美香議員の発言を許可します。  
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○長山美香議員  

 うがみやぶらー。議席番号２番、長山美香が一般質問いたします。  

 大きな１番、おきえらぶフローラル株式会社について。  

 ①おきえらぶフローラル株式会社について、厳しい経営状態が続いていると町民

は感じており、実情が見えず不安を抱いています。おきえらぶフローラルホテルや

昇竜洞は知名町の顔であり、ホテルやフローラル館は町民にとって食事や催事を行

う大切な場所です。会社の概要、経営状況、町として把握している課題について説

明を求めます。  

 ②経営改善に向けた会社の計画や取組、町として支援を検討している施策、その

見通しについて伺います。  

 大きな２番、一般社団法人ツギノバについて。  

 ①６月定例会にて、一般社団法人ツギノバの経営難が令和７年度の町の施策に与

える影響について伺いました。令和６年度決算が９月に認定されたことを踏まえ、

同年度にツギノバが関わった事業の成果と課題について伺います。  

 ②番、令和７年度にツギノバに委託予定だった事業について、他団体への委託の

可否や代替策を含めた現在の状況について伺います。  

 以上、壇上からの質問を終わります。  

○今井力夫町長  

 それでは、本日最後のご質問になります長山美香議員のご質問に順を追って回答

させていただきます。  

 フローラル株式会社の経営状況につきましては、議員からのご指摘、ご心配のと

おり、非常に今の経営の中においては、かなり難しいところがございますので、そ

れらについて、るるご説明を申し上げます。  

 フローラル株式会社は、知名町が１００％出資しております第三セクターの会社

であり、昭和４３年に開業しました国民宿舎えらぶ荘を前身とする宿泊施設おきえ

らぶフローラルホテルの運営等を担っております。  

 えらぶ荘は、施設の老朽化や沖縄の日本復帰に伴う観光ニーズの変化により利用

者が激減したことから、平成８年におきえらぶフローラルホテルとしてリニューア

ルし、近代的な機能を備えたホテルへと生まれ変わっております。  

 同時に、管理運営体制も見直しがされ、民間的ノウハウを導入するために財団法

人知名町振興開発公社が設立されました。この公社は、フローラルホテル、フロー

ラル館、自然休養村施設の管理を一体的に担ってきております。  

 平成２４年の公益法人制度改革を機に、財団法人知名町振興開発公社の業務を継
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承する形で、知名町出資によるフローラル株式会社が設立をされ、事業を引き継い

でまいりました。さらに、令和３年５月からは、昇竜洞の指定管理を受託し、地域

観光資源を活用した事業展開を進めてきております。  

 次に、フローラル株式会社の経営状況についてご説明をします。  

 令和２年から令和４年にかけてコロナ禍においては、運転資金等の借入を行った

ことにより、その返済負担が生じております。加えて、コロナ禍終息後も宿泊及び

飲食の利用者数が十分に回復しておらず、利益構造にも課題を抱えているというこ

とから、赤字が続いている厳しい状況にあります。  

 次 に 、 フ ロ ー ラ ル 株 式 会 社 が 抱 え る 主 な 課 題 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 大 き く

３点挙げられます。まず１点目、施設の老朽化でございます。２つ目は、現在の利

益構造を踏まえた上で売上げの低迷でございます。３つ目は、経営改善に本格的に

取り組むための人員不足が生じているということでございます。  

 これら３点がフローラル株式会社にとりまして大きな経営課題となっております。  

 ②番、今後、見通し等につきましてでございますが、おきえらぶフローラル株式

会社では、宿泊割引などの各種プランやランチやディナーなどのメニューの開発を

行ってきております。  

 町の支援といたしましては、これまで町長である私、それから副町長、総務課長、

企画振興課長が役員として月次会議に参加をし、経営課題を適宜判断しながら、地

域おこし協力隊の配置や設備改善費用の支出、建物使用料の免除、経営改善の専門

人材アドバイザー導入などを行ってまいりました。今後もおきえらぶフローラル株

式会社と協議を密にして支援を行ってまいります。  

 なお、経営改善の見通しについては、フローラル株式会社が独立採算であるとい

うことも踏まえ、その成果が出るまでには時間がかかるものだと思っております。

フローラル株式会社の月次会議等で状況を見ながら、適宜対応してまいりたいと考

えております。  

 大きなご質問のツギノバの件につきましてでございます。  

 まず、①番、②番、これらにつきまして共通しておりますので、長山議員からの

ご質問であります昨年度の事業成果と課題並びに本年度の委託予定事業の現状につ

いては、これらが密接に関係しているということから、一括して回答させていただ

きます。  

 本件は、一般社団法人ツギノバの経営難が昨年度末に判明したことを受け、昨年

度の事業総括及び本年度の施策における対応が求められるものでございます。  

 それでは、成果と課題を踏まえた上で、現在講じている対応、対策について、事
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業ごとに順次報告を申し上げます。  

 まず、総合戦略策定支援業務委託についてでございます。  

 昨年度の成果といたしましては、本事業は計画どおりに進行し、年度末をもって

総合戦略の策定業務は無事完了しております。これにより、町の今後のまちづくり

における指針となる重要な計画が整備された点は、大きな成果であると考えており

ます。  

 しかしながら、課題といたしましては、戦略策定後の実行フェーズにおいて、継

続的な専門的支援体制をツギノバに依存していたものの、その関係が絶たれたこと

により、次期戦略の円滑な導入及び効果的な推進体制の再構築が喫緊の課題になっ

ております。  

 なお、本事業は策定業務をもって完結しているため、本年度における代替委託は

実施しておりません。  

 次に、ふるさとワーキングホリデー事業委託についてでございます。  

 昨年度の成果といたしましては、ツギノバの企画力とネットワークを生かし、一

定数の関係人口の創出に寄与した点が挙げられます。  

 一方、課題といたしましては、ツギノバの経営破綻に伴い、本年度の事業展開に

おいて、町が急遽新たな受託先を探す必要が生じ、事業の継続性に大きな混乱を招

いているという点でございます。この点につきましては、本年度の対応といたしま

して、さきの６月定例議会において町が直営でスキームを構築中である旨を答弁い

たしましたが、その後、９月２２日に公募型プロポーザル審査会を実施し、その結

果、契約候補者として選定された事業者と業務委託契約を締結いたしております。

現在、この事業は順調に進捗しているところでございます。  

 次に、地域力創造アドバイザー委託事業でございますが、昨年度の成果といたし

ましては、アドバイザーが移住・定住に関する相談窓口の役割を担い、本町におけ

る移住・定住促進の重要な一翼を担ってきております。  

 しかしながら、この機能が失われたことにより、移住・定住相談業務に即座に空

白が生じ、町による直営体制への緊急的な切替えを余儀なくされております。  

 このために、本年度につきましては、さきの６月定例議会での答弁のとおり、企

画振興課において事業を実施しております。  

 また、ツギノバが事務局機能を担っておりました知名町フローラル館１階旧和室

の施設につきましては、本年３月末をもって退去が完了しており、現在、この施設

はテレワークオフィス機能を維持する形で、指定管理者でありますおきえらぶフロ

ーラル株式会社と入居事業者との間で８月１日に賃貸借契約が締結されております。  
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 しかしながら、誠に残念ながら、現状では当該施設は稼働していないのが現状で

ございます。  

 最後に、サテライトオフィスの運営についてでございます。  

 昨年度の成果といたしましては、運営を開始し、複数の企業を入居誘致すること

で、地域産業振興における新たなモデルを提示できたという点でございます。  

 その一方で、ツギノバが有しておりました外部企業との関係構築や誘致に関する

専門的なノウハウが失われたことにより、今後の企業誘致において大きな支障を来

しております。  

 また、財務面においても課題が生じております。本来、入居企業からの使用料は

一 部 が 町 の 歳 入 と な る 取 決 め で ご ざ い ま し た が 、 現 在 、 こ の 使 用 料 で あ り ま す

１２６万円がまだ未納の状況となっております。  

 さらに、ツギノバの弁護士から９月中に破産申立てを行う旨の受任通知が届いて

おり、代表者とは連絡が途絶えている状況でございます。  

 今後も動向を注視してまいりますが、現時点では債権放棄、すなわち納入欠損処

理を視野に入れる必要があると認識しております。  

 本年度の運営につきましては、さきの６月定例議会で答弁のとおり、入居企業と

知名町との間で契約を締結し、町の直営により管理を行っております。  

 また、本年度に委託を予定しておりましたまちづくりアドバイザリー事業につき

ましては、まちづくり施策全般に対する助言を目的としておりましたが、現状、ア

ドバイザーが不在となっているということから、実施は困難であると判断し、未実

施となっております。  

 以上のとおり、昨年度の各事業はツギノバの関与により一定の成果はあったもの

の、いずれの事業においても継続性、専門性の確保や行政負担の増加、さらには財

務的損失といった共通の課題が生じたものと認識しております。  

 町といたしましては、これら各事業の目的が損なわれることのないよう、代替策

の検討や実施を含め、適切な対応を進めているところでございますことを改めてご

報告いたします。  

 以上で回答を終わります。  

○長山美香議員  

 それでは、再質問に入ります。  

 毎年９月の議会において、報告という形でおきえらぶフローラル株式会社の経営

状況を説明する書類の提出があります。いわゆる決算書になります損益計算書や貸

借対照表が載っているものなんですけれども、専門的過ぎて、資料を見ただけでは
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経営状況を把握するのは非常に難しいものになっています。議員への詳しい説明が

必要ではないでしょうか。また、年１回の報告でよいのか伺います。  

○永野道也企画振興課長  

 まず、年１回の報告でいいのかということにつきましてご回答いたします。  

 ９月議会のとき、提出内容につきまして、地方自治法の第２４３条の３第２項の

規定により報告を行っているとなっているんですが、これは、地方自治体が出資し

ている、関与しているパーセンテージが大きい団体については議会で報告をしなさ

いという決まり事があります。それに基づいての報告となります。  

 また、本内容が報告事項のために特段説明を行っておりませんでしたが、今後は、

議会からの要請を受けて、ホテル、フローラル株式会社も含めて報告ができるよう

な準備をいたしますので、声をかけていただければと思っております。  

○長山美香議員  

 先ほど根拠が示されたんですけれども、公共性と企業性を併せ持ち、地域住民の

生活や産業振興に関わる重要な事業を担う第三セクターは、経営が悪化すると自治

体が損失補償を負う可能性があり、町の財政に深刻な影響を与えるということもあ

りますので、第三セクターの経営状況を議会や住民に説明し、透明性を担保するこ

とが必要だと思います。  

 今後、報告のみでなく説明もしてくださるということなんですけれども、報告だ

と、議員のほうが議会のほうでの決議、質問をするという形ができませんので、議

決事項として提案するということは可能でしょうか。  

○外山利章議長  

 しばらく休憩します。  

休  憩  午後  ３時３４分  

─────────────── 

再  開  午後  ３時３７分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

○永野道也企画振興課長  

 第三セクターの出資金に応じての議会の報告というのが事項となっておりますの

で、本件は議会の議決事項に該当しませんので、議会の勉強会、もしくはそういっ

た会議のときに丁寧に説明をさせていただきたいと思います。  

○長山美香議員  

 了解しました。  
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 年に１度の報告というところは、半期に１度というのは可能でしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 可能でございます。その場合、議会の勉強会等々を活用しながらいただければ、

そのタイミングでフローラル株式会社の最新の決算状況を交えながら説明をさせて

いただきたいと思います。  

○長山美香議員  

 なかなか私たち決算書を見ても、それがどういう状態になっているのかというの

が分からない。分からないままにしておくというのは議員としてできないことでも

ありますし、もちろん議員がそれぞれ学ばないといけないことではあるんですけれ

ども、一緒に学ばせていただけたらと思います。  

 そこで、６月定例会にて町長から、財務諸表を適切に読み取れる会社と連携を図

ってまいりたいという答弁をいただきましたが、外部の専門家による評価を導入し、

また説明を受けるなどの機会も今後要望していきたいんですけれども、そちらのほ

うは可能でしょうか。そして、今、その連携が進められているのか、お伺いします。  

○永野道也企画振興課長  

 現在、６月議会で町長が答弁いたしました第三者外部機関の監査についてなんで

すが、具体的には今、話が進んでおりません。それに補足してというわけではござ

いませんが、９月に報告させていただきましたフローラル株式会社の累積の赤字に

ついては、この場で説明をさせていただきます。  

 決算書の残高試算表というページがあるんですが、その中で、当期純損益額とい

うのが出てきております。それが約４，１００万円程度、フローラル株式会社は昨

年度末で約４，１００万円程度の純赤字を出しているということになっております。  

 以上です。  

○長山美香議員  

 先日、フローラルホテルより、役員会開催に関する報告との書類を頂きました。

その趣旨は、今後、評議員を含めた役員会は開催せず、取締役会のみで行うという

ことでした。そこに至った理由は、企業運営の効率化、意思決定の明確化を目的と

して見直したとあります。評議員の構成、また人数について伺います。  

○永野道也企画振興課長  

 すみません。評議員の構成なんですが、書類を準備していたんですが、ちょっと

探し切れなくて申し訳ございません。構成については、人数等については、後の確

認をしてから報告をさせていただきたいと思います。  

 あと、今回の見直しに至った経緯についてなんですが、皆さんのほうの通知文に
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ついては、経営改善という言葉があったと思われます。その経営改善の中で確認を

したところ、先ほど町長の答弁にもありましたが、旧知名町振興開発公社のときに

評議員という制度を設けておりました。ただ、これがフローラル株式会社に移行し

たときに、評議員という組織をまず持ち合わせていなかったと。その中で、評議員

会ではフローラル株式会社の決算の議決と可決を行っておりましたが、根拠的なも

のがまず存在していなかったということも踏まえ、それに２回ほど、先ほど言いま

した町長、副町長、総務課長、私を含めた執行役員会が本来の総会という形になり

ますので、それを２度行っているということがありましたので、見直しをさせてい

ただいたと。  

 ただ、評議員会というのは、性質上、利用者の方々の代表からご意見をいただく

という組織になっておりますので、評議員会については今回取りやめをいたします

が、今後、新たな形でたくさんの方の代表となる方々からご意見をいただく機会を

設けようと思っております。  

 以上です。  

○長山美香議員  

 具体的な方向性等はもう決まっていますでしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 現時点、どなたを新しい意見を聞く構成にするかというのは、まだ定まっており

ません。  

 以上です。  

○長山美香議員  

 そうですね、定款のほうにそのような旨がなかったので、今回なくしたというこ

となんですけれども、この評議員会、町民の代表というか、各種団体の代表がなっ

ています。そういった方たち、町民の声を聞く貴重な機会だったと思うんですけれ

ども、そこをまだ新しく町民の声を聞くためのシステムができる前に閉じてしまう

というのは少し尚早だったのではないかなと思うんですけれども、今、経営が厳し

い段階にあるからこそ町民の声を聞く。これは、町長も常日頃から町民の声を聞く

ということをおっしゃっております。そういったところで、その機会をなくしてし

まったというところはどうお考えでしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 議員ご指摘の時期尚早については、確かにご指摘の点もあると思います。まず、

その新しい意見を聞く場を準備してから設けてもよかったんじゃないかと。それに

つきましては、今後立ち上げるであろうその意見を聞く会の場で、しっかり話が聞
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けるような体制をつくっていきたいと。ただ、今回は、事務組織の見直しというこ

とで、どのようなフローラルホテル側の職員のやっぱり稼働も資料作成等もありま

したので、まずそこの部分の負担を軽減するというのをどうしても先に行ってしま

ったがためだというふうに認識しております。  

 次回立ち上げるときまでには、たくさんのちゃんと意見が聞けるような、またど

のような改善が具体的に行えるかも含めて立ち上げていきたいというふうに考えて

おります。  

○今井力夫町長  

 利用者の皆様の感想、意見というのを聞くことは非常に大切だと思っております

ので、そういう意味で、各部署部署に我々利用者からの声ということとかアンケー

ト項目を作っておいて、そこにいろいろ書いてもらったり、例えば食事の面はどう

ですかと、宿泊者については、スタッフのおもてなしの度合いはどうですかとか、

あとお風呂の料金はどう思いますかとか、そういうものを実は直接的に利用者の声

を聞くという体制は非常に大切だと思っておりましたので、今でも継続しておりま

すので、いろいろな利用者の皆さんの声を聞いて、そして業務改善に生かしていく

というようなことは非常に大切なことだと思っておりますので、今後とも時期時期

にやるものと、常に毎日気づいた人が回答できるようなものを実施していきたいと

思っております。  

 また、あと１つは、従業員の皆さんがどうしたらこのホテルが改善できるのかと

いうようなホテル内の中の意見を書いてもらうというような、そういうことも今ず

っと継続してしておりますので、今後もいろいろなところの意見を聞いていくとい

う体制づくりは非常に大切だと思っております。  

○永野道也企画振興課長  

 すみません、資料が見つかりましたので、評議員の人数１１名で構成されており、

その構成員は、議会議員の皆さん及びＪＡあまみ、町商工会関係者、区長会、また

町地域女性連絡協議会等になっております。  

○長山美香議員  

 入浴の場所、大浴場ですね、あとレストラン、客室、アンケートがあるというこ

とは聞きました。ただ、そちらは実際利用されている方、そしてレストランが閉じ

た今、レストランのことに関してお話ししたくてもなかなかやっぱり取れないとい

うところがありますので、ホテルのロビー等に広く町民が意見を言える場、またホ

テルのインスタグラム等もありますので、そういったところも活用して、町民の声

が届くというシステムをつくっていただけたらと思います。  
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 お風呂のことが出ましたので、入湯料についてちょっとお聞きしたいと思います。  

 ９月の定例会で、議案第６２号、知名町フローラル館の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について審議され、入湯料の値上げに関しては、議員のほ

うからも、利用者の多くは高齢者であることから、入湯料の据置きや値上げ幅の再

検討についての意見が上がりました。現行の利用料金水準では、安定的かつ継続的

なサービス提供に支障が生じるということで議案は認定されましたが、しかし、現

在、回数券のみ改定前の金額で据え置かれているということです。こちら、議会に

説明を行う必要があったのではないかと思います。また、回数券の料金を据え置い

た理由を伺います。  

○今井力夫町長  

 ホテルの利用料金等につきましては、下限そして上限というものがあると思いま

す。その範囲内において、我々は、例えば上限を動かす場合には議会にきちんと説

明をしてきたつもりでございます。  

 それから、据え置いたというのは、議員の皆さんからも、お年寄りの皆さんがた

くさん利用していると。それからまた、自分たちが利用しているときに、やはりこ

れ以上上がると非常に困るという町民の意見を自分たちは聞いているんだと。だか

ら据え置くべきじゃないかという意見も聞きました。  

 その中で、１回目の利用料金をこれだけ上げたときには、実際に１か月券で見る

とかなりの料金のアップになっておりましたので、それはこれだけ一気に、私も最

初は数百円の値上げだというふうに理解しておりましたけれども、かなりの料金、

数千円の料金の値上がりでしたので、町民の声としてはこういうものがありますよ

という利用者の声がありましたので、そういうものを鑑みて、実は回数券とかその

月の券で利用しているというのがほとんどでしたので、じゃ、ほとんどの皆さんが

利用しているところを据え置いて、これまでどおり利用しやすい入浴施設にすべき

だろうということで据置きという形に変えさせていただきました。  

 以上です。  

○長山美香議員  

 町民から、あれはどうなっているのという声をいただくのは議員も同じです。一

度議会で決まった、議員の頭の中には金額が入っているわけです。それが、あれ、

違うよという話になると、あれ、どうしたことかということになって、ホテルに連

絡をしたりいろいろしてまた町民に返すんですけれども、今、回数券を買うと１枚

当たり４２０円になります。ただ、入湯料を普通に１回分買うと８００円なんです。

この差額の説明等も聞かれたときには私たちはしないといけなくなるというところ
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もありますので、ぜひ小まめな情報の共有等をしていただけると、今後ありがたい

なと思います。  

 先ほど役員体制の話がございました。代表取締役が町長、そして副町長、総務課

長、企画課長という４名の方がフローラルホテルの役員としてホテルの業務責任を

担っているところではありますけれども、町の中においても大変重要な立場にいら

っしゃいますので、なかなかホテルのところ、ホテルに足を運ぶというところが難

しいかなと思うんですけれども、町長、ホテルにどれぐらい足を運ばれております

でしょうか。  

○今井力夫町長  

 お察しのとおり、非常に忙しゅうございます。実は、何月でしたか、私の座席を

事務室の中に作っておいてくれと。可能な限り行って皆さんの話を聞きたいのでと

いうふう申し出たんですけれども、申し出てから私が行ったのは、あそこで食事会

とか宴会があったり、またこの月次会議のときに顔を出して、そのときに情報を聞

いているというような次第でございまして、席を確保させたんですけれども、なか

なか毎日あそこに顔を出すということは非常にやってみて困難であるし、不可能に

近いなというのを今感じております。  

○長山美香議員  

 フローラルホテルは第三セクターですので、独立した事業体です。その中で、や

はり町長はトップとしての、どちらにとっても大事な存在であることには変わりは

ありません。もちろん役員の方々もそれぞれお忙しいという中で、こちらに総務省

が出しています第三セクター等の経営健全化等に関する指針というのがあります。

そ の 中 で 、 ３ 番 、 経 営 責 任 の 明 確 化 と 徹 底 し た 効 率 化 等 と い う 中 に 、 （ ２ ） に 、

「地方公共団体の長や職員が役員に就任する場合にあっては、その職責を果たし得

るのか、十分に検討を行うことが求められる。」、また、役職員の選任についてな

んですけれども、「職務権限や責任にふさわしい人材を広く求め、民間の経営ノウ

ハウを含めた適切な知見を有する人材が積極的に登用されるように努めることが必

要である。」というものがあります。どうでしょうか。役員の中に民間のノウハウ

を持った方というのを１人でも登用するということができれば、その方がホテルに

在駐をする。町長がやはり時々ホテルに赴くということで、少し経営改善に向けた

動きが早まる可能性があるのではないかなと思うんですけれども、どうでしょうか。  

○今井力夫町長  

 ホテルの経営状況が非常に厳しかったという時代にこの仕事を拝命して、社長を

お受けさせていただいているんですけれども、その中で、やはり経営においては専
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門分野の人が必要だなということで、過去においても、鹿児島のほうから専門家を

招聘して、毎月月次会議に出てきていただいて、書類を全部見ていただいて、今後

こういう改善をしていったほうがいいだろうとか、こういう商品開発というのが非

常に必要になってくるんじゃないかというような感じで、外部人材活用というのは

これまで数回やってきております。  

 そ れ か ら 、 民 間 の 皆 さ ん の 中 で 、 先 ほ ど 評 議 員 の 話 が 出 ま し た け れ ど も 、 年 に

２回、上半期と通年を通しての経営報告ということはこれまでしてきておりまして、

民間の方からも棚卸しについてはもう少し棚卸しの内容というのをしっかりと検討

すべきじゃないかというような専門的なご意見をいただいていることはこれまでで

もありますので、おっしゃるとおりにいろいろな方の、我々がホテル業の専門家で

はございませんので、ホテル業に関して非常に精通している皆さんの意見というの

を参考にしていくことは非常に大切だと考えております。  

○長山美香議員  

 今回、１２月にその評議員のほうの手元に来た資料なんですけれども、読ませて

いただきました。ふだんなかなかホテルのスタッフがどういうことをしているのか、

どういう改善、努力をしているのかというところが一般町民として利用している中

では見えないところがあったんですけれども、実際、中を見させていただきますと、

キャンペーンを開催したり、どうやったら宿泊数が伸びるのか試行錯誤をしている

姿が、現場のスタッフの皆さんの努力というのもすごく見えました。本当にホテル

のスタッフもホテルを愛している。そして、役員の皆さんも当然ホテルのことを大

切に思っている。そして知名町の町民も、本当に空からも海からも物すごく目立つ

んですね、フローラルホテル。我がホテル、我が町のホテルというか、もう私たち

のホテル、そういった思いがあるからこそ、ランチが休業になった、あら再開した

という話が町民の間で話題に上る。いつまでもやっぱり話題になるということは、

それだけ町民の中に浸透している自分たちのホテルだという意識があるのだと思い

ます。  

 今、ホテルが大変な思いをしている、なかなかスタッフも集まらないという中で、

どうやったらホテルが本来の輝きを取り戻せるのか、知名町の顔としていけるのか

というところ、本当に町長がいつもおっしゃっています協考で協働、そして協創、

みんなでこの知名町の大切な私たちのホテルを守っていくということにつながって

いけばいいなと思っております。  

 次に、ツギノバの件について再質問いたします。  

 サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス の 入 居 企 業 か ら 、 ツ ギ ノ バ を 通 し て 納 入 さ れ る は ず の
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１２６万円が未納とのことなんですけれども、このほかに未納の債権等はあります

でしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 未納について、町の一般会計に入る分の未納につきましては、この１２６万円と

なります。これは滞納状況ですか、会計課から出される資料の中にも上がっている

と思うんですが、この１件が町の一般会計分についてはこの額のみでございます。  

○長山美香議員  

 ありがとうございます。１２６万円、やはり入ってこない見通しが立っていると

いうことはなかなか厳しいなと思います。  

 委託状況において、まず自主財源で行う予定だった事業です。総合戦略策定支援

業務委託に６００万円、サテライトオフィス運営委託に６０万円、今年度委託予定

だったまちづくりアドバイザリー業務に２００万円です。自主財源が乏しい知名町

にとって、これはかなりの額になります。  

 まず、総合戦略策定支援業務の課題にもありますが、６００万円をかけた総合戦

略策定後の実行フェーズにおいて、突然ツギノバを頼れなくなった、町、職員で対

応しなければならなくなったということなんですけれども、次期戦略の円滑な導入

及び効果的な推進体制の再構築に向けて、職員のみで対応するのか、委託を検討し

ているのか伺います。  

○永野道也企画振興課長  

 現時点については、この件については、詳しくというよりは、具体的な話合いは

進んでおりません。次期計画がまた数年後になるんですが、ただ、今回の案件を踏

まえて、まず自分たちでチャレンジ、策定に取り組んでいけないかという話を皮切

りに、どうしても私たちが不得手とする部門があった場合は、その部分をしっかり

意見を出し合って、委託を出すにしても全委託ではなく、そこの部分の委託という

ような形で進めていければと思っております。  

○長山美香議員  

 次に、特別交付税で行っていた事業です。  

 ふるさとワーキングホリデー事業は１，２９０万円、地域力創造アドバイザーは

５６０万円になり、どちらもかなり高額な事業になります。  

 ふるさとワーキングホリデーは、次の委託先も決まり、受入先の業者の募集の案

内も目にしました。昨年度参加された方を通して様々な交流も始まっているという

ことで、関係人口の創出、子や孫が誇れる町が生まれ育った方たちだけでなく、こ

うして関係を持った島外の方々にも誇れる町になっていることをとてもうれしく思
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います。  

 地域力創造アドバイザーについては、今後も町の職員による直営体制で行うのか、

また、新たな委託先を検討中なのか、伺います。  

○永野道也企画振興課長  

 地域創造力アドバイザー事業、事業名からして、なかなかぴんときづらいんです

が、移住相談、定住相談の窓口業務ということについてご回答させていただきます。  

 これにつきましても６月議会のタイミングでは直営方式で検討している。まず、

委託先がなかなか見つからない。そのように合致したところが本町、ほかの民間企

業をなかなか探すことができなかったと。その中で、今現状の移住相談件数につい

て報告をさせてください。  

 ツ ギ ノ バ が 運 営 し て お り ま し た 令 和 ５ 年 、 ６ 年 に つ き ま し て 、 令 和 ５ 年 が 延 べ

４２２件の相談に対し１０８名、令和６年度が５７７件、人数で１１４名でござい

ます。  

 今年度、先月末時点で件数はぐっと落ちて２３件の人数は２３名でございます。

こ の 数 字 は 、 ツ ギ ノ バ に 委 託 を 出 す 前 の 令 和 ４ 年 度 を 参 考 に し ま す と 、 当 時 は

１１件の相談に対し１１名の相談人数となっております。  

 以上です。  

○長山美香議員  

 そうですね、委託が全て悪いのではなく、委託の長所、短所をうまく捉えた結果

だと私は考えています。  

 本町における令和６年度の委託料は、一般会計では５億１，０００万円を超え、

１８２件の業務委託が執行されています。限られた職員で多くの業務を行わなけれ

ばならない現実。また、民間の企業等の専門性やノウハウを生かし取り入れること

は、町にとってもとても必要なこととは思いますが、今回、１つの委託先と結びつ

きがあまりにも強かったのではないかと思われます。今後の町の委託に関する考え

方を総務課長にお伺いいたします。  

○成美保昭総務課長  

 業務委託契約ですが、様々な業務、各課全てにおいて契約締結しているものでは

ございますが、町内におきましてできる分野とできない分野がございます。それに

つきましては、指名委員会等のほうで指名願が出ている業者のほうを、またその中

からもさらにこちら等の付き合いがあるというか、こちらでの実績がある業者等を

選択して選んで契約しているものがほとんどではございますが、その中でも、町内

でどうしてもここしかできない、この業者しかできないというものに関しては特命
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の随意契約、そこも視野に入れながら検討を進めている状況でございます。  

○長山美香議員  

 また、交付金や補助金を利用し委託を行うケース、そうですね、委託をなかなか

自主財源だけではできないので、どうしても交付金や補助金がついた、ついたとい

うか取っての委託というものも多いかなと思うんですけれども、町のニーズに沿っ

た補助金であればよいのですけれども、いつの間にか補助金に沿った業務が生まれ、

委託が行われてはいないだろうかという疑問を持つところもあります。  

 ９月議会の議案審議の中でも申し上げましたが、業務の重要性は予算の額には比

例しません。数万円、数十万円の予算でも、町民に寄り添う、なくてはならない事

業も多く存在します。真に町民のニーズに応える業務は、もしかしたら目に見えな

い、見にくい、見えづらいものかもしれません。  

 先ほどの答弁の中で、成果と課題を丁寧に挙げていただきました。ツギノバは、

町の期待に応え成果を出していました。だからこそ、信頼関係が強まり過ぎて頼り

過ぎてしまうという結果になったのではないかと思います。行政と委託先はパート

ナーであり、常に情報共有や改善提案を行える関係であるとともに、過度に依存を

していないか、常に自問自答していく姿勢が必要だと思います。委託先に任せ切り

になるのではなく、行政側も一定の知識を持ち、チェック機能を維持する必要があ

ると思います。また、職員には、委託先が有する専門性や知見、ノウハウを学ぶよ

い機会として捉えてもらい、貪欲に学んでいく姿勢を望みます。  

 今回、ツギノバの件は、私たちに委託の在り方、町の業務の在り方について、い

ま一度考えるきっかけとなりました。決して委託や補助金が悪いと言っているので

はありません。大切なことは、行政が単なる発注者になるのではなく、委託先と共

に地域課題を解決する伴走者となることでノウハウが地域に根づき、持続可能なサ

ービス改善につながっていくことを望んで一般質問を終わります。  

○外山利章議長  

 これで、長山美香議員の一般質問を終わります。  

 本日の日程は全部終了しました。  

 本日はこれで散会します。  

 明日１８日は午前１０時から会議を開きます。  

 お疲れさまでした。  

散  会  午後  ４時１１分  
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令和７年第４回知名町議会定例会議事日程  

令和７年１２月１８日（木曜日）午前 10時 00分開議  

 

 

１．議事日程（第３号）  

 ○日程第  １  一般質問  

        ①福井  源乃介議員  

 ○日程第  ２  議案第６７号  知名町過疎地域持続的発展計画の変更について  

 ○日程第  ３  議案第６８号  令和７年度知名町一般会計補正予算（第４号）に  

               ついて  

 ○日程第  ４  議案第６９号  令和７年度知名町国民健康保険特別会計補正予算  

               （第２号）について  

 ○日程第  ５  議案第７０号  令和７年度知名町介護保険特別会計補正予算（第  

               ２号）について  

 ○日程第  ６  議案第７１号  令和７年度知名町後期高齢者医療特別会計補正予  

               算（第２号）について  

 ○日程第  ７  議案第７２号  令和７年度知名町下水道事業会計補正予算（第３  

               号）について  

 ○日程第  ８  議案第７３号  財産の無償譲渡について  

 ○日程第  ９  議案第７４号  和解について  

 ○日程第１０  議案第７５号  知名町企業立地等促進条例の一部を改正する条例  

               について  

 ○日程第１１  議案第７６号  知名町敬老バス乗車に関する条例を廃止する条例  

               について  

 ○日程第１２  議案第７７号  知名町乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準  

               に関する条例の制定について  

 ○日程第１３  請願第  １号  知名町民の命と安心を確保するために血液供給体  

               制の変革を求める意見書採択の請願について  

 ○日程第１４  発委第  ４号  知名町民の命と安心を確保するために血液供給体  

               制の変革を求める意見書について  

 ○日程第１５  発議第  ５号  知名町議会会議規則の一部を改正する規則につい  

               て  

 ○日程第１６  発議第  ６号  議員派遣の件について  
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 ○日程第１７  決定第  ８号  閉会中の継続調査の件について  

 ○日程第１８  決定第  ９号  閉会中の継続調査の件について  

 ○閉会の宣告  

 

 

１．本日の会議に付した事件  

 ○議事日程のとおり  
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１．出席議員（ 12名）  

議席番号     氏    名   議席番号     氏    名  

  １番   田  尻    博  樹  議員     ２番   長  山    美  香  議員  

  ３番   原  﨑    幸  雄  議員     ５番   西      □ 信  議員  

  ６番   髙  風    勝一郎  議員     ７番   福  川    勝  久  議員  

  ８番   窪  田      仁  議員     ９番   根  釜    昭一郎  議員  

 １０番   西      文  男  議員    １１番   福  井    源乃介  議員  

 １２番   川  畑    光  男  議員    １３番   外  山    利  章  議員  

 

１．欠席議員（０名）  

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名  

藤  田  孝  一  議会事務局長   元  榮  聡  子  議 会 事 務 局 主 事  

 

１．地方自治法第 121条の規定により説明のため出席した当局職員の職氏名  

氏   名   職   名    氏   名   職   名   

今  井   力  夫  町 長   赤  地   邦  男  副 町 長  

田  中   幸太 郎  教 育 長   成  美   保  昭  総 務 課 長  

西     富士 雄  総務課長補佐   永  野  道  也  企画振興課長  

岡  越     豊  農 林 課 長   田  邊    栄  農 業 委 員 会 事 務 局 長  

英     敬  一  建 設 課 長   下  田   浩  治  耕 地 課 長  

中  山  昌  昭
 会 計 管 理 者

兼 会 計 課 長
  井  上  修  吉

 
税 務 課 長  

元  栄  吉  治  町 民 課 長   中  村   里佐 子  保健福祉課長  

根  元  幸  治  保 健 福 祉 課 長 参 事   久  永   裕  一  上下水道課長  

原  田  孝  二  子 育 て 支 援 課 長   池  沢   由美 子  教 育 委 員 会 事 務 局 長  

上  原  美 穂 香
 教 育 委 員 会

事 務 局 参 事
  森  田  太  樹

 
町 誌 編 さ ん 室 室 長  

東     里  樹
 学 校 給 食

センター所長
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△開  会  午前１０時００分  

 

○外山利章議長  

 ご起立ください。  

 おはようございます。お座りください。  

 これから本日の会議を開きます。  

 

△日程第１  一般質問  

 

○外山利章議長  

 日程第１、一般質問を行います。  

 通告８番、福井源乃介議員の発言を許可します。  

○福井源乃介議員  

 おはようございます。  

 議席１１番、福井源乃介が、次のことについて一般質問を行います。  

 まず１点目は、町長交際費等の公表についてであります。  

 群島内でも、行政の透明性を高め町民の理解と信頼を得るために、公務で支出す

る交際費について使用基準の明確化とホームページで公表する動きがあります。本

町においても、町長の交際費について公表すべきではありませんか。また、町長の

最終学歴である高知大学卒業証明書も併せて添付、公表すべきではありませんか。  

 ２点目は、県有防風林の再整備についてであります。  

 沖永良部農業の課題は、水対策と風対策です。水対策については、国営地下ダム

事業の完了、畑かん整備によりほぼ解決されました。風対策については、防風ネッ

トの普及拡大や平張りハウス、鉄骨ハウスの導入により取り組まれております。  

 今後は、県が造成したフローラルパーク下の防風林から新城沖泊までの防風林帯

の再整備を行う必要があります。県に要請して再整備を行ってもらい、将来的には

町に無償譲渡して町が管理すべきと考えています。県有防風林帯の再整備について

協議を始めるべきではありませんか。  

 ３点目は、上城浄水場への太陽光パネル設置についてであります。  

 水道水の硬度低減化に伴い、令和９年度以降水道料金の改定が予定されておりま

す。物価高騰の中で、電気、ガスに続き水道料金、公共料金の大幅な値上げは町民

の家計を直撃します。  

 そこで、令和８年度、公共施設やフローラルホテルへの太陽光パネル設置計画を
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見直し、最大限上城浄水場に設置を行い、水道料金の上げ幅の圧縮に努めるべきで

はありませんか。建屋についてもパネル設置を見込んだ設計にすべきであります。  

 ４点目は、町民総兼業農家構想についてであります。  

 町民総兼業農家構想は、家庭菜園の普及拡大や非農家への農地（町民菜園）の貸

出しを行い、島の自給率の向上や地産地消、自給自足、特産品の開発と６次産業化

を推進するための私の政策であります。  

 農業の町でありながら極めて低い自給率を改善し、多品種栽培を行い、あらゆる

野菜や米や小麦、大豆、果物を栽培し、エネルギーの自足と食の自足を実現させ、

食料安全保障と島内経済の循環を図るべきではありませんか。  

 以上、今回も多くの提案をいたします。執行部の前向きな答弁を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、改めまして皆さんおはようございます。本日３日目となります。  

 まず、トップバッターといたしまして、福井源乃介議員のご質問に順を追って回

答してまいります。  

 まず、交際費等につきましてでございますが、交際費の公表に当たりましては、

議員のご質問にもありますように、使用基準を明確にする必要があると思っており

ます。まずは県内の自治体の交際費に関する規定を参考に、その使途の基準、公表

の時期等について検討を行い、年度内には規定を整備してまいりたいと考えており

ます。当該規定につきましては、来年４月１日の施行を予定しております。  

 次に、卒業証書の公表について回答いたします。  

 卒業証書につきましては、個人情報の保護に関する法律において定義されている

ものでございます。当該の卒業証書につきまして公表を義務づけるような法律はな

いものと承知をしております。本町の条例等においても、そのような規定はござい

ません。このことから、町といたしましては、卒業証書を公表するという考えは現

在のところ持ち合わせておりません。  

 なお、私の卒業証明書につきましては、今年９月に一部のマスコミから取材があ

った際に原本を提示し、確認をしていただいたこともあるということは申し添えて

おきます。  

 県有防風林等の活用等につきましてでございますが、県有防風林の再整備計画の

有無につきましては、大島支庁担当課に問い合わせたところ、現在ある県有防風林

につきましては防風効果を発揮しているということから、現段階での再整備の予定

はないという回答でございました。  

 また、防風林帯は地域の要望を受け整備されているということから、大規模なも
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のを除き、枝打ちや除草などの日常の管理は受益する地域の皆様で管理していただ

くことになります。  

 また、県有防風林の再整備につきましては、地域から要望がございましたら、そ

の内容を精査し、緊急性や近隣への影響等を考慮しながら、実施に向け県と協議を

してまいります。  

 また、基盤整備新規地区におきましては、同じく地域からの要望により畑地帯総

合整備事業の農地保全のメニューにて実施可能ということでございます。  

 また、ご提案の県有防風林の町への譲渡につきましては、譲渡後の防風林を町及

び受益者地区が維持管理するということは、人員的にも財源的にも困難であると考

えられ、県有防風林として県の管理下の下で、必要な整備について県に対し要望し

ていくということが有利な点があると考えております。  

 上城浄水場につきまして。  

 上城浄水場への太陽光パネル設置につきましては、上下水道課と企画課で調整を

行っているところであり、現在のところ、屋根置き方式によりＥＤＲ棟に１０９枚

で発電出力６２．６７キロワット、ポンプ棟には２８枚で発電出力を１６．１０キ

ロワットのパネルを設置する計画ではあります。合計で１３７枚のパネルで発電出

力７８．１７キロワットとなりますが、これに基づき屋根の耐荷重を考慮した上で

土台を設置する計画としております。  

 また、試算によると一般的な算出方法で、年間８６．６５２キロワットアワーの

発電効果が見込まれるものではないかと試算しております。  

 なお、フローラルホテルへの太陽光パネル設置計画の見直しについてご提言をい

ただいておりますが、脱炭素先行地域事業で整備をする太陽光パネルの設置箇所や

総量に関する部分もございますので、事業の進捗と併せて引き続き検討、調整して

まいりたいと考えております。  

 町民総兼業農家制度構想につきましては、議員のご提案の地産地消、特産品の開

発、人口減少、高齢化が進展する中で、地域活性化を図る重要な取組だと認識をし

ております。  

 本町は多くの農産物を有し、島外へ出荷している反面、主要な野菜の大半は島外

から買い入れている状況にあります。地域内での経済循環を図るためにも地産地消、

６次産業化や特産品の開発は本町の重要な活性化方策として、今後も推進してまい

りたいと考えております。  

 そのために、本年度から知名町伴走型商品開発及び販売戦略支援アドバイザー事

業を実施しており、商品開発を行う町内業者や既存の事業者の経営改善の支援、ふ
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るさと納税の促進に係るアドバイス等を行っているところでございます。  

 また、地場産野菜の栽培講習会の開催や、生産者や販売店で組織する地産地消連

絡会での意見交換や先進地の視察研修などを通し、地産地消の推進に努めていると

ころでございます。  

 今後も地域内で経済循環を促進するため、地産地消や特産品開発などに係る取組

に対しては、町としてできる支援、サポート等をさらに強化充実させてまいりたい

と考えております。  

 以上でございます。  

 先ほど申し上げた数値等について少し訂正をいたします。  

 ８ ６ ． ６ ５ ２ キ ロ ワ ッ ト と 申 し ま し た が 、 ８ 万 ６ ， ６ ５ ２ キ ロ ワ ッ ト を ８ ６ 万

６５２キロワットに訂正をいたします。  

○外山利章議長  

 しばらく休憩します。  

休  憩  午前１０時１３分  

─────────────── 

再  開  午前１０時１３分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

○今井力夫町長  

 それでは、文言の訂正をちょっとお願いします。  

 ８６．６５２キロワットを８万６，６５２キロワットというふうに単位を訂正さ

せていただきます。  

 以上でございます。  

○福井源乃介議員  

 それでは、再質問を行います。  

 旬の話題を２点取り上げたところであります。意図するところは情報開示という

ことであります。  

 まず、さきの町長選挙において、相手候補が情報開示ができていない、不十分で

あるという政権批判を繰り返しておりました。相手候補云々ではなく、この情報開

示ということについて、町長はどうお考えですか。  

○今井力夫町長  

 情報開示の中に公的な情報の開示、それから個人情報に係る情報開示とそれぞれ

の場合がございます。当然、町政全般に係るような情報等につきましては、きちん
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と町民の皆様にご理解いただけるように細部にわたって公開する必要もあるし、ま

たは、質問を受けた箇所については、理解いただけるような詳しい説明をしていく

必要があるのではないかなと思います。  

 個人的な情報につきましては、大本の国の法等に照らし合わせて実施していかな

きゃいけないものであり、今回のような、今ご質問のあったような卒業証書等につ

いては、マスコミのほうが事前に確認をしたいということでございましたので、そ

ういうことがありましたよということを先ほどお話しして、このことはユーチュー

ブ等をご覧の皆様におかれましては、きちんと公開してありますよということが伝

達できるのではないかと思っておりますので、改めて個人的に卒業証書を町報など

に載せるとか、そういうことは今のところ考えておりません。  

 以上でございます。  

○福井源乃介議員  

 今回、選挙戦になりました。２期連続の無投票ではなく選挙になって、得るもの

があったようなインタビュー記事もありましたが、実際のところ選挙戦を戦ってよ

かったとお考えでしょうか。  

○今井力夫町長  

 無投票になるかどうかということにつきましては、私のほうでは全く予想はして

いない状況で、常に４年たつとそれぞれみそぎを受けなきゃいけないということは、

この職を拝命した最初のときから考えていかなきゃいけないことだと思っておりま

す。  

 ただ今回、２期目が無投票で、３期目にこうして選挙を行いましたけれども、改

めて町内を４回見て回りました。その中で、有権者の皆様がいろいろ遊説している

最中に話しかけてきていただきました。  

 こういうふうな状況とか、この点についてもっと頑張っていただきたいとか、町

の活性化に向けてしっかり取り組んでほしいという叱咤激励をいただいたというこ

とは、ある意味では町民との距離感が非常に近まったのではないかなということと

か、私自身で回りながら、道路整備状況とか、その周りの植栽の整備状況、ネムノ

キなどが道路に覆いかぶさっているような箇所、そういうところを確認することが

できましたので、関係部署に、町民の皆様が安心して通れる道路管理というのは必

要だと思いましたので、即、指示を出すこともできましたので、ある意味で、私は

この選挙というのはより町民の皆さんと意思疎通を図るのにもよいし、町内の細部

を見ていくという意味では非常によかったのではないかなと思っております。  

 そういう意味では、今回の選挙でまたいろいろいただいたことは、改めて初心と
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いうものをもう一回しっかりと再認識していかなきゃいけないという意味では、私

自身にとっては、すばらしい経験になったと思っております。  

 以上です。  

○福井源乃介議員  

 課題が見えて、課題解決にすぐ指示をしたということで、ありがたく思うところ

です。  

 当選後のインタビューの中でも、町民との対話の大切さを認識されたという報道

がありました。現在、町民と語る会、行政説明会を年に１回行っておりますが、こ

れを複数回、回数を増やす考えはありますか。  

○今井力夫町長  

 町民と語る会というのを年に１回実施させていただいております。また、議員の

皆様も、ふだんこういう議場の場とか、または個々に私と町の政策について話合い

をする機会があると思います。その様子を皆さんは皆さんの立場で、町民と語る会

で議員はしていただいております。  

 私は私なりの報告しなきゃいけない事項等を幾つかポイントを絞って実施させて

いただいておりますが、これを年に２回とか３回というのは時間的に非常に難しい

ものがあったり、進捗状況等の大きな変化がない場合もありますので、それについ

ては、現在のところ年１回でいいのではないかと考えております。  

 そのために、最近の町が持っておりますＬＩＮＥでの広報や、または町報という

のがそのために活用できているのではないかなと考えておりますので、そこで実施

していきたいなと思います。  

 また、場所によっては字の敬老会とか、もしくはいろいろな字行事に招待を受け

ますので、その折にも町民に町の施策の様子等についてはるる話をする機会がござ

いますので、そういう意味では、かなりの情報公開、町の行っていることについて

の説明責任というのは果たしながらしているのではないかなと考えておりますので、

現段階で町民と語る会というのは、年に１回でいいのではないかなと考えておりま

す。  

 以上です。  

○福井源乃介議員  

 ３点目とも関連しますが、今後、水道料金の改定、それから旧役場庁舎跡地の再

開発、複合施設整備が検討されております。やはり説明責任を果たす必要があるし、

十分な説明が必要だろうと思います。ケース・バイ・ケースで、必要があれば自ら

やはり出向いていって町民と語って、いいものをつくり上げていただければと思う
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ところです。  

 交際費につきましては、県内４３自治体の中で２０の自治体が、もう既にホーム

ページで公表しています。それらを参考にしながら、４月１日から公表するという

答弁でありました。  

 私が今回意図するところは、一番交際費が少ないのが喜界町長、年間３０万円、

その次が知名町長の４０万円。一方、小さな村のリーダーは年間１５０万円。よそ

の町がどうのこうのではなくて、群島内の市町村でもこれだけ格差があるというこ

とと、本当に本町の交際費、使い勝手が悪いんですよ、飲食にはほとんど使えない。

自らが我慢をして町政運営に当たっているということは、やはり町民にも理解して

いただく必要があろうかということで、ホームページでの公表ということで提案を

したところであります。  

 群島内でも公表の動きがもう加速することは分かっています。奄美市長もやる方

向で、大和村ももう既に実施されているし、ほかの町にもやはり波及していくだろ

うと思っておりますので、規定、基準を定めて、ぜひ町民に我慢するところは我慢

して町政運営に当たっているというところは理解をいただきたいと思います。  

 それから、卒業証明書についてもあえて取り上げるところもなかったんですが、

３８年間教員生活をされてきたということが何よりも証明をしております。ただ、

町長の性格ですから、連日の報道を見てすぐ手を打たれているだろうということで

取り上げました。実際、９月には新聞社、報道機関に公表したと。別に０．１ミク

ロンも疑っているとかそういうことではありませんので、誤解のないように。  

 ただ、これが、知名町長が自身のプロフィールファイルの中に卒業証明書も添付

しているということが全国の首長たちの模範となるような、個人情報の壁がありま

すけれども、個人情報で逃げるのもまた疑惑になりますので、その辺を加味しなが

ら、町長の性格上、こんなことで町政を停滞させるわけにはいかんという思いはも

う重々分かっていますので、その辺はご理解をいただければと思うところです。  

 いずれにしても、広報ちな、あるいはホームページ、町のＬＩＮＥ等、とにかく

情報を出せるものについては積極的に出していくよう要請して、次の質問にいきま

す。  

 防風林ですが、町長の行政報告の中で、大島支庁との行政懇談会の中で、防風林

帯の枯れ木の伐倒についてはお願いをしたということですが、我々が問題にしてい

るのは、その後なんですよ。更地をどうするか。  

 答弁では、効果を発揮し、とんでもない答弁でした。防風、防潮、塩害防止対策

がもうほとんど半減以下ですよ。もうグリーンベルトがもうあちこちで隙間ができ
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て、防風効果、防潮ができていないので、要望があればということなので、西議員

も私も、まず要望の声を上げているところです。  

 ですから、町長には知事との離島行政懇談会、あるいは郡の町村長会等々で要請

していただけないかということですが、いかがですか。  

○今井力夫町長  

 知名町における様々な課題、また大島群島内共通課題というものが多岐にわたっ

てあります。そういうものを直接、知事と膝を交え合わせて語ることのできる唯一

の場所が、行政懇談会等だと思います。  

 また、大島支庁長が直接、これまでは奄美大島に出向いたときに幾分かの時間を

割いて各自治体の課題等について申し述べるというようなことでしたけれども、昨

年度から大島支庁長が直接当該市町村に来ていただいて、そして、その自治体の持

っている課題等を直接聞いて、そして十分時間を取って話し合うことができている

のが、去年から直接来ていただいて話をすることができているという面では、非常

に功を奏しているのではないかと。  

 その中で今回、大島支庁長には、この防風林対策については進言をさせていただ

いたところでございます。こういう農作物をどう効果的に育てていくかというよう

なことは、農業が基幹産業でございますので、そこに防潮林、塩害による生育阻害

というのを防ぐというのは非常に農業を進めていく上で大事なことでございますの

で、いろいろな機会を捉えて、また議員がおっしゃるように言わないと相手も気づ

いていただけませんので、様々な課題等については、しっかりと進言してまいりた

いと考えております。  

 以上です。  

○福井源乃介議員  

 防風林と保安林がちょっとごっちゃになっていますので、あえて正名地区の防風

林に絞っていきたいと思いますが、農林課長も耕地課長も、やはり県との接触とい

うのは年に数多くあると思いますが、ぜひ、このことについては声を上げていただ

きたいと思っています。  

 鹿児島県が防風林造成工事を始めたのが昭和４年です。もう水対策よりも風対策

が先なんですね。吹きさらしの島を守ろう、救おうという思いで、当時の大島支庁

官業課林務係助手から県職をスタートさせた松下重成氏が先頭に立って、笠利町か

ら喜界そして与論まで防風林の造成工事を進めてきました。正名地区については、

その記念碑も現在きちんと保存をして、やはりこのやがて１００年の歴史があるも

のを我々は守り、伝えていかないといけない。  
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 その中で、効果を発揮しているではなくて、もうほとんど防風、防潮、塩害防止

効果がもう半減しているという現状をぜひ伝えていただきたいと思います。いかが

ですか。どちら、両方、どちらか、どうぞ。  

○岡越  豊農林課長  

 県有の防風林につきましては、議員がおっしゃるように、正名地区については保

安林ということではなくて、県有の防風林として植栽をされております。その中で

町の森林ということではないので、私どもは面積等について把握はしておりません

が、県有防風林として正名地区に３０地点整備されてございます。  

 その中で、私も現場を見させていただいて、ところどころ防風機能が発揮されて

いないというか、そもそも防風林がないところ、木がない状態も確認をいたしまし

たし、正名の高台のほうからも眺めさせていただいて、すばらしいグリーンベルト

があるんですけれども、ところどころ虫食い状態というか、空いている状況は確認

をさせていただきました。  

 地域の農業作物を守っていくという中で、防風林は非常に重要なものだというこ

とは認識をしております。ただ、そのモクマオウでいいのか、重線化を図るのか、

高さをどうしていくのか。その地域全体を守るということと、また畑に隣接する方、

防風林に隣接する畑地の方の意見等も伺いながらということが必要かと思いますの

で、地域の皆さんと協議をして検討する中で、県に対してしっかりとこういう形で

要望していこうということが決まりましたら要望していきたいと思いますし、ふだ

んの管理の中で自分たち、また地域の皆さんでできることということは、また突き

詰めて協議していけたらなと思っております。  

○下田浩治耕地課長  

 先ほど町長の答弁の中で、畑地帯総合整備事業の中で防風林帯を設けて防風林を

植栽するということが可能というお話をしましたが、過日、大日南西部という、今、

住吉のほうで南西部地区と畑地帯総合整備を行っていますが、その隣の徳時、大津

勘の県道から下、海岸線にかけて今計画を行っておりまして、令和９年度採択を目

指しているところなんですが。  

 先日、受益者説明会が行われまして、現行の徳時の墓地近くにある、これは保安

林なんですが、それを残してまたさらに効果が発現するように林帯を増やしていく

方向、また、保安林に面する圃場の線形を整えるため、また保安林自体の線形も真

っすぐ管理がしやすいように、また農道も真っすぐ通せるようにしていくというこ

とで、大島支庁林務課と調整して、また計画に盛り込むことを試みるということで

協議することに地区の皆さんからの同意も得ましたので、また、そのように新規地
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区で畑総を行う場合に、そうやって地域の皆さんの声を聞いて、いや、やはり伐採

してほしいという声もあるかもしれないので、そこを確認しながら進めてまいりた

いと思います。  

○福井源乃介議員  

 すばらしい対応だと思います。  

 徳時のビーチロック、こっち側の。とにかく新たな造成については進めていただ

きたい。受益者にとっては１畝でも１平米でも畑が欲しいというのはもう分かって

いますけれども、やはり、この前のちょうどこの質問に合わせたかのように１２月

１３日から１４日にかけて、北西の季節風が１３メートルから１５メートルぐらい

の強風が吹き荒れました。あれの対策でもあるし、台風の対策でもあるわけですの

で。  

 農家の皆さんはモクマオウを嫌います。だから樹木に対してはシャリンバイなり、

あるいは今現在、県のほうで取り組んでいる樹木でいいと思う。一番いいのはモク

マオウのほうが、痩せた土地でも砂地でも早く成長して早く効果が出せるのがモク

マオウなんですよね。ただ、その周辺はどうしても日陰になる。それから木が養分

と水分を吸うもんですから作物がうまくできない。これはもう仕方ないことなんで

すが、農家にとっては困ることなんで、その辺のこともありますけれども、とにか

く北西の季節風から農作物、台風から農作物を守る効果を発揮するための防風林で

すので、県の職員の皆さんも、この歴史についてはほとんどもう１００年前の話で

すのでご存じないと思いますので、ぜひ、モクマオウの父と呼ばれた松下重成の生

涯、この生きざまをもう一回見ていただいて、吹きさらしの島を救った男の物語で

すので、参考にして要請をしていただければと思います。  

 いずれにしても、相手は県ですので、トランプと一緒ですよ、トランプ大統領と。

取引、ディール、後は町がやるからやってくれという考え。これについてはどうで

しょう、取引。  

○今井力夫町長  

 昨日もお話ししましたけれども、今の時代、もう人口も減ってきておりますので、

地方自治体が何でもかんでもできていくという時代ではございません。そういう意

味で、私も県道に歩道を設置してほしいという話はもうずっとしてきております。

安心・安全な社会環境づくりというのは、一にも二にも大事なことでございますの

で、そういうあたりで歩道設置というのはずっと呼びかけてきております。  

 そのときに私が話をするのは、取りあえずまず造ってくださいと。その歩道の近

くにある樹木の伐採とか、そういうものは受益者であるそれぞれの字ができる分は
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きちんとやっていきますよと、何でもかんでも植木の手入れまで全部県にしてくれ

と、そういう話ではないんだと。だから皆さんはとにかくまず造ってほしいと。造

った後の維持管理については、たとえ県道であろうとも、そこで生活している町民

がやらなきゃいけないことだと私は思っておりますので、自分らでできるものはま

ず自分らでやる。そして、できないものについては公助が必要になってくると思っ

ておりますので、そういう感覚で私は進めてまいりたいと思います。  

 この事案に対しても、先ほどの道路のことに対しても、まずは県が先にしなけれ

ばいけないことについては県に要望しますけれども、その後のことについては、や

はり恩恵を受けるのは地元住民でございますので、それに対して県もずっと予算を

組んでいくことは不可能でございますので、できることはそこの住民がきちんとし

ながらやっていくという、それが私はまちづくりであり、またその字の団結力がそ

こで生まれてくるのではないかなと思っております。議員ご指摘のような方策が私

はベターじゃないかなと考えておりますので、そういう方向性で考えていきたいと

思っております。  

○福井源乃介議員  

 現在でも地域の人たちが草刈りをしたり、軽微な管理はしております。別に何も

していないということではありません。ただ、即応できるのは、やはり町が管理を

した、もちろん金もかかるし人もかかるけれども、要は更地に植栽、植林をやって

もらうためには、県は動かないですよ、今の状態では。ただ伐倒はします。  

 だから、更地がどんどん増えていけば、あの天皇杯をもらったときは１メートル

の隙間もありませんでした。グリーンベルトを高く評価をしていただきました。平

成１２年でしたか。その現地審査の皆さんがあの高台から海岸線を見たときに、あ

のグリーンベルトに対しては、防風効果、これは絶大だという評価をいただいたん

ですよ。ところが、平成二十三、四、五年でしたか、台風が１週間おきに立て続け

に来たときに、それと干ばつによって立ち枯れが始まって今の状態。いつまでたっ

ても、ただ伐倒はするけれども植えることをしない。  

 だから、勘違いされて困るのは、我々が手をかけたときには始末書、フローラル

パーク下の件もありますよ。だから言っているわけですよ、勝手にはできないとい

うところ。その辺はご理解をいただきたい。反論ありますか。  

○今井力夫町長  

 反論ではございませんけれども、確かに県の所有物に対して自治体が手を出すと

いうのは引っかかるところがございますので。ただ、今おっしゃっていただいたよ

うに、かつて整備されていた県の所有物が、そこに空白地帯ができているんだった
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ら、それはあなたたちの責任でまずすべきじゃないかと。  

 私が申し上げているように、これを町でこの財産をもらうということは、そうす

ると、そこの管理全般を全て町でしていかなきゃいけなくなりますので、その辺の

余力というのが町にあるかというと、なかなか難しいところがございますので。例

えば、県は、ここの樹木の整備とかまたは伐採等につきましては町に委託しますの

で、町のほうでこの予算でやってくださいと、そういうようなやり方でしていかな

いと、町が一旦もらってしまうと、もう県は、あなたたちに差し上げましたので後

はあなたたちで全部管理してくださいと言われると、我々にとっては、人員や財政

的な面で苦しいのが出てくるんじゃないかなということで、先ほどの答弁のように

させていただきました。  

 以上です。  

○福井源乃介議員  

 一番ベストは、委託料をもらって町が管理する、これはもう当然だと思います。

町の手出しも出るわけですから。ただ、取引として、再整備ということで大胆な提

案になりましたが、まずは更地を解消するということについてお願いをしたいと思

います。  

○岡越  豊農林課長  

 これまで県有防風林の管理につきましては、議員もご存じのように、定期的な管

理体制の下で危険箇所とかは伐倒が行われてまいりました。それをちゃんとした管

理と言えるのかという部分はもちろんあるかもしれませんが、県の所管する担当課

においては、具体的な地域からのまず声が届いていないんだと思います。  

 それについては、私たちもしっかりどうしてほしいんだということをしっかりと

要望として伝えて、それを管理の中でできるのか、また、そこは地元でお願いした

いという部分になるのかという協議が必要になるかと思いますので、まずは正名字

の皆さんと、どのような形を望むのかということを町としてもしっかり把握した上

で、県にしっかり要望していきたいと思います。  

○福井源乃介議員  

 とにかく協議を始めるべきだということで取り上げております。始めていただい

て、あのグリーンベルト、防風の壁をぜひ築いていただきたい。  

 それと保安林についても、この北西の季節風というのはもうヤブナ、田皆岬から

潮風を含んだ暴風が吹きます。田皆地区、正名地区、住吉、とにかく海岸線におい

ては、やはりそういう効果のあるグリーンベルトですので、再整備に向けて協議を

進めていただきたいと思います。  
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 次にいきます。  

 先般、国の大型補正予算１８兆３，０００億円が成立をいたしました。この中に

水道水の硬度低減化処理施設建屋の補助金も含まれておられるのか、確認されまし

たか。  

○今井力夫町長  

 まだ具体的に、全体の補正予算増については国会で通過したということは聞いて

おりますけれども、知名町にこれだけの補正予算がありますよという通知はまだ私

の手元には来ておりませんけれども、行政報告の中でありましたように、奄振委員

長のほうからは、知名町の硬度低減化に向けてはしっかりと予算の確保ができる方

向で進めますという回答をいただいたということは、ご報告したとおりでございま

す。  

○福井源乃介議員  

 詳細は、国からの内示、重点交付金等々、金額の詳細があると思います。現在、

造成工事が行われております７，１００平米を超える広大な敷地になります。建物

等の設計等については、現在進捗はどうなっていますか。  

○久永裕一上下水道課長  

 造成工事については、今、外周のブロック関係が年内に完了する見込みです。そ

の後に中の造成関係をしていくので、今契約をしている部分については、年度末に

は完成する見込みです。  

 建屋についての設計については、設計ができております。今後、今準備をしてお

りまして、２月、３月に発注ができるように現在取り組んでいるというところです。  

○福井源乃介議員  

 設置はするということで答弁がありましたが、とにかくやることをやって、どう

してもこれだけは上げざるを得ないということは、やっぱり町としてやる必要があ

るということであります。  

 現在、ゼロカーボンについては止まっている状況でありますし、令和７年度の計

画では、住吉地区の浄化センター、田皆地区、それから下平川小学校と計画がされ

ておりますが、この令和５年、６年度の計画については完了済みということでしょ

うか。確認です。  

○永野道也企画振興課長  

 結論から申しますと、令和６年度は完了済みでございます。  

 対象施設は、知名中学校、文化ホール、新庁舎となっております。  

○福井源乃介議員  
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 給食センター、すまいるについても終わっているということで、７年度以降が現

在、昨日からあるように、問題を抱えて今検討中ということでありますが、上城浄

水 場 に つ い て は 、 令 和 ９ 年 度 の 計 画 に な っ て い ま す 。 そ の 中 で 年 間 や は り

３，０００万円以上かかっている電気代を抑えることが値上げ幅の圧縮につながる

わけですので、仮に、最大限上城浄水場に導入できる規模はどれぐらいですか。  

○永野道也企画振興課長  

 上水道課と調整を行い協議した結果、屋根に置くのが一番ベストということで、

今回の答弁の７８．７７キロワット相当のパネルとなります。  

○福井源乃介議員  

 ５７．２キロワットから増えた形ではありますが、ただ、フローラルホテルにつ

いてはあの形状ですし、下のメントマリ公園に野建てをするということも不可能な

んで、また大規模改修等を考えるとホテルの設置はもう無理なんですよね。言って

いいのかどうか、やはり。ただ、その分を上城に、要するにもう計画の中でそれは

決まっているわけですね。その中でフローラルホテルが仮にできないのであれば、

上城に回せるだけ回してほしいという思いもあります。  

 ですので、事業が再開しないと、これ議論、とにかくやるということは明確にな

っていますが、やはり毎月１，０００円も水道料金が上がるということは、もうガ

ス、電気、全て物価高騰、これが来年収まるかって、収まることはありませんね。

ですから、水道料金、公共料金についてもやはり毎月のことですので、家計を直撃

します。  

 ぜひその辺の方策を考えた上で、やむを得ないランニングコストを半年間見た中

で再度計画をすると。電気を使う施設ですので、まずこの３，０００万円以上かか

っ て い る 年 間 の 電 気 代 を 抑 え る と い う こ と が 圧 縮 に つ な が り ま す の で 、 あ の

７，０００平米、売電ができないところ、まあいいか。いろいろ環境省や関係団体

と協議をして、ぜひ最優先で上城浄水場に努めていただきたいと思います。  

 これについては、計画を前倒しでやるということは、これは不可能ですか。知名

小学校、フローラルホテル、住吉小学校、田皆小学校、田皆中、知名環境センター

が令和８年度になっていますが、この計画がそのままずれ込むのか、あるいは浄水

場処理施設整備に合わせて前倒しでできるのか。難しいか、計画変更。  

○永野道也企画振興課長  

 前倒しにつきましては、昨日の答弁も踏まえながら回答させていただきますと、

今、ＰＰＡ事業者の資金繰り悪化に伴って工事が中断しております。その中で前倒

しという協議というのは現在しておりませんが、この太陽光の事業につきましては、
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基本自家消費を目的とした事業となっておりますので、売電というのは相当余剰が

出たタイミングでというふうにご理解いただければと思います。  

○外山利章議長  

 いやいや、だから、先にやれないのか。売電じゃなくて。  

○永野道也企画振興課長  

 すみません、前倒しについては、事業中止を行っているので、令和８年度に持っ

てくるとかという計画自体の話が今できない状況になっておりますので、ご理解く

ださい。  

○福井源乃介議員  

 いずれにしても、関係団体と協議を進めて再開ができるよう要請して、次にいき

ます。  

 私の政策としては、知名町フラワーロード構想、それから町民総兼業農家構想、

この２つであります。  

 知名町フラワーロード構想というのは、集落の入り口や県道、道路沿いの空き地

を利用した花いっぱい運動を全集落で取り組むことによって、稲水公園を起点とし

て町内一周を花のまち、花のロードにしようという構想。これについては、ご理解

をいただいて現在進んでおりますし、農林課のほうでは、花の苗や種子、球根等の

助成を行いながら継続的に町民運動として花いっぱい運動が進んでいるところです。  

 もう一つの政策が、今言っている町民総兼業農家構想。言わば、お裾分け文化、

昔の。キャベツがいっぱいできたから食べてよね。ピーマンができた、ナスができ

た、何ができたねと。それで余った分は無人市なり農産物直売所なりで販売という

形でやっていただきたい。  

 それと、転勤族の皆さんにとっても、知名町に行ったら野菜づくりができて、土

いじりができて、楽しい５年間、３年間であったというようなことにもつながれば

いいのかなという思いでありますので、ポテンシャルは十分にあります。食の自足

とエネルギーの自足をすれば、最強の島になると思います。  

 特産品の開発とか、いろいろ答弁ありましたけれども、全体的にぜひ意識啓発を

していっていただきたいと思いますが、いかがですか。  

○岡越  豊農林課長  

 これまで知名町の農業につきましては、その作物を選択する上で換金作物という

観点から、農業者のほうは出荷をしてそれをお金に換えるということで生活を守っ

てきたところがあります。  

 その中で今、当地の温暖な気象条件を生かした作物、それから気象災害に強い作



― 147 ― 

物が選択されてきたものと思います。その結果、私どもの知名町においては、農業

が主幹産業であるという位置づけでございますが、その中で、選択肢の中から本来

は本町で生産ができるのに作らなくなった作物が多くございます。これが経済的に

成り立つのかどうかというところはあるので、それを農家に選択してもらうという

のはなかなか難しいかと思います。  

 その中で、議員がおっしゃられているこの兼業農家、農業していない方、それか

ら兼業農家も含め規模の小さい方、それから農業に興味がある方が農業にいそしん

でいく、楽しんでいくという視点というのは非常に重要なことかなと思いますので、

これについては否定もしませんし、ぜひ積極的に推進していくべきものだろうとい

うふうに考えておりますので、どういった形でそれが非農家の皆さん方に伝わって、

取組としてどういうふうに展開できるのかというところは、いろいろな意見もいた

だきながら、知恵を絞りながら進めていけたらなというふうには思っております。  

○福井源乃介議員  

 町長が行政を進める中で、金を島の外に流さないんだということにやはり直結す

る政策だと思います。農業の島でありながら、自分たちが食べる野菜は買っている。

日本は輸入大国です。永良部も輸入大国だと言っても過言ではない。また、台風で

船が止まれば、ああだこうだ、自分たちのストックする義務もやっぱりあるわけで

すので、そういった食の自足、島の自給率６％でしたか、たしか。島の自給率６％

しかないんですよ。本当に安全保障、いろいろなことを考えれば、ぜひ進めていっ

ていただきたいし、これをしないと複合施設もうまくいかないと思います。やはり、

島の駅、農産物直売所、加工品、加工場があっても原料がなかったり、ですから多

品種栽培、どうしても島の場合には偏ってしまいますので、いろんなものを作って。  

 だから、ひとつお願いしたいのは、各集落が字有地を持っています。正名なんか

では各種団体がサトウキビを字有地で作って活動資金を捻出しています。だから、

そういうまず調査をして、その野菜を作りたい人たちに地域で貸せる体制というか、

そういう仕組みも検討していって、町民菜園、本当はフローラルパーク周辺が町に

近いほうがいいとも思うんですけれども、それぞれの集落の字有地があります。  

 花を植えたりキビを植えたりいろいろ使われているのは重々承知ですが、それを

転勤族とか、野菜を作りたい、家族で土いじりをしたい皆さんに貸し出せるような

仕組みもぜひ検討して、町長が進めるエネルギーの自足と食の自足、最強の島にぜ

ひしていっていただければと要請して、一般質問を終わります。  

○外山利章議長  

 これで、福井源乃介議員の一般質問を終わります。  
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 本定例会においても８名の議員が一般質問を行いました。執行部当局におかれま

しては、これらの質問や要請事項を真摯に受け止め、適切なる対応をお願いいたし

ます。  

 おとといの４名、昨日の３名、本日の１名、計８名の議員の皆様、ご苦労さまで

した。  

 

△日程第２  議案第６７号  知名町過疎地域持続的発展計画の変更に  

             ついて  

 

○外山利章議長  

 日程第２、議案第６７号、知名町過疎地域持続的発展計画の変更についてを議題

とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  

 ただいまご提案申し上げました議案第６７号は、知名町過疎地域持続的発展計画

の変更についての案件であります。  

 本案は、知名町過疎地域持続的発展計画に事業内容を追加することによる計画の

変更であります。  

 第８章、医療の確保において鹿児島県地域離島精神医学寄附講座負担金事業、第

９章、教育の振興において知名中学校プールろ過装置更新事業、第１１章、地域文

化の振興において空調設備更新事業を追加したことから、過疎地域の持続的発展の

支援に関する特別措置法第８条第１０項で準用する同条第１項の規定に基づき、議

会の議決を求めるものであります。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから本案に対する総括的質疑を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 なしと認めます。  

 これで総括的質疑を終わり、次に、ページごとによる質疑を行います。  

 １ページ、市町村計画の変更案。  
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 ２ページ。  

 ３ページ。  

 ４ページまで。  

○福井源乃介議員  

 総括になりますが、これまで議案説明、提案理由の中で県に申請をして許可をい

ただいているというところは、これまではずっと答弁に入っていたんですが、その

辺の県との変更についての許可というか、申請は終わっていますか。  

○成美保昭総務課長  

 この過疎債の計画の変更ですが、県への申請は終わっておりますが、決定の通知

が来たかどうかを今確認して、また回答いたします。  

○福井源乃介議員  

 いや、過去にそういう答弁をしていたんで、文言漏れということじゃないですが、

そういう文言も検討してみていただければということであります。  

 以上。  

○外山利章議長  

 要請でよろしいですか。  

○福井源乃介議員  

 はい。  

○成美保昭総務課長  

 今、確認ができました。申請後に確認ももらっております。  

〔「議案として出せないわけ」と呼ぶ者あり〕  

○成美保昭総務課長  

 そうですね。次回の提案理由から載せさせていただきます。失礼いたしました。  

○外山利章議長  

 ほかにございませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これでページごとによる質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第６７号を採決します。  
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 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第６７号、知名町過疎地域持続的発展計画の変更については原

案のとおり可決されました。  

 

△日程第３  議案第６８号  令和７年度知名町一般会計補正予算（第  

             ４号）について  

 

○外山利章議長  

 日程第３、議案第６８号、令和７年度知名町一般会計補正予算（第４号）につい

てを議題とします。  

 本案についての説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、議案の提案理由を説明いたします。  

 ただいまご提案申し上げました議案第６８号は、令和７年度知名町一般会計補正

予算（第４号）についての案件でございます。  

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億８，３０３万９，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ８４億９，８５６万３，０００円と定めております。  

 主な補正内容は、歳入につきましては、交付決定により国有提供施設等所在市町

村助成交付金を増額計上、国の経済対策により拡充された物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金を増額計上しております。  

 歳出につきましては、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、全町

民対象に、物価高騰支援として物価高騰対策商品券事業費用を新規に計上、国の補

正に伴う経済対策として、子育て世帯を強く支援するため児童手当費を増額計上し

ております。  

 債務負担行為は、農業農村整備事業管理事務所改修工事設計業務委託及び農業近

代化資金等利子補給を追加しております。  

 地方債は、鹿児島県地域離島精神医学寄附講座負担金事業費を追加し、各起債限

度額の調整により変更を行っております。  

 詳細につきましては、お手元の予算説明書をご覧ください。  
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 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから総括的質疑を行います。  

○西  文男議員  

 総括でお伺いをします。  

 現在、町のホームページの中で気象レーダーを見ることができるんですが、ここ

何か月か情報発信がされていないと、農家の方からクレームが出ております。理由

について確認します。  

○成美保昭総務課長  

 これにつきましては、１０月の半ば頃から、サーバーとのやり取りの中でうまく

伝わらなくなって、これは故障のうちに入るんですけれども、見積りを取りました

ところ６００万円という金額が出ておりまして、これについてどうするか、今これ

から協議を行う段階ではありますが、どの程度の町民、またこのデータをどれほど

利用されているのかをもう少し調査をしてから、金額がちょっと大きいものですか

ら検討してまいりたいと思っております。  

○西  文男議員  

 農業立町である町において、ハウス等じゃなく農業をしている農家の皆さんは、

計画を持って天気予報等々、それと降雨量等々を非常に参考にされているんですよ。

今おっしゃったその金額が６００万円というふうな形、高額なのでどうしようかと

いうことであれば、まず基金の創設において早急に対応するというふうな形のお考

えはいかがでしょうか、お伺いします。  

○成美保昭総務課長  

 今、議員がおっしゃられるように一つの方法だとは思いますが、財源についても

当然必要となりますので、必要性、優先度を考えながら検討してまいります。  

○西  文男議員  

 必要性を再度ということであれば、当初から必要があって、町民に５か所による

気象レーダーを公開していたというふうな認識でおります。ですから、これまで有

効に活用しているのが事実なので、それをまた町もそれを提供して、増産等々の中

も一部だというふうな認識の下、それから災害等に備えるというふうな意味も含め

て発信をしているかと思います。  

 たまたま今年は大きな台風もないんですけれども、まだ１０月は非常に気温が高

く、サトウキビ等々においては散水等でまだまだ伸びる時期なんですね。サトウキ
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ビで言えばですよ。ほかの農作物についても同様だと思います。  

 ですから、せっかく気象システムで町民に情報提供して、非常に有効活用を町民、

農家が利用していましたので、早急な回復をし、情報を提供いただくよう要請しま

すが、いかがでしょうか。  

○成美保昭総務課長  

 このシステムですが、リアルタイムな表示ということで、ホームページといいま

すか、ブックマーク等で入れてあればすぐ表示ができましたが、現在のところも止

まっているわけではありません。データは常に取られておりますので。ただ、その

表示の仕方について、今トラブル、故障が発生していて、そこにそれぐらいの金額

がかかると私たちもちょっと驚いている段階でして、先ほどから申し上げましたと

おり、財源等を検討中ですので、意に沿えるような形で対応してまいります。  

○外山利章議長  

 続けます。  

 総括的質疑、第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。  

○福井源乃介議員  

 国の大型補正が成立をしまして物価高騰重点交付金が拡充されるということで、

今回は、プレミアム付商品券と児童手当ということですが、今後内示があった時点

で、その物価高騰対策のまずメニューの取りまとめはどういうふうに考えています

か。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 国の予算が一昨日通過をしまして、国から知名町に対して限度額が示されており

ます。１億４，０００万円程度、今日示されておりますが、取りあえず今年度も令

和６年度の国の補正、それから一般の予備費を使った事業に充てているものがあり

ますので、今回の補正につきましては、先ほど議員おっしゃられたように商品券を

充てると。残りの４，０００万円、町でどうするのかというところについては、一

旦、全額国のほうでは本省繰越しといって来年度に繰越しをいただいて、来年度の

事業で実施していくというような感じで考えております。  

○福井源乃介議員  

 世間ではおこめ券という話が出ていますが、やはり何にでも使える商品券がベス

トだと思っております。  

 ただやはり、自治体によっては、水道の基本料金をカバーしたり、給食費を３学

期無料にするとか、何かそういうアイデアを集めて、財源にもよりますけれども、

国のうたい文句としては重点交付金を拡充するという名目だったんですが、そうい
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うメニューを取りまとめて、すぐできる現金給付もあると思うんですよ。ですから、

その辺はきちんと皆さんでもんでいただいてメニューづくりをするべきだと思いま

すが、その点どうでしょう。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 議員のおっしゃられました水道水の減免とか給食費の減免についてなんですけれ

ども、水道水の減免については、またこれ３月という年度末、年度をまたいだ場合

とかいろいろ出てきますので、それからこれまで支払われた水道料金に対してまた

お返しすると、難しいですので、それは給食費もそうですね。なので、水道水であ

れば、例えば年度初め、来年度か何か月間は基本料金を無料にすると。給食費につ

いてもそういう形でするという形のほうが、事務手続的にもやりやすいというのが

ありますので、今回はそのようにしたと。お願いします。  

○福井源乃介議員  

 繰り越せるということで、成立が遅れた分、どうしてもやはりずれ込むわけです

ので、しっかりと物価高騰対策になるようなメニューづくりを要請して終わります。  

○外山利章議長  

 続けます。  

 歳出、２ページ。  

 ３ページまで。  

 第２表、債務負担行為補正、４ページ。  

 第３表、地方債補正、５ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで総括的質疑を終わり、次に、事項別明細書による質疑を行います。  

 歳入、６ページ。  

 歳出、７ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで、事項別明細書による質疑を終わります。  

 次に、歳入歳出による質疑を行います。  

 歳入、８ページから。ございませんか。  

 ９ページ。  

 １０ページ。  

 １１ページまで。ございませんか。  
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 歳出、１２ページから。  

○根釜昭一郎議員  

 すみません、１９目電算管理費なんですけれども、その中で第５次ＬＧＷＡＮ通

信料の２００万円減額とあるんですけれども、これの詳細。定額とかではないかを

含めてお答えください。  

○成美保昭総務課長  

 お答えします。  

 この電算管理費の第５次ＬＧＷＡＮ通信料ですが、当初予算の計上時には、通信

速度が本土と離島側で別料金、金額に差異がありまして、それがこちら離島のほう

からの要望というか要請というか、それはおかしいんじゃないかということでそれ

ぞれ統一された料金になったということで、当初多めに組んでいた通信料を減額し

たということになります。  

○根釜昭一郎議員  

 すみません、後学のために、多分定額であろうかと思うんですけれども、定額料

金のほうを答弁お願いいたします。  

○成美保昭総務課長  

 現在、私のところに手元に資料がございませんので、後でご回答させていただき

ます。  

○外山利章議長  

 続けます。  

○西  文男議員  

 １３ページの総務費の２２目で、１７節の備品購入費がありますが、これは日米

合同訓練の交付金ということで説明書もありますが、購入した選定の基準はどのよ

うな形でこの購入備品の選定をしたか、お伺いします。  

○成美保昭総務課長  

 この交付金ですが、昨年度から頂いている交付金ですが、時期がやはり遅い時期

に９月とか１０月あたりに決定が急に来るものですから、そこから３月までに全て

終わらせないといけないという事業になりまして、なかなか工事等は組めない状況

になりますので。  

 備品購入費という形で今回購入する予定としていますのが、下の公用車のところ

に止めてある小型の消防ポンプ車がございます、軽トラの荷台に載せてある、それ

に載せてあったポンプの部分をかん水事業のほうに今運用していて使っているとこ

ろがございまして、それで今載っていない状況になっているんです。そこをまた新
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しく載せるために２１６万円ほどかかります。そして、ミストファンというものを

６台、これが１７８万円。ミストファン、外部スポーツ大会等で使う、夏の暑さを

和らげるために使うやつですね。それと消防団員、全団員のヘルメットを百八十数

個、これが５９万円。ヘルメットが大分古くなっておりまして交換の時期に差しか

かっているということで。  

 そしてもうあとは、公民館に設置してある避難所用の発電機がございますが、既

に故障して動かないというものも幾つかありまして、これを４台、１４７万円。最

初４台、取りあえず今使えないというところが、瀬利覚、上城、上平川、芦清良と

なっておりますが、そちらのほうに配備する予定としております。  

 以上です。  

○西  文男議員  

 非常に有効に今足らない部分について補充しているという認識をいただきました。  

 それから、避難用ということで発電機等々ありますが、避難用のグッズとかそれ

から非常食は、町は保有しているかどうか、お伺いします。  

○成美保昭総務課長  

 非常食につきましては、賞味期限がございますので、そこに合わせた形で毎年予

算を組んで補充はしております。  

○西  文男議員  

 当然食べ物ですから、おっしゃるように期限がありますが、この期限後、廃棄し

ているのか、そのまま期限前に有効に利用しているか、お伺いします。  

○成美保昭総務課長  

 前にも給食センターの関係でお答えしたことがあったんですけれども、期限切れ

の数か月前になりますと、給食センターのほうでも同じように保存食を準備してお

ります。それと一緒に向こうのほうに提供いたしまして、給食の例えば船が来ない、

数日船が来なくて食材に困っている状況があるとき等で使えるような形で回してお

ります。  

○外山利章議長  

 続けます。  

 １４ページ。  

○髙風勝一郎議員  

 １４ページの７項企画費の１目企画費、町制施行８０周年記念事業記念品等作成

のためとありますが、内容を伺います。  

○永野道也企画振興課長  
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 ピンバッチ等のノベルティーの作成費用として計上させていただきました。  

○髙風勝一郎議員  

 来年は町制８０周年ということで、節目の年と併せて、来年はほかの施設の節目

の年にもなります。例えば、フローラルホテルが平成８年４月１日にオープンをし

て３０周年、同じく同年１０月に知名町フローラル館が落成をして３０年、それか

ら 町 制 ４ ０ 周 年 の と き に 現 在 の 町 民 体 育 館 が 落 成 を し て お り ま す 。 昭 和 ６ １ 年

１２月、それができて来年は４０周年というそれぞれ節目の年になりますが、それ

らの施設に対して、来年度何か計画をされていることがありますでしょうか。  

○永野道也企画振興課長  

 まだ、フローラルホテル並びに館につきましては、現在、ホテル側と協議中とい

う状況でございます。  

○髙風勝一郎議員  

 それぞれ節目の年であります。さらに町民体育館、４０周年がたっております。

９月の一般質問でも福川議員が町民体育館の今後というところで、町長がまだまだ

活用できると思っているという答弁の中から、ぜひ、また町民体育館をどのように

活用していくかも含めて、４０周年の節目のとき、町民体育館に関しても何らかの

計画を立てていただければと思いますが、いかがでしょうか。  

○上原美穂香教育委員会事務局参事  

 町民体育館が４０周年経過するというところで、具体的な計画といいますのは、

設備ということで捉えさせていただきますけれども、９月の議会でも答弁いたしま

したとおり、今年度、ＬＥＤ化の工事も終わりまして、今後１０年以上はもてるよ

うな形で考えておりますが、まだ具体的に町民体育館をいつまで使うかとかいった

ような具体的な計画には至っていないところですが、施設の状況等を見ながら修繕

できるところは修繕していくような形をまずは取りたいと考えております。  

○外山利章議長  

 ４回目ですけれども、はい、最後どうぞ。  

○髙風勝一郎議員  

 失礼しました。ぜひ４０周年も、町のために活躍してくださった施設ですので、

もし何らかの形で表現できればと思って質問させていただきました。また検討され

てみてください。  

 以上です。  

○外山利章議長  

 続けます。  
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 １５ページ。  

○西  文男議員  

 非常に国からの子育て支援、物価高騰で子供たちに２万円というふうな形、児童

手当費ですね。実際に１，９００万円という形の金額が出ているんですが、対象の

人数を把握していれば、示していただきたいと思います。  

○原田孝二子育て支援課長  

 １，９００万円の内訳としましては、児童手当、今回のが支給が一般分か公務員

分 か と い う こ と な ん で す が 、 公 務 員 以 外 の 一 般 分 で ５ ８ ０ 名 で 、 公 務 員 分 で

３４０名、そして１０月のほうが基準日になるんですけれども、そちらから生まれ

た 方 も 対 象 と な り ま す の で 、 そ う い っ た 出 生 分 が ３ ０ 名 と い う こ と で 、 合 計

９５０名ということになっております。  

○西  文男議員  

 ちょうどぴったりですね。すごいですね。２掛けて。  

 というのは、これ非常に事務費がかからないと、要するにもう支給されている子

たちが対象なのでということで、国のほうも非常にいい施策をしたので、非常に要

は事務手数料等々が発生しないという形、非常にいいのかなと思っているんですが、

いつ頃、予算執行できるのか。要するに国からの補助が入ってからだと思うんです

が、大体内示があるかどうか、お伺いします。  

○原田孝二子育て支援課長  

 今週でしたか、見込みのほうを出しているところであります。まだ内示のほうは

届いておりませんが、国のＱ＆Ａなどでは、もう町において補正予算とか専決とか

そういった手段、もろもろでありますということで、それを使っていただいて速や

かに支給をしていただければというようなＱ＆Ａのところでありました。１６日で

すか、国のほうの補正予算が可決されたということで新聞報道等ありましたけれど

も、その中での記載があったところで、こども家庭庁のほうではいろいろお金とい

うか入り用になる４月までということでありはしました。  

 本町のほうでは、今回の通知を送って、２週間ぐらい期間を置いて振込をすると

いう形になっております。その２週間、何で置くかというと、この今回の２万円を

不要な方はその間に申し出てくださいということで、この２週間を取るようになっ

ておりまして、振込の目標としているところですけれども、大体３週間ぐらいにな

りますが、来年度から発送とかをやって、２月１０日が児童手当の１回目の新年明

けましてありますので、期間がタイトでありますが、そこを目指したいと考えてい

るところです。  
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○外山利章議長  

 よろしいですか。  

〔「はい」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 続けます。  

 １６ページ。  

○髙風勝一郎議員  

 １３目の安心な出産・子育て支援事業費の節が児童島外療育等旅費助成金。要項

を頂きまして、要項の中で、島内で診察を受けてどうしても島外の専門医の治療が

必要だという方が対象だと。その児童と治療を受けた付添いをした保護者１名も助

成対象にするという、大変ありがたい内容だと思うんですが、助成の対象が鹿児島

県 、 沖 縄 県 へ の 空 港 、 港 ま で の 交 通 費 、 そ れ か ら 宿 泊 代 が ２ 泊 ま で 、 あ と 診 断 書

等々のトータルの領収書があれば、３分の２を助成するという内容です。  

 実績を伺いたいんですが、例えば鹿児島、沖縄、昨年度実績、それから今年度の

現在の状況等が分かれば、件数か人数がもし分かりましたら、お伺いします。  

○原田孝二子育て支援課長  

 こ の 実 績 の ほ う で す け れ ど も 、 昨 年 度 支 払 い 件 数 で す が 、 ５ ０ 件 で １ ６ ７ 万

４，３００円のほうを支払っております。行かれた病院の所在の件ですけれども、

昨年度のほうが沖縄のほうが３２件で、鹿児島のほうが１７件、大分に１件という

内 訳 に な っ て お り ま す 。 で す の で 、 概 算 で す け れ ど も 、 大 体 ６ 割 が 沖 縄 、 鹿 児 島

４割という形になっております。  

 今年度ですが、今年度もほぼ同様です。１６日現在ですけれども、４４件支給を

行っておりまして、沖縄のほうがうち２８件、鹿児島のほうが１６件となっており

ます。  

 支出のほうは昨年度が実績１６０万円ほどでしたけれども、今年も１５０万円ほ

どとなっておりまして、見込みを入れて今回増額の補正を計上させていただいたと

ころであります。  

○髙風勝一郎議員  

 割合では、沖縄を利用されるケースが多いということで分かりました。  

 先月お伺いしましたら、新規の利用よりは、どうしても発育の関係等々も含めて

毎年継続して利用している方が多いという話をお伺いしました。ぜひ継続して、ま

た進めていってほしいと思います。  

 終わります。  
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○外山利章議長  

 続けます。  

 １７ページ。  

 １８ページ。  

○西  文男議員  

 １８ページの衛生費の５目各種検診事業費で、離島の地区の検診車両負担金があ

りますが、これ、厚生連の健康診断だと思うんですが、人数、対象者、それから受

診者が分かれば示していただきたいんですが。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 今年度の実績ですよね。すみません、後ほどこの人数は回答させていただきます。  

 この離島地区のこの送料は確かに厚生連検診で持ってくる検診車、あと厚生連の

ものもありますし、胃がん検診に関しましては県民総合保健センターの車が来てお

りますので、この２か所の分を各市町村で案分して負担するということになってい

ますので、どうしても少し変動があるというところになっております。  

 後ほど、検診の数はお答えさせていただきます。  

〔「議長、休憩いいですか」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 しばらく休憩します。  

休  憩  午前１１時３８分  

─────────────── 

再  開  午前１１時３８分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

 １９ページ。  

 ２０ページ。  

○窪田  仁議員  

 １０目特殊病害虫防除、セグロウリミバエの今の状況を示してください。  

○岡越  豊農林課長  

 本町のセグロウリミバエの状況につきましては、５月２６日に誘殺が確認されて

以降、毎週トラップ調査を行っております。毎週途切れることなく、どこかの地点

で誘殺がずっと確認されている状況でございます。  

 今現在、私どもとしては、セグロウリミバエの誘殺剤の設置を町内一円行うほか、

その誘殺されるトラップの数を増やして、どの地点も漏れがないように確認をして
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います。  

 あわせて、誘殺された箇所の薬剤散布、それから町内一円の寄生果実の除去、そ

ういった除去を行いながら対応をしているところでございます。  

○窪田  仁議員  

 新聞報道を見ますと、知名町が一番数が多いんですけれども、それに対して今の

状況から、被害とかそういうものは出ていないか、伺います。  

○岡越  豊農林課長  

 今のところ、寄生された果実というところは、この半年の期間中２品目でござい

ました。これについては、まだそのセグロウリミバエが定着しているという段階で

はない状態での果実から発見されたというふうに判断をしておりますが、今、誘殺

トラップのほうには沖縄県のほうを飛翔している不妊虫のほうも誘殺をされており

ますので、恐らく風による飛び込みがもう断続的に続いているものだというふうに

考えております。  

 町といたしましては、今まで果実除去のほうに努めてまいりましたけれども、簡

易誘殺剤の設置等ですね。ちょっとグレードを上げまして、経済作物の今カボチャ

等もございますので、それについてはドローンによるセグロウリミバエに効果があ

るという薬剤で、ＪＡＳ法等にでも使えるような殺虫剤というものを散布していく

ように対応していきたいと思っておりますし、家庭菜園につきましても、これまで

は不要な果実の撤去をさせてもらっておりましたが、これについても薬散か抜き取

りかどちらかをさせてくださいということを、ちょっとフェーズを上げていきたい

なというところもありまして、区長会ではそういうふうな対応を今後進めていくと

いうような説明をしているところでございます。  

○窪田  仁議員  

 カボチャが出てきましたけれども、カボチャとかウリ系の品物が結構本町にある

ので、ウリミバエが入ると島外出荷ができなくなるというおそれがあるので、ぜひ

追跡をされて、被害が出ないことを願っておりますけれども、追跡されていただく

ことを要請して、終わります。  

○外山利章議長  

 続けます。  

○田尻博樹議員  

 今、窪田議員がおっしゃったのと同じ１０目のウリミバエの話なんですけれども、

これ、私もずっと調べてみると１０月、１１月、非常に町内の発生数、誘殺数が多

くなっていると。これ奄美群島でも、今さっきおっしゃったように本町が一番多い
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ということで、これを見ると、もう町内すごい蔓延状態になっていると思うんです

よ。隣町もそういう状態なんですけれども、与論は大分抑えられてきているなと。

空港周辺とあと一部のところだけなのかなと思うんですけれども、この広がった要

因というのはどういうふうに感じていますか、お伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 行っている防除につきましては、与論町についても知名町についても、これまで

行ってきた取組、国も交えた町の対応については行っていることは変わりません。  

 ただ、面積的なものと、あとそれから与論につきましては、野生の寄生果実とい

うのがこのセグロウリミバエにはございまして、例えばオキナワスズメウリである

とかカラスウリであるとか、そういう野生果実というのが与論はほとんどない。沖

永良部については、大山を中心にそういった海岸線も含めて非常に多いということ

も一因かとは思います。  

 ただ、先ほど申し上げたとおり、今、うちの町の発生状況というのは町内一円に

わたっておりますので、これを寄生果実の除去というのは、今継続してずっと努め

ているところでございますので、あわせて、家庭菜園というのがかなりある程度半

分放置されたような状態の家庭菜園とかもございますので、そういったところの対

策等も徹底しながら、この対応はしていきたいというふうに考えております。  

○田尻博樹議員  

 １２月に入ってすごく誘殺が一気に下がっているんですけれども、先ほど課長が

おっしゃっていた防除薬とか、それ、今からということですよね。もうやっている

んですか。  

○岡越  豊農林課長  

 これまで誘殺されたトラップの周辺の殺虫剤の散布等はしておりました。それ以

外につきましては、なかなか寄生果実を除去するということにとどまっておりまし

たので、先ほど申し上げたドローンによる対応とか、それから家庭菜園の人には了

解を取った上で薬散をしていくというふうに、今後その対応していくということで、

ちょっとこれまでやっていた誘殺地点の防除に加えた、知名町としての防除を行っ

ていくという考えでいるということが一つ。  

 それから、セグロウリミバエについては、春から秋が一番生育適温になっていま

すので、今少なくなってきているのは、もうその生育に適さなくて、生育ステージ

がありますけれどもそれが緩やかになっている段階にあるので、今減った段階で減

らしていかないと、また春に爆発的に増えるということも考えられますので、その

ような対応をしていきたいと思っております。  
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○外山利章議長  

 続けます。  

 ２１ページ。  

○窪田  仁議員  

 すみません、２０ページのほうなんですけれども、１６目の有機物供給センター

の今の稼働状況をちょっと伺いたいんです。  

○岡越  豊農林課長  

 有機物供給センターにつきましては、し尿の汚泥、それから地区によって焼酎か

す等を受け入れて、木に還元して農地を還元している施設でございますが、今、そ

の受入れは継続して行っておりますけれども、液肥としての液肥の状態があまりよ

くない状況にございまして、問合せがあってそれでもいいよというところについて

は散布を行っておりますが、今、液肥としての散布を積極的に行っている状況には

ございません。  

 今、そのし尿の受入れをしつつ、今後、発酵促進剤であるとか、またどういった

形を取ればし尿を液肥としてまた再利用できるのか、そういったところを判断した

いということで、今、受入れはしていますが、液肥としての販売というところは止

めている状況にございます。  

○窪田  仁議員  

 受入れはしているけれども止まっているということです。  

 これに入っていないんですけれども、リサイクル液肥はここの中には入っていな

いんですけれども。これで有機物センターの質疑は……。今後とも有効利用できる

ようにその液肥を乳酸菌とかいろんなものを使って、より有効的な肥料に変えるこ

とは可能かどうか。  

○岡越  豊農林課長  

 し尿の汚泥の処理につきましては、本来、ある程度どろどろとした固形的なもの

を受け入れていますが、液肥となると液体になるので、どうしてもその固形物が出

たりして、今ちょっとその発酵の具合等がよくなっていないです。  

 そういったものを町内の有機物として利用していくということは非常に重要な視

点かと思いますが、今の有機物供給センターは建設からかなり年数がたっておりま

して、なかなかそういう新しい取組等もできませんので、今後そういった町内の未

利用資源とか有機物の資源を活用していくというところは、総合的、複合的に施設

のほうは更新も含め検討していきたいというふうに、今検討を進めているところで

ございます。  
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○窪田  仁議員  

 前回質疑したときに、成分を調べてみると、海水の成分とほとんど同じで余分の

泥が少ないということで利用価値としては低いのかなという話をしたところ、キビ

には効果があると言う。後でキビ農家に聞けば、キビはどれをかけても効果ありま

すよと言う。ほかの作物にも効果ある状況を研究されて追求していってほしいなと

思うところですので、よろしく今後とも前向きに調査研究されていただくことを要

請して、終わります。  

○外山利章議長  

 続けます。  

○長山美香議員  

 ２１ページの２７目、こちらシマ桑の販売のほうなんですけれども、昨年度と現

在の状況、また島内と島外の販売状況を伺います。  

○岡越  豊農林課長  

 中山間ルネッサンス事業は、シマ桑を民営化するために、いろいろウェブサイト

の構築等を行っている事業でございます。  

 その中で、民営化に向けては売上げを伸ばしていくということが非常に重要でご

ざいますので、昨年の令和６年度につきましてのシマ桑の売上げの総額でございま

すが、１，３３２万７，０００円でございました。  

 昨年この１１月末現在での昨年の売上げというのが９０１万２，０００円という

状況で、今年度につきましては、その同月対比で３６４万９，０００円増額して、

今、１１月末の時点で１，２６６万２，０００円ということで、売上げとしては前

年と比べても伸びてきております。  

 これまで取組がちょっと実を結んできているのかなというふうには考えておりま

すので、今後とも、商品パッケージの見直しであるとか、そういったところは進め

てまいりたいと思っております。  

 あわせて、島外と島内の販売状況につきましては、今、島内についてはある程度

売上げというのが増減はあまりなくて一定数がずっと継続されている状況で、島外

の売上げというのが伸びているというふうに見ております。  

○長山美香議員  

 島内のほうは、リピーターさんが定着しているという見方でいいのかなと思いま

す。また、販売のほうも伸びているということで、民営化に向けてぜひ取り組んで

いただきたいですし、今後も発展していけるように、事業もありますけれどもサポ

ートしていっていただけたらと思います。  
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 以上です。  

○外山利章議長  

 続けます。  

○窪田  仁議員  

 ２８目土づくり推進事業の状況を報告お願いします。  

○岡越  豊農林課長  

 この土づくり推進事業につきましては、ちょっとふくそうしておりますので２つ

紹介をいたします。  

 １つは、土づくり推進事業ということで、事業費の３分の１、１０万円を上限に、

生産者が化成肥料以外の例えば緑肥であるとか堆肥であるとか、そういったものに

取り組むことに対して取組を行う事業もございます。  

 今回補正で計上している金額につきましては、一昨日、西議員からの質問にもご

ざいましたが、開発組合の堆肥センター事業がございます。堆肥センターの堆肥に

ついては南栄糖業から出ている生産振興費を使って、サトウキビ農家については半

額助成が行われておりますが、その他の品目については半額助成が行われていない

ということもあって、堆肥センター事業の運営が非常に厳しいというところもあっ

て、開発組合を支援する目的、プラス町内の土づくりをしっかりまた支援をしてい

こうということも踏まえて、今回この計上している補正につきましては、開発組合

の堆肥センターをほかの品目で利用された場合には、町も含め、南栄糖業も含め、

またこちらについても半額助成をしていこうということで計上しているものでござ

います。  

○窪田  仁議員  

 バガス肥料を活用し土壌改良材の促進ということの予算と思いますけれども、こ

れは今期一度という情報もあるんですけれども、来期以降はどうなるのか、伺いま

す。  

○岡越  豊農林課長  

 最初に説明をいたしました土づくり推進事業については、町の化学肥料を減らし

ながら土づくりをしっかり行って反収を上げていくという取組に資するものとして

継続を検討しておりますが、こちら今回の補正につきましては、開発組合の運営の

補助的な意味合いもございましたので、今現在では、その継続については今後、関

係機関等々において審議がなされるものというふうに考えております。  

 農林課としては、その農家のご要望、それから貸付けの状況、いろんなものを含

め、継続については検討していきたいというふうに考えております。  
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○窪田  仁議員  

 農家には今回地域の情報を聞きながら、有効であれば導入しようかなという農家

もおりましたので、いい事業かなと思ったところでございます。  

 以上です。  

○外山利章議長  

 続けます。  

○田尻博樹議員  

 すみません、先ほどの窪田議員とまたかぶるんですけれども、２８の土づくり推

進事業なんですけれども、これ実際、面積というのはどのくらいの面積が今実績と

して上がっているのか、お伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 今回の開発組合に対する支援を通じて農家の支援を行っている土づくり推進事業

についてでございますが、ちょっと本町での内訳というのが詳細が手元にありませ

んが、両町でということで報告をさせてください。  

 キビ以外で、今現在の堆肥の散布実績として１，６９９トンというふうに聞いて

おります。知名町の方の申込みが７割程度だったと思いますので、知名の方が有効

に活用しているというようには考えております。  

○田尻博樹議員  

 面積のほうは、やはり機運が今、土づくりが高まっていく中で、やはり本町の農

地面積が２，１００として、こういう土づくりの中を通してどのくらいの面積の土

づくりで、その地力向上の面積が図られているか。面積は。  

○岡越  豊農林課長  

 単純にはちょっと申せないんですけれども、反当たり、もし３トンまいたとすれ

ば６町歩程度の面積になるかなと思うところです。  

○田尻博樹議員  

 要望として、やはりそこまでちょっと調査をして、これ全体で７００万円あまり

の予算になっていますので、ほかのも全部合わせながら、この面積も調査の中に入

れてやっていければ、本町の全部の面積のどのくらいが土づくり事業に有している

のかというのも分かると思いますので、要望して、終わります。  

○西  文男議員  

 ２１ページの２７目で、シマ桑販売力向上と、説明書も同様の文言なんですけれ

ども、結構金額が補正の額が１７５％ぐらいになっていますので、具体的なその内

容、業務委託して、この委託料だけで２８４万円ありますので、内容はどのような
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形ですか。お伺いします。  

○岡越  豊農林課長  

 今回のこの中山間ルネッサンス事業につきましては、当初、国のほうへの補助金

の申請といたしましては１，０００万円を要望いたします。その中で当初で減額内

示がされて、今回補正に伴ってさらに増額内示がされたという形での補正になりま

すが、もともとは申し上げたように１，０００万円をかけてシマ桑の販売力向上に

つなげていくという事業でございます。  

 知らされた中で行う事業でございますので、主に委託費でございますが、今その

生産体制とそれから民営化というところに移行する上で、必要になるデジタル機器

の整備、それから販売広報戦略を立てていくというところで、今、オブザーバーと

しているところと見ていただくか、販売状況であるとか管理体制であるとか、そう

いった詳細な状況を判断してもらうコンサル的なもの。  

 それから、そういった商品のラインナップを充実するということで、商品のパッ

ケージの見直しであるとか、今回、６０包の袋は、あれはオリゴ糖が入っていたの

を利用いたしまして、完全有機ではなかったんですが、完全有機粉末の商品に変更

をしたりとか。  

 それから、ウェブサイトを今構築中なんですけれども、ウェブサイトを構築して、

来年そのウェブサイトを通じて購入ができるようなというふうにも取り組んでいき

ますが、今年度はその元となるシマ桑を、特産品加工場としても本町のシマ桑の魅

力を伝えるウェブサイトの構築、そういった取組を行って、スムーズに民営化がで

きるようにということで取り組んでいるところでございます。  

○西  文男議員  

 先ほど来あるように売上げも伸びていると。しかも島外ということ。島外という

ことはあれですか、ふるさと納税の返礼品も含めてどうだというふうに認識してい

ます。  

 それから、民営化に向けてということですので、ぜひ民営化できる部分について

早急に進めていただいて、町として、また町民福祉、安心・安全なまちづくりで職

員の皆様も頑張っていただけるような形で進めていければというような、シマ桑茶

の販売、増額を期待しています。頑張ってください。  

 以上です。  

○外山利章議長  

 続けます。  

 ２２ページ。  
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 ２３ページ。  

 ２４ページ、ございませんか。  

○西  文男議員  

 ２３ページ、教育費の２目の事務局費で１８節の中で各種検定の補助金が２２万

５，０００円増えていますが、これは英検とか数検とか漢検とかという形だと思い

ますが、当初の希望する予定と、それから実際に受検をするということで人数が増

えたというふうな認識でしょうか。具体的な中身を示してください。  

○池沢由美子教育委員会事務局長  

 各種検定料補助金につきましては、先ほど西議員のほうからもありましたように、

漢字検定、数学検定、そして英語検定等となっております。各小学校から中学校ま

で多くの児童・生徒の皆さんが積極的に受検いただいておりまして、本年度も３学

期もこのような検定は継続されますので、今後の見込みも含めまして、これだけの

費用の補正が必要であろうということで増額させていただいております。  

 検定料補助金につきましては、全額助成ということで行っておりまして、児童・

生徒の学力の向上であったり、学力意欲の向上に寄与しているものと教育委員会と

しては考えております。  

○西  文男議員  

 具体的に受検者の数が各種で分かれば示していただきたいんです。  

○池沢由美子教育委員会事務局長  

 各学校から補助金の交付実績として上がってきたもののみになりますけれども、

まだ、知名小学校、住吉小学校、上城小学校については実績報告がありませんので、

数値がちょっと分からない状況です。田皆小学校につきましては、現在１９名の方

が漢字検定を受検されております。下平川小学校は１１名の方が漢字検定を受検さ

れております。知名中学校につきましては、英語検定、漢字検定におよそ１４０名

程度、延べで受検されております。田皆中学校につきましては、約９０名ほど延べ

で英語検定、漢字検定を受検されております。  

 あと、また学校を通さずに個人で受検されている方も２名ほどいるところです。  

 以上です。  

○外山利章議長  

 続けます。  

 ２２ページ。  

 ２３ページ。  

○窪田  仁議員  
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 すみません、２３ページ、物価高騰、２２の１３ですね。項目は２３になります

ので下のページ。物価高騰対策の商品券はいつ頃から配布は予定されていますか。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 今から商品券のデザイン等、委託についての伺い等を出していきますので、なる

べく早く、１月中には住民の皆様の手に届くようにはしたいと思っております。  

○窪田  仁議員  

 周知の方法が分からないんですけれども、区長会等々で、防災無線、いろんな方

法があると思いますが、周知して経済効果を１月から上げてほしいなと思うところ

です。  

 以上です。  

○外山利章議長  

 続けます。  

 ２４ページ。  

 ２５ページ。  

 ２６ページまで。  

 先ほどの西議員の質問に対して、保健福祉課長から回答があります。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 すみません。先ほどの本年度の特定健診の受診者ですけれども、５４６名となっ

ております。これは国民健康保険の特定健診受診者になりますので、厚生連健診は

職場健診もございますし、あと高齢者の長寿健診もございますし、あと生活保護そ

して若年者の健診等も行っていますので、全てを網羅しますと１，０００人以上に

なりますけれども、一応特定健診、国保の補助が関わるものとしましては５４６名

となっております。  

○西  文男議員  

 パーセンテージで目標が鹿児島県から示されていると思うんですが、６５％でし

たっけ、６０％でしたっけ。それ以上になってくると補助というか、県のほうから

助成といいますか、そういう形になって来ると思うんですが、いかがでしょうか。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 一応国の目標が６０％ということになっているんですが、この６０％を確かに達

すると努力者支援ということでご褒美といいますか、県からのご褒美が入ってはく

るんですが、ただいま鹿児島県下でも６０％を超える市町村というのはもう本当に

１つ、２つなので、国のほうもやっぱりなかなか難しいというのが分かっています

ので、こちらのほうが６０％に達しなくても、前年度より何％アップしたらとか、
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そういったふうにいろんな条件をつけてご褒美がもらえるような状況に今はなって

きてはいます。  

 昨年度、令和６年度は、知名町の受診率が５０．５％ということになっています。

昨年度、令和６年度の実績でこれはもう確定値になりますので、もう国が公表した

数値になりますが５０．５％ということで、約６５０名の方が受診されていること

になります。  

○外山利章議長  

 先ほどの西文男議員の質問に対し、子育て支援課長から補足の説明があります。  

○原田孝二子育て支援課長  

 すみません。先ほど、西議員のほうから支払い日の確認のほうがありました支給

日、一般分の児童手当の方については２月１０日を目指しているんですけれども、

先ほど言った公務員の分もありますけれども、公務員の分につきましては、子育て

支援課のほうで誰が対象となるのかというのと口座情報がないので、申請をいただ

くことになっております。そのため一般の児童手当受給者のほうを２月１０日に支

払いして、その後、申請を受け付けて、３月中に支払いを終えるようなことを目標

としております。  

○外山利章議長  

 根釜議員の質問に対し、総務課長より回答があります。  

○成美保昭総務課長  

 １２ページの電算管理費のＬＧＷＡＮ通信料の件ですが、当初予算で組みました

計上した額が月額５６万４，０００円で、変更があって今回の補正に上げさせてい

ただいた金額が月額９万５，０００円となっております。  

〔「定額か」と呼ぶ者あり〕  

○成美保昭総務課長  

 そうですね、これは定額となっております。  

 今、合計額を年額にしますと５６０万円ぐらいの差が出てきますが、この金額に

つきましては、その下の備品購入費がプラス２００万円になっております。この購

入に充てる議場のディスプレー、タブレットのディスプレーを今度整備する予定に

なっております。議場席とこちらの執行部席です。その予算に充てようということ

で、今、計上しております。  

○外山利章議長  

 これで、歳入歳出による質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第６８号を採決します。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第６８号、令和７年度知名町一般会計補正予算（第４号）につ

いては原案のとおり可決されました。  

 しばらく休憩します。  

 次の会議は午後１時１０分から再開します。  

休  憩  午後  ０時１２分  

─────────────── 

再  開  午後  １時１０分  

 

△日程第４  議案第６９号  令和７年度知名町国民健康保険特別会計  

             補正予算（第２号）について  

 

○外山利章議長  

 日程第４、議案第６９号、令和７年度知名町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）についてを議題とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  

 ただいまご提案申し上げました議案第６９号は、令和７年度知名町国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）についての案件であります。  

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ７１万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１２億６３２万６，０００円と定めました。  

 主な補正内容は、歳入については、国庫支出金、繰入金を増額計上しました。  

 歳出については、総務費、諸支出金を増額計上し、保険給付費を減額計上しまし

た。  
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 詳細については、お手元の予算説明書をご覧ください。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから総括的質疑を行います。  

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。  

 歳出、２ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで総括的質疑を終わり、次に事項別明細書による質疑を行います。  

 歳入、３ページ。  

 歳出、４ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで事項別明細書による質疑を終わります。  

 次に、歳入歳出による質疑を行います。  

 歳入、５ページ。  

 歳出、６ページ。  

 ７ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 歳入、歳出による質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第６９号を採決します。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 し た が っ て 、 議 案 第 ６ ９ 号 、 令 和 ７ 年 度 知 名 町 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算
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（第２号）については原案のとおり可決されました。  

休  憩  午後  １時１２分  

─────────────── 

再  開  午後  １時２０分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

 

△日程第５  議案第７０号  令和７年度知名町介護保険特別会計補正  

             予算（第２号）について  

 

○外山利章議長  

 日程第５、議案第７０号、令和７年度知名町介護保険特別会計補正予算（第２号）

についてを議題とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  

 ただいまご提案申し上げました議案第７０号は、令和７年度知名町介護保険特別

会計補正予算（第２号）についての案件であります。  

 今回の補正は、歳入歳出をそれぞれ５，０５５万円追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ８億７，４３０万円と定めております。  

 主な補正内容は、歳入については、繰入金を増額計上しております。  

 歳出につきましては、総務費、保険給付費、諸支出金を増額計上しました。  

 詳細については、お手元の予算説明書をご覧ください。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから総括的質疑を行います。  

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。  

 歳出、２ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで総括的質疑を終わり、次に、事項別明細書による質疑を行います。  

 歳入、３ページ。  



― 173 ― 

 歳出、４ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで事項別明細書による質疑を終わります。  

 次に、歳入歳出による質疑を行います。  

 歳入、５ページ。  

 歳出、６ページ。  

 ７ページまで。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 歳入歳出による質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第７０号を採決します。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 し た が っ て 、 議 案 第 ７ ０ 号 、 令 和 ７ 年 度 知 名 町 介 護 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第

２号）については原案のとおり可決されました。  

 

△日程第６  議案第７１号  令和７年度知名町後期高齢者医療特別会  

             計補正予算（第２号）について  

 

○外山利章議長  

 日 程 第 ６ 、 議 案 第 ７ １ 号 、 令 和 ７ 年 度 知 名 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算

（第２号）についてを議題とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  
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 ただいまご提案申し上げました議案第７１号は、令和７年度知名町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第２号）についての案件であります。  

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ７５４万１，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１億９４６万３，０００円と定めております。  

 主な補正内容といたしましては、歳入については、後期高齢者医療保険料を増額

計上しております。  

 歳出につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金を増額計上しております。  

 詳細につきましては、お手元の予算説明書をご覧ください。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから総括的質疑を行います。  

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入、１ページ。  

 歳出、２ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで総括的質疑を終わり、次に、事項別明細書による質疑を行います。  

 歳入、３ページ。  

 歳出、４ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで事項別明細書による質疑を終わります。  

 次に、歳入歳出による質疑を行います。  

 歳入、５ページ。  

 歳出、６ページまで。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 歳入歳出による質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第７１号を採決します。  
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 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第７１号、令和７年度知名町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）については原案のとおり可決されました。  

 しばらくお待ちください。議場の整理を行います。  

 

△日程第７  議案第７２号  令和７年度知名町下水道事業会計補正予  

             算（第３号）について  

 

○外山利章議長  

 日程第７、議案第７２号、令和７年度知名町下水道事業会計補正予算（第３号）

についてを議題とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  

 ただいまご提案申し上げました議案第７２号は、令和７年度知名町下水道事業会

計補正予算（第３号）についての案件であります。  

 今回の補正は、収益的収入及び支出をそれぞれ１１３万６，０００円増額計上し、

また、資本的収入を１，３７０万円、資本的支出を１，３８７万３，０００円それ

ぞれ増額計上しております。  

 主な補正内容は、収益的収入につきましては他会計補助金を増額計上し、収益的

支出につきましては管渠費や浄化槽費をそれぞれ増額計上しております。資本的収

入につきましては国庫補助金や企業債を増額計上し、資本的支出につきましては管

渠建設費、処理場建設費を増額計上しております。  

 詳細につきましては、お手元の予算説明書をご覧ください。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから総括的質疑を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  
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○外山利章議長  

 これで総括的質疑を終わります。  

 これからページごとによる質疑を行います。  

 補正予算、１ページ。  

 ２ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 実施計画書、３ページ。  

 ４ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 実施計画明細書、５ページ。  

○髙風勝一郎議員  

 ５ページの１款１項１目管渠費ですが、説明では、新たに公共ますを設置する費

用としてとあります。設置する場所、数等が分かりましたらお伺いします。  

○久永裕一上下水道課長  

 場所については、知名地内にあります。件数についても１件です、件数は。それ

を計上しております。  

○外山利章議長  

 よろしいですか。  

○髙風勝一郎議員  

 分かりました。  

○外山利章議長  

 続けます。  

 ６ページ。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第７２号を採決します。  
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 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第７２号、令和７年度知名町下水道事業会計補正予算（第３号）

については原案のとおり可決されました。  

 しばらくお待ちください。議場の整理を行います。  

 

△日程第８  議案第７３号  財産の無償譲渡について  

 

○外山利章議長  

 日程第８、議案第７３号、財産の無償譲渡についてを議題とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  

 ただいまご提案申し上げました議案第７３号は、財産の無償譲渡についての案件

であります。  

 本財産は、本町瀬利覚２２０６番２に所在の旧知名町保健センターの建物１棟で

あり、昭和５４年建築の鉄筋コンクリート造り平屋建て、延べ面積５０７．２５平

方メートルの財産となります。  

 本件財産は、令和６年５月まで本町保健センター拠点として運用しておりました

が、新庁舎開庁時に保健センター事務所を本庁舎へ集約したことから、遊休施設と

なっておりました。本件財産と隣接する医療法人徳洲会沖永良部徳洲会病院から譲

渡の申入れがあり、町としては、将来的な維持管理費用及び除却費用の負担減並び

に医療環境の充実に寄与することが見込めることから、現状有姿の状態で無償譲渡

することになりました。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから本案に対する総括的質疑を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  
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 これで総括的質疑を終わり、次に、ページごとによる質疑を行います。  

 建物譲渡契約書、１ページから。  

 ２ページ。  

 ３ページ。  

 ４ページまで。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これでページごとによる質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第７３号を採決します。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第７３号、財産の無償譲渡については原案のとおり可決されま

した。  

 

△日程第９  議案第７４号  和解について  

 

○外山利章議長  

 日程第９、議案第７４号、和解についてを議題とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  

 ただいまご提案申し上げました議案第７４号は、和解についての案件であります。  

 本案は、本町の元職員による公金の詐取により町に生じた損害について、当事者

間において和解を行い、その賠償額及び支払い方法を定めるに当たり、地方自治法

第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。  

 本件損害額は３，７１９万２，３９０円であり、相手方からは、将来的な収入や
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生活状況等も踏まえ、毎月３万円ずつ１，２４０回に分割して返済する旨の申出が

ございました。また、収入の増加が認められた場合には返済額を増額する条項を設

け、確実な回収に努めることにしております。  

 なお、本和解内容につきましては、強制執行認諾文言が付された公正証書を作成

し、履行確保を図るものであります。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから本案に対する総括的質疑を行います。  

○根釜昭一郎議員  

 総括でお伺いします。  

 この議案第７４号におきましては、和解案件ということで民事的な内容になろう

かと思いますけれども、併せて、刑事裁判のほうの進捗状況について答弁を求めま

す。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 刑事事件につきましては、広報でもお知らせしたとおり、沖永良部警察署のほう

で告訴状が受理されたというところで、現在警察のほうで手続を進めておりまして、

まだ私どもはたまに事情聴取を受けておりまして、今、警察のほうで実際の検察へ

の手続等も含めて対応を行っていただいているということになります。  

○根釜昭一郎議員  

 民事裁判におきましては費用のほうを、先日、資料のほうを頂いて金額等に関し

ては理解をしたところではあるんですけれども、刑事裁判につきましても、費用に

関しましては同等の費用が発生するというふうな認識でよろしいでしょうか。  

〔「裁判費用か」と呼ぶ者あり〕  

○根釜昭一郎議員  

 裁判費用ですね。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 刑事につきましては、また民事と別個になりますので、刑事事件につきましては

その着手金等をお支払いしております。  

 民事につきましては、今回ご提案しております公正証書という取扱いにしており

まして、これにつきましては弁護士の費用は特段、公証役場に支払う手数料のみと

なっております。  

○根釜昭一郎議員  
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 最後になりますけれども、刑事裁判のほうは、まだ進行のほうのめどが立たない

と認識したんですけれども、この議案がもし可決されましたら、その執行といいま

すか入っていくと思うんですけれども、あわせて、この刑事裁判のほうで費用が発

生しているということは、我が町、本町のほうの支払いの開始日、おおむねの開始

日に当然影響を与えるものかと思うんですけれども、公正証書におきまして、この

裁判費用を優先で支払いになるのか、公正証書で３万円とお約束をした限りは、こ

の３万円についてはそれとは別に担保されて、公正証書を交わした以降、順次翌月

からでも回収、言葉はよろしくはないですけれども、町のほうに返還されるという

認識でよろしいでしょうか。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 この後、この内容で議決をいただきましたら、具体的にここに数字が入っていき

ますので、あとはこちらの代理人と先方のほうと公証役場のほうで正式にこれを締

結するということになりますので、それ以降に順次、町のほうに返還されていくと

いうことになります。  

○根釜昭一郎議員  

 刑事裁判の裁判費用に関して、多分請求が行くことになろうかと思うんですけれ

ども、それで公正証書の返還計画のほうに影響があるやなしや、そちらも併せて答

弁を求めます。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 刑事のほうと民事のほうで分けられて進められますので、刑事につきましては、

昨年、この案件に着手していただいた段階で着手金をお支払いしています。また別

途、その報酬のほうをお支払いしていると。  

 民事のほうにおきましては、今回は裁判ではなくて、公正証書による和解という

ことになりまして、裁判をすると、また別個着手金、弁護士費用がかかりますけれ

ども、今回につきましては公正証書ということになりますので、手数料だけで済む

ということになります。  

○外山利章議長  

 しばらく休憩します。  

休  憩  午後  １時４３分  

─────────────── 

再  開  午後  １時４４分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  
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○西  富士雄総務課長補佐  

 失礼しました。刑事事件に係る費用が、この公正証書による和解による費用です。

影響しないということでございます。  

○外山利章議長  

 続けます。  

○福川勝久議員  

 少し難しい話なんですけれども、和解という議案をなぜこの１２月定例会に上程

したのか、その理由をお聞かせください。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 刑事事件の告訴の受理を受けまして、今度は民事のほうで進めていくということ

になりました。早い段階でいわゆる相手方のほうから、この損害額については特段

争わないということでありましたので、町としてこの金額が損害額ということで折

り合いましたので、なるべく早く少しずつでも町のほうに返還いただきたいという

こともありましたので、弁護士とも相談をして、なるべく早く公正証書なりまで締

結をして返還をいただくという手続にしたかったものですから、今回１２月議会で

上げたということになります。  

○福川勝久議員  

 ３月でもよかったのかなと思うところもあるんですけれども、それは行政側の都

合でありまして、私たちが説明を受けたのは１週間前で、この１週間の間でこの件

についてしっかりと議論する、そういった判断をするのは難しいことなのかなと思

います。だから、そこも考えていただき、早くしなければならないという理由も分

かりますが、しっかりともう少し説明や考える時間が欲しかったなと思います。  

 だから、なぜそこまで、別に３月にしたとしても影響はないと思うんですけれど

も、影響があるのかないのかをお伺いします。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 もし３月議会でこの金額で問題ないということで議決いただければ、この金額で

すので影響はございませんけれども、なるべく早くということでこの処理を進めた

いというところがありましたので、今回１２月議会に提案をさせていただいたとい

うことになります。  

○窪田  仁議員  

 １点だけ、保証人について。普通、正職員になった場合には保証人を２人つけて、

その方が違反をした場合には補償するという契約があるんですけれども、それは一

般の企業にはあるんですけれども、私がいた農協にもあったんですけれども、役所
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にはないのか、伺います。  

○成美保昭総務課長  

 現在、その制度は適用させておりません。  

○窪田  仁議員  

 ぜひこれからの職員にはそれを復活させて、保証人がいた場合に、これは……。  

 今まではほかの企業では身元保証人が採用されたときに補償するという流れがあ

ったんですけれども、これからはどうされるんでしょうか、伺います。  

○成美保昭総務課長  

 この件に関しましては、この事件が起きた際にも、町長、副町長とも協議を持っ

たんですが、社会人ということもあり、実際この事件によって、もし保証人を置い

たといたしましても現状のような状況になっておりますので追及するのは難しいと

いうこと。これは結果論でありますが、これまで置いていなかったというのもあり

ますし、やはり一人の社会人としての立場、自覚を持って宣誓書も頂いております、

採用時に。そこを大事にしていきたいということで、今回は見送りさせていただき

ました。  

○外山利章議長  

 よろしいですか。  

○今井力夫町長  

 補います。  

 この保証人制度というのは、これは義務的なものではございません。必ずしも保

証人を設けなきゃいけないというものは、自治体職員の採用の規定の中にはこれは

入っておりませんので。  

 それと、最近いろいろなところで保証人制度というのは廃止されております。例

えば、ある町営住宅に入るとしたときに、保証人がいないと入れないという規定が

あった場合には、その方はいつまでたっても町営住宅等に入ることができなくなっ

てしまうということで、多くの自治体において、この保証人制度というのは現在必

ずしも法律上義務を課すものではないというふうに書かれておりますので、それに

沿って本町においても、多分、保証人制度というのを導入していないものだと思わ

れます。  

 私が今、法的なもので調べた限りでは、自治体において、そういうものを義務づ

けるものではないというふうになっておりますので、多分、本町においてもそうい

う流れでこのような制度になっているのではないかなと思います。  

 もう一つは、先ほど申し上げましたように、ここ最近の流れとしては、町営住宅
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にしろ、それから民間の住宅にしろ、保証人制度というのが難しい状況になってい

るので、ある組織が代わりにそういうものをやってくれるというようなものは増え

てきているのではないかなと思います。  

○窪田  仁議員  

 家賃の代行屋はいると思うんですけれども。ここから鹿児島の学校に出した場合

も身元保証人がいて、その子供が違反をした場合には補償するという流れがあった

んですけれども。会社で採用された場合に、実家のほうに書類が届きまして、保証

人を２人つけて送ってくださいという流れもありましたので、今後ともご検討をお

願いします。  

○今井力夫町長  

 再度、我々も、今回のような事案が発生しておりますので、ある意味では職員の

自覚というものを促していく上ではこういうものも考えていかなきゃいけないので

はないかなと思われますけれども。  

 参考に、民法の改正の影響というのがありまして、２０２０年４月の民法改正に

よって、自治体の職員の身元保証は、一般的な保証とは異なり、主に身元確認や職

員の意識向上を目的としたものであり、身元保証契約であり、直ちにこれが民法上

の対象となるものではないというふうに２０２０年の法改正の中でうたわれており

ますので、ここにあるように自治体職員としての自覚を促すための、そのためにお

ける身元保証の確認というようなのが、昨今は主な狙いになっているのではないか

と私は解釈しておりますけれども、今、議員の申出がございましたので、これにつ

いては、私どもも各近隣市町村の契約内容とか、それから、また庁舎内においても

これらについては十分検討する必要があるのではないかと考えておりますので、検

討材料とさせていただきます。  

 以上です。  

○長山美香議員  

 先ほどなるべく早くというお話が出ましたけれども、こちらの和解案が弁護士の

ほうから話が来たのはいつになりますか。  

○外山利章議長  

 しばらくお待ちください。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 刑事の告訴の受理をいただいてからですけれども、その後、民事の手続に入って

いくということになりましたので、最初のほうにやり取りしたのは１０月当初とい

うことになります。  
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○長山美香議員  

 １０月当初に来て、そこでいろいろ行政側のほうでも検討したり等あったと思う

んですけれども、それで私たち議員に来たのが１週間前ということですね。この時

間、これだけの時間があった中で、先に議員のほうに説明があってもよかったので

はないかなと思います。なかなか法的なもので難しい問題ですよね。そこを１週間

で議員が考えるということはなかなか難しいと思うんですけれども、議員に先にお

知らせをする、説明をするということは考えられなかったでしょうか。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 その考えに結果的には至らなかったということになって大変申し訳ございません

けれども、公正証書を固めるまでに弁護士のほうで先方とやり取りがあって、公証

役場で公証人とその内容について協議をいただいている。ある程度固まった段階で

というところで、確かに固まった段階以降の非常に短い期間だったということで、

皆様に説明できなかったということは大変申し訳ございませんでした。  

○長山美香議員  

 この案件については、議会のほうにも説明をするということでお互い話があった

と思います。  

 あと、町民にはどういう形で、和解案が通った場合、町民にはどのように説明を

していくつもりなのか、お聞かせください。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 これについては、この議会で議決をいただいた後、弁護士と相談させていただい

て、どういった形で報告するのかというのは、また検討させていただきます。  

○長山美香議員  

 私たちが判断をするときに必要なのがそこなんですね。町民にどのような形で、

どこまでお知らせするのか。説明をする行政側にも責任がありますし、賛成、承認

した議会側にもあります。そこが一番本当は知りたかったところではないかと思う

んですけれども。  

 以上です。  

○外山利章議長  

 ほかに総括的質疑ございませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 続けます。  

 損害賠償債務弁済契約案、１ページ。  
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 ２ページ。  

 ３ページ。  

 ４ページ。  

 ５ページまで。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これでページごとによる質疑を終わります。  

 ただいまの議案につきましては、議員間で討議を行う必要があると認めます。  

 よって、しばらく休憩します。  

 再開は午後２時１５分から行います。  

休  憩  午後  １時５８分  

─────────────── 

再  開  午後  ２時１５分  

○外山利章議長  

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

 引き続き、議案第７４号を審議いたします。  

 休憩前の長山議員の質問に対し、追加の答弁があります。  

○西  富士雄総務課長補佐  

 先ほど答弁の中で、いつ頃から公正証書のやり取りが始まったかというところで、

私が１０月当初と申し上げましたけれども、１０月当初には公正証書の案が届いた

と い う こ と に な り ま し て 、 ７ 月 に 刑 事 告 訴 に 係 る 告 訴 状 が 受 理 さ れ て い ま し て 、

８月にそれを公表いたしました。その後、８月下旬から、こちらの代理人と先方の

代理人とで話合いが始まったということになりますので、その辺、答弁を変更させ

ていただきます。  

○外山利章議長  

 続けます。  

 これから討論を行います。  

〔「討論あり」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論ありと認めます。  

 まず、原案に反対者の発言を許可します。  

○福川勝久議員  

 私は、議案第７４号、和解についてに対し、反対の立場から討論を行います。  
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 まず申し上げます。私は、本件における和解そのものを否定する立場ではありま

せん。しかしながら、本議案を今定例会で議決することについては賛成できない。

その立場から反対いたします。  

 本件は、被害額が多額であること、回収期間が極めて長期に及ぶこと、町民の税

金と信頼に直結する重大事案であることを踏まえると、より慎重な検討と十分な説

明が不可欠な議案であります。にもかかわらず、議会が本件について説明を受けた

のは定例会開会の僅か１週間前でありました。この機会で和解内容の妥当性、回収

計画の実効性、町民感情への影響を十分に検討することは現実的に困難であります。  

 また、本件は町民の負担と信頼に直接関わる問題であり、本来であれば、町民へ

の説明、客観的、専門的な視点での確認、冷静な意見を踏まえた整理を行った上で

議会に判断を求めるべき案件であります。議会が先に結論を出すことは、町民理解

を後追いすることになりかねません。  

 繰り返しますが、私は和解そのものに反対するものではありません。しかし、議

会の審議権、町民への説明責任、将来世代への影響、これらを十分に果たすために

は、今定例会で結論を出すべきではないと判断いたしました。  

 よって、議案第７４号、和解についてに反対いたします。  

○外山利章議長  

 次に、原案に賛成者の発言を許可します。  

○福井源乃介議員  

 議案第７４号、和解について、福井源乃介が賛成討論を行います。  

 この案件については、双方の弁護士、法律の専門家が協議を重ね、中身を詰めて

合意を行い、また、町と本人も合意、４者合意が既になされております。現状では

最善の策と判断して、賛成するものです。  

 その理由としては、仮に民事裁判を起こした場合でも結果は同等であり、町には

多額の弁護士費用、長期間にわたる訴訟負担が生じるため、今回の提案の公正証書

和解は回収の可能性があるため、賛成するものであります。  

 また、本人が既に就職先を確保して、その給料の中から月々３万円の返済の意思

があり、金額は少額でも返済が始まり、返済が続く可能性もあり、本人の意思を最

大限に尊重したいと考えております。  

 いずれにしても、複雑な問題ではありますが、町民の財産を少しでも早期に回収

するため、最も最善の策であるので賛成することとしております。  

 我々は、町民の代表として、これに重い決断を下さなければなりません。その辺

も重々加味していただきたいと思います。  
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 以上です。  

○外山利章議長  

 これで討論を終わります。  

 これから議案第７４号を採決します。  

 この採決は起立によって行います。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

〔「起立少数」〕  

○外山利章議長  

 起立少数です。  

 したがって、議案第７４号、和解については否決されました。  

 しばらくお待ちください。  

 

△日程第１０  議案第７５号  知名町企業立地等促進条例の一部を改  

              正する条例について  

 

○外山利章議長  

 日程第１０、議案第７５号、知名町企業立地等促進条例の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  

 ただいまご提案申し上げました議案第７５号は、知名町企業立地等促進条例の一

部を改正する条例についての案件であります。  

 本条例は、企業の育成及び誘致を促進し、本町の産業の振興と雇用の増大を図る

ことを目的としておりますが、令和２年の条例制定以降、補助金の活用実績はゼロ

件となっております。  

 このことから、全国的な人手不足の状況を鑑み、企業の設置に伴い必要となる新

規地元雇用者数を緩和するとともに、特に優遇されていた情報通信事業以外の業種

にも支援の枠を広げることで企業立地を推進するため、条例の一部を改正するもの

でございます。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  



― 188 ― 

○外山利章議長  

 これから本案に対する総括的質疑を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで総括的質疑を終わり、次に、ページごとによる質疑を行います。  

 １ページ、第１条から附則まで。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これでページごとによる質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第７５号を採決します。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第７５号、知名町企業立地等促進条例の一部を改正する条例に

ついては原案のとおり可決されました。  

 しばらくお待ちください。議場の整理を行います。  

 

△日程第１１  議案第７６号  知名町敬老バス乗車に関する条例を廃  

              止する条例について  

 

○外山利章議長  

 日程第１１、議案第７６号、知名町敬老バス乗車に関する条例を廃止する条例に

ついてを議題とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  

 ただいまご提案申し上げました議案第７６号は、知名町敬老バス乗車に関する条
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例を廃止する条例の案件であります。  

 本条例は、昭和５０年、高齢者の長寿を祝福するとともに生きがいのある余生を

送 る こ と が で き る こ と を 目 的 と し て 制 定 さ れ て お り ま す 。 地 方 自 治 法 第 １ ４ 条 第

２項に「義務を課し、又は権利を制限するには、条例によらなければならない」と

あり、本条例はその性質ではないこと、また、上位法もなく、本町独自で内容も制

定していることから、迅速な制度運用が可能となる要綱として制定するため、廃止

するものであります。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから本案に対する総括的質疑を行います。  

○根釜昭一郎議員  

 条例のほうを廃止されるということのようなんですけれども、要綱として制定す

ると。要綱の開示のほうは、現在はされていないとは思うんですけれども、開示の

ほうはいつ頃を予定していますでしょうか。空白期間ができてしまうと思うので、

確認します。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 こちらの条例廃止が議決された後に要綱のほうが総務課のほうに上がっていきま

すので、それをもって切り替えるという形になります。  

○根釜昭一郎議員  

 その時期はいつ頃か。空白期間が発生してしまうと思うので、その間の対象者も

フォローアップしていかないといけないので、その確認で答弁を求めます。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 日付の点は空白期間がないように、しっかりと要綱のほうで制定したいと思いま

す。  

○根釜昭一郎議員  

 その期間に対象者が発生した場合には、これまでどおりの対応というか、問合せ

等あった場合には、これまでどおりと変わらない旨をお伝えしたらいいという認識

でよろしいでしょうか。  

○外山利章議長  

 回答を求めるわけですよね。  

○中村里佐子保健福祉課長  

 今までと変わらないとお伝えしたいと思います。  
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○外山利章議長  

 ほかにございませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで総括的質疑を終わり、ページごとによる質疑を行います。  

 １ページ、附則まで。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これでページごとによる質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第７６号を採決します。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第７６号、知名町敬老バス乗車に関する条例を廃止する条例に

ついては原案のとおり可決されました。  

 しばらくお待ちください。議場の整理を行います。  

 

△日程第１２  議案第７７号  知名町乳児等通園支援事業の設備及び  

              運営の基準に関する条例の制定につい  

              て  

 

○外山利章議長  

 日程第１２、議案第７７号、知名町乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に

関する条例の制定についてを議題とします。  

 本案について説明を求めます。  

○今井力夫町長  

 それでは、提案理由を申し上げます。  
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 ただいまご提案申し上げました議案第７７号は、知名町乳児等通園支援事業の設

備及び運営の基準に関する条例の制定についての案件であります。  

 今回の制定は、児童福祉法第３７条の１６第１項の規定に基づき、令和８年度か

ら事業開始に向け、条例を制定するものであります。  

 よろしくご審議の上、可決くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○外山利章議長  

 これから本案に対する総括的質疑を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで総括的質疑を終わり、次に、ページごとによる質疑を行います。  

 １ページ、目次から第６条第１項まで。  

 ２ページ、第２条第２項から第９条第２項まで。  

 ３ページ、第９条第２項続きから第１７条第２号まで。  

 ４ページ、第１７条第３号から第２２条まで。  

 ５ページ、第２２条続きから第２３条第８号別表まで。  

 ６ページ、別表から第２４条第１項まで。  

 ７ページ、第２４条第２項から第２９条まで。  

 ８ページ、附則まで。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これでページごとによる質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから議案第７７号を採決します。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、議案第７７号、知名町乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に
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関する条例の制定については原案のとおり可決されました。  

 しばらくお待ちください。議場の整理を行います。  

 

△日程第１３  請願第１号  知名町民の命と安心を確保するために血  

             液供給体制の変革を求める意見書採択の  

             請願について  

 

○外山利章議長  

 日程第１３、請願第１号、知名町民の命と安心を確保するために血液供給体制の

変革を求める意見書採択の請願についてを議題とします。  

 この請願に対する総務文教常任委員長の報告は、採択です。  

 お諮りします。  

 この請願は総務文教常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませ

んか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、請願第１号、知名町民の命と安心を確保するために血液供給体制の

変革を求める意見書採択の請願については、採択することに決定しました。  

 

△日程第１４  発委第４号  知名町民の命と安心を確保するために血  

             液供給体制の変革を求める意見書につい  

             て  

 

○外山利章議長  

 日程第１４、発委第４号、知名町民の命と安心を確保するために血液供給体制の

変革を求める意見書についてを議題とします。  

 意見書は配付してありますので、朗読を省略します。  

 これから質疑を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、発委第４号、知名町民の命と安心を確保するために血液供給体制の

変革を求める意見書については原案のとおり可決されました。  

 

△日程第１５  発議第５号  知名町議会会議規則の一部を改正する規  

             則について  

 

○外山利章議長  

 日程第１５、発議第５号、知名町議会会議規則の一部を改正する規則についてを

議題とします。  

 これは、地方自治法第１０９条第６項及び第７項並びに会議規則第１４条第３項

の規定により提出されたものであります。  

 本案について説明を求めます。  

○川畑光男議員  

 提案理由を申し上げます。  

 知名町議会会議規則の一部を改正する規則について、地方自治法第１１２条及び

会議規則第１４条第２項の規定により提出するものであります。  

 このたびの改正は、令和５年の地方自治法の一部改正に伴い、議会に係る手続の

オンライン化に対応するとともに、現在の社会情勢等に照らし、所要の整備等を行

うための改正です。  

○外山利章議長  

 これから質疑を行います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 討論なしと認めます。  

 これから発議第５号を採決します。  

 お諮りします。  

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、発議第５号、知名町議会会議規則の一部を改正する規則については

原案のとおり可決されました。  

 

△日程第１６  発議第６号  議員派遣の件について  

 

○外山利章議長  

 日程第１６、発議第６号、議員派遣の件を議題とします。  

 お諮りします。  

 議員派遣については、会議規則第１２９条第１項の規定によって、お手元にお配

りしたとおり議員を派遣したいと思います。  

 ご異議ございませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、発議第６号、議員派遣の件については、お手元に配付してあります

とおり派遣することに決定しました。  

 

△日程第１７  決定第８号  閉会中の継続調査の件について  

 

○外山利章議長  

 日程第１７、決定第８号、閉会中の継続調査の件を議題とします。  

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付の本会議

の会期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申出がありま

す。  
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 お諮りします。  

 議会運営委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありま

せんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、議会運営委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に決定しました。  

 

△日程第１８  決定第９号  閉会中の継続調査の件について  

 

○外山利章議長  

 日程第１８、決定第９号、閉会中の継続調査の件を議題とします。  

 ゼロカーボンアイランドおきのえらぶ事業調査特別委員会委員長から、目下委員

会において審査中の件について、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付

のゼロカーボンアイランドおきのえらぶ事業調査特別委員会に関する事項について、

閉会中の継続調査の申出があります。  

 お諮りします。  

 ゼロカーボンアイランドおきのえらぶ事業調査特別委員会委員長から申出のとお

り、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。  

 お諮りします。  

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。  

 したがって、会議規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思います。  

 ご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○外山利章議長  

 異議なしと認めます。  

 したがって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。  
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 これで本日の会議を閉じます。  

 令和７年第４回知名町議会定例会を閉会します。  

 ご起立ください。  

 お疲れさまでした。  

閉  会  午後  ２時４５分  
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